
花　巻　市

令和７年度　設計内訳書
工事名称 市営諏訪アパートＥ棟（103、104、203、204号）改修工事

工事場所 花巻市 南諏訪町 地内

構    造   ＲＣ造  ２階建て

建築面積    311.08 ㎡

延床面積    578.16 ㎡

工事内容

  建築工事
    外壁塗替・補修工事                        一式
    屋根塗替工事                              一式
    階段室塗替工事                            一式
    浴室・トイレ・洗面脱衣室・台所等改修工事  一式

  電気設備工事
    電灯設備        一式
    撤去工事        一式
    発生材処理      一式

  機械設備工事
    換気設備        一式
    衛生器具設備    一式
    給水設備        一式
    排水設備        一式
    給湯設備        一式
    ガス設備        一式
    撤去工事        一式
    発生材処理      一式

単価適用年月：令和７年５月版（令和７年６月１日以降入札公告適用）

週休２日工事（発注者指定型）
月単位週休２日工事（全館無人改修  月４週８休）



花　巻　市

工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接工事費      

建築工事        
1   

式
電気設備工事    

1   
式

機械設備工事    
1   

式
計

共通費          

共通仮設費      
1   

式
現場管理費      

1   
式

一般管理費等    
1   

式
計

工事価格        
1   

式
消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％
式

工事費          
1   

式



花　巻　市

工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

建築工事        
1   

式
電気設備工事    

1   
式

機械設備工事    
1   

式
計



花　巻　市

建築工事　種目別内訳 3

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

建築工事        
1   

式
計

電気設備工事  種目別内訳 4

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

電気設備工事    
1   

式
計



花　巻　市

機械設備工事　種目別内訳 5

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

機械設備工事    
1   

式
計



花　巻　市

建築工事　科目別内訳 6
建築工事

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        
1   

式
屋根改修        

1   
式

外壁改修        
1   

式
防水改修        

1   
式

建具改修        
1   

式
階段室改修      

1   
式

内部改修        
1   

式
発生材処理      

1   
式

計

電気設備工事  科目別内訳 7
電気設備工事

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

電灯設備        
1   

式
計



花　巻　市

機械設備工事　科目別内訳 8
機械設備工事

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

換気設備        
1   

式
衛生器具設備    

1   
式

給水設備        
1   

式
排水設備        

1   
式

給湯設備        
1   

式
ガス設備        

1   
式

撤去工事        
1   

式
発生材処理      

1   
式

計



花　巻　市

建築工事　中科目別内訳 9
建築工事

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考
直接仮設        

1   
式

計

屋根改修        修繕(屋根塗替)  
1   

式
計

外壁改修        修繕(外壁)      
1   

式
外壁改修        改繕            

1   
式

外壁改修        補修            
1   

式
計

防水改修        修繕            
1   

式
計

建具改修        改繕(撤去)      
1   

式
建具改修        改繕(新設)      

1   
式

建具改修        修繕(塗替)      
1   

式
計

階段室改修      修繕(塗替)      
1   

式

建築工事  中科目別内訳 10
建築工事

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　  　　　考
計

内部改修        撤去            
1   

式
内部改修        修繕            

1   
式

内部改修        改繕・修繕      
1   

式
計

発生材処理      発生材積込み・運搬
1   

式
発生材処理      発生材処理      

1   
式

発生材処理      産廃税          
1   

式
計



花　巻　市

電気設備工事　中科目別内訳 11
電気設備工事

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考
電灯設備        住戸内          

1   
式

電灯設備        共用            
1   

式
電灯設備        撤去工事        

1   
式

電灯設備        発生材処分費    
1   

式
計

機械設備工事  中科目別内訳 12
機械設備工事

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　  　　　考
換気設備        機器設備        

1   
式

換気設備        ダクト設備      
1   

式
計

衛生器具設備    衛生器具設備    
1   

式
計

給水設備        屋外            
1   

式
給水設備        屋内            

1   
式

計

排水設備        屋外            
1   

式
排水設備        屋内            

1   
式

計

給湯設備        
1   

式
計

ガス設備        
1   

式
計



花　巻　市

機械設備工事　中科目別内訳 13
機械設備工事

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考
撤去工事        換気設備        

1   
式

撤去工事        衛生器具設備    
1   

式
撤去工事        給水設備        

1   
式

撤去工事        排水設備        
1   

式
撤去工事        ガス設備        

1   
式

計

発生材処理      発生材処理      
1   

式
計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 14
建築工事 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

枠組本足場      建枠 900×1700    布枠500+240   別紙 00-0001
(手すり先行方式) 12m未満                         1   

安全手すり 枠組本足場用共       式
災害防止        (ﾈｯﾄ状塗装飛散防止養生シート)   別紙 00-0002

養生防護棚                      1   
式

屋根足場        単管足場                        別紙 00-0003
1   

式
外部廻り養生等  開口部養生 後片付け             別紙 00-0004

1   
式

内部足場        階段仕上足場  脚立足場等        別紙 00-0005
1   

式
養生・跡片付    別紙 00-0006

1   
式

仮設材運搬      別紙 00-0007
1   

式
計

建築工事  細目別内訳 15
建築工事 屋根改修 修繕(屋根塗替)

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□ 屋根塗替     

塗膜剥離（施工） 水洗い工法  (ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ)          
225   

㎡
下地調整        亜鉛めっき鋼面                  
改修仕様        RB種(塗替え面)                  225   

㎡
錆止め塗料塗り  亜鉛めっき鋼面(屋内外)          
改修仕様        工程B種    塗料A種              225   

現場1回塗り 下地別途(塗替え面)  ㎡
ウレタン樹脂塗装 下塗:エポキシ樹脂塗料(錆止め)   
２回塗          上塗:ウレタン樹脂塗料           225   

㎡
落雪防止ネット  W=900  H=100                    

4   
か所

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 16
建築工事 外壁改修 修繕(外壁)

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□ 外壁塗替     

□基礎廻り      

塗膜剥離（施工） ﾓﾙﾀﾙ面 水洗い工法               
(ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ)                      50.2 

㎡
下地調整        ﾓﾙﾀﾙ面                          
改修仕様        RB種(塗替え面)                  50.2 

㎡
吹付下地調整    ｺﾝｸﾘｰﾄ面                        

ｾﾒﾝﾄ系下地調整塗材              50.2 
C-1　吹付け   ｶﾁｵﾝ系            ㎡

複層塗材 E      凸部処理吹付内外装下塗1･基層塗1 
(ｱｸﾘﾙﾀｲﾙ)       模様塗1･凸部処理･上塗2          50.2 

水系 ｳﾚﾀﾝつやあり               ㎡
      小計

□外壁          

塗膜剥離（施工） ｺﾝｸﾘｰﾄ 水洗い工法               
(ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ)                      334   

㎡
下地調整        ｺﾝｸﾘｰﾄ面                        
改修仕様        RB種(塗替え面)                  334   

㎡
吹付下地調整    ｺﾝｸﾘｰﾄ面                        

ｾﾒﾝﾄ系下地調整塗材              334   
C-1　吹付け   ｶﾁｵﾝ系            ㎡

複層塗材 E      凸部処理吹付内外装下塗1･基層塗1 
(ｱｸﾘﾙﾀｲﾙ)       模様塗1･凸部処理･上塗2          334   

水系 ｳﾚﾀﾝつやあり               ㎡
      小計

建築工事  細目別内訳 17
建築工事 外壁改修 修繕(外壁)

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□軒天井塗替    

塗膜剥離（施工） ｺﾝｸﾘｰﾄ 水洗い工法               
(ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ)                      48.5 

㎡
下地調整        ｺﾝｸﾘｰﾄ面                        
改修仕様        RB種(塗替え面)                  48.5 

㎡
吹付下地調整    ｺﾝｸﾘｰﾄ面                        

ｾﾒﾝﾄ系下地調整塗材              48.5 
C-1　吹付け   ｶﾁｵﾝ系            ㎡

複層塗材 E      凸部処理吹付内外装下塗1･基層塗1 
(ｱｸﾘﾙﾀｲﾙ)       模様塗1･凸部処理･上塗2          48.5 

水系 ｳﾚﾀﾝつやあり               ㎡
      小計

□バルコニー笠木 (鋼板笠木面)                    
  塗替          
既存塗膜除去    鉄面･亜鉛めっき面 工程RB種      

2.1 
㎡

下地調整        錆止め塗料用 鉄面               
改修仕様        RB種(塗替え面)                  2.1 

㎡
錆止め塗料塗り  鉄鋼面(屋内外)                  
改修仕様        工程B種    塗料A種              2.1 

現場1回塗り 下地別途(新規面)    ㎡
耐候性塗料(ＤＰ) ポリウレタン樹脂系              

2.1 
㎡

笠木取合い部    シーリング撤去・新設            
変成シリコン(MS2)充填 20x10     20   

ｍ
      小計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 18
建築工事 外壁改修 修繕(外壁)

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□タテ樋塗替    (鋼管)                          

既存塗膜除去    鉄面･亜鉛めっき面 工程RB種      
2.3 

㎡
下地調整        錆止め塗料用 鉄面               
改修仕様        RB種(塗替え面)                  2.3 

㎡
錆止め塗料塗り  鉄鋼面(屋内外)                  
改修仕様        工程B種    塗料A種              2.3 

現場1回塗り 下地別途(新規面)    ㎡
耐候性塗料(ＤＰ) ポリウレタン樹脂系              

2.3 
㎡

      小計

□窓手摺塗替    (鋼管)                          

塗膜剥離（施工） 鉄面･亜鉛ﾒｯｷ面 RB種(3種ｹﾚﾝB)    
-                               15.5 

㎡
下地調整        錆止め塗料用 鉄面               
改修仕様        RB種(塗替え面)                  15.5 

㎡
錆止め塗料塗り  鉄鋼面(屋内外)                  
改修仕様        工程B種    塗料A種              15.5 

現場1回塗り 下地別途(新規面)    ㎡
耐候性塗料(ＤＰ) ポリウレタン樹脂系              

15.5 
㎡

      小計

建築工事  細目別内訳 19
建築工事 外壁改修 修繕(外壁)

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□自転車置場床面

水洗工法        ｺﾝｸﾘｰﾄ･ﾓﾙﾀﾙ面 水洗い工法        
(ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ)                      6.2 

㎡
薄塗りﾓﾙﾀﾙ塗り  金ごて 厚5 既調合品             

6.2 
㎡

      小計

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 20
建築工事 外壁改修 改繕

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□既存撤去       (撤去・処分共)                 

バルコニー手摺撤 W=1750+1750 H=900               
去              バルコニー用スチール手摺(BL製品) 4   

か所
床下換気口撤去  φ200                           

8   
か所

妻側換気口撤去  φ200  外部用ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ           
4   

か所
軒天換気口撤去  φ150                           

18   
か所

物干金物撤去    自在物干金物 W=400 H=780･930    
4   

組
隔てパネル撤去  四方アングル止                  

石綿スレート板 t=5.0            2   
か所

棟番号撤去      ｽﾃﾝﾚｽﾁｬﾝﾈﾙ t=0.8  400x500       
1   

か所
床下・天井裏    カット処理 モルタル塗補修       
通気口撤去φ50  52   

か所
      小計

□改修(新設)    

バルコニー手摺  アルミ製笠木付手摺              
新設            (笠木取付天端:ﾓﾙﾀﾙ補修W=200共)  4   

か所
手摺取付アンカー 引張り強度試験費                

1   
か所

建築工事  細目別内訳 21
建築工事 外壁改修 改繕

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

手摺笠木取合部  シーリング(MS-2)充填            
4   

か所
床下換気口新設  丸型床下換気口φ200   防虫網付  

周囲シーリング充填              8   
か所

軒天換気口新設  φ150   防虫網付                
周囲シーリング充填              18   

か所
妻側換気口新設  φ150  SUS丸型ｼﾞｰｴﾙｶﾞﾗﾘ         

周囲シーリング充填              4   
か所

物干金物新設    自在物干金物 W=400 H=780･930    
4   

組
隔てパネル新設  エースアルミ隔パネル            

ケイカル板t=5.0組込セット       2   
か所

棟番号新設      ｽﾃﾝﾚｽﾁｬﾝﾈﾙ t=0.8  400x500       
1   

か所
      小計

□開口部閉塞    

バランス釜撤去部 無収縮モルタル詰                別紙 00-0008
開口部閉塞      内部 現場発泡ウレタン吹付 t=25  1   

差し金(D13)見下げ面             式
台所換気扇撤去部 無収縮モルタル詰                別紙 00-0009
開口部閉塞      内部 現場発泡ウレタン吹付 t=25  1   

差し金(D10)見下げ面             式
      小計

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 22
建築工事 外壁改修 補修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□クラック等補修

エポキシ樹脂注入 自動式低圧樹脂注入工法          
15   

ｍ
□鉄筋露出部    
　欠損部補修    

爆裂部          錆止塗装のうえ                  
 (鉄筋露出部)   　ポリマーセメントモルタル充填  3   

か所
爆裂部          ポリマーセメントモルタル充填    
 (欠損・剥離面) 4   

か所
      小計

計

建築工事  細目別内訳 23
建築工事 防水改修 修繕

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□小庇塗膜防水  

既存塗膜除去    ｺﾝｸﾘｰﾄ･ﾓﾙﾀﾙ面     工程RB種      
10.4 

㎡
素地ごしらえ    ﾓﾙﾀﾙ面                          

付着物除去                      10.4 
㎡

下地調整        ﾓﾙﾀﾙ面                          
改修仕様        RB種(塗替え面)                  10.4 

㎡
塗膜防水(材工共) X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系   平面   

表面塗装ﾒｰｶｰ標準色              10.4 
㎡

      小計

□小庇軒天井塗替

塗膜剥離（施工） ｺﾝｸﾘｰﾄ 水洗い工法               
(ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ)                      6.1 

㎡
下地調整        ｺﾝｸﾘｰﾄ面                        
改修仕様        RB種(塗替え面)                  6.1 

㎡
吹付下地調整    ｺﾝｸﾘｰﾄ面                        

ｾﾒﾝﾄ系下地調整塗材              6.1 
C-1　吹付け   ｶﾁｵﾝ系            ㎡

複層塗材 E      凸部処理吹付内外装下塗1･基層塗1 
(ｱｸﾘﾙﾀｲﾙ)       模様塗1･凸部処理･上塗2          6.1 

水系 ｳﾚﾀﾝつやあり               ㎡
      小計

□自転車置場屋根
  防水改修      

既存塗膜除去    ｺﾝｸﾘｰﾄ･ﾓﾙﾀﾙ面     工程RB種      
8.8 

㎡
素地ごしらえ    ﾓﾙﾀﾙ面                          

付着物除去                      8.8 
㎡



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 24
建築工事 防水改修 修繕

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

下地調整        ﾓﾙﾀﾙ面                          
改修仕様        RB種(塗替え面)                  8.8 

㎡
塗膜防水(材工共) X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系   平面   

表面塗装ﾒｰｶｰ標準色              8.8 
㎡

      小計

□バルコニー床  
  防水改修      

既存塗膜除去    ｺﾝｸﾘｰﾄ･ﾓﾙﾀﾙ面     工程RB種      
27   

㎡
素地ごしらえ    ﾓﾙﾀﾙ面                          

付着物除去                      27   
㎡

下地調整        ﾓﾙﾀﾙ面                          
改修仕様        RB種(塗替え面)                  27   

㎡
塗膜防水(材工共) X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系          

表面塗装ﾒｰｶｰ標準色　軽歩行用    20.5 
ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ等防水 表面ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ仕上    ㎡

塗膜防水(材工共) X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系   立上り 
表面塗装ﾒｰｶｰ標準色              6.5 

㎡
防水入隅処理    ｺｰﾅｰｷｬﾝﾄ(既製品)                

46.2 
ｍ

      小計

計

建築工事  細目別内訳 25
建築工事 建具改修 改繕(撤去)

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□鋼製建具      (カバー工法建具)                

ｶﾞﾗｽ撤去        集積共                          
2.1 

㎡
ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去      集積共                          

98.8 
ｍ

      小計

アルミ製室内建具 (撤去・処分  ガラス共)          
木製建具撤去    

Ａ-１撤去       引き違い戸(アルミ室内建具)      
W=1530  H=1715                  4   

か所
Ａ-２撤去       引き違い戸(アルミ室内建具)      

W=1730 H=1715                   4   
か所

Ａ-３撤去       引き違い窓(アルミ室内建具)      
W=1530 H=1330                   8   

か所
ＷＤ-１撤去     片開きフラッシュ戸              

W=614  H=1750                   4   
か所

      小計

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 26
建築工事 建具改修 改繕(新設)

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

鋼製建具新設    (カバー工法)                    

ＡＷ-００１     内倒し窓　撤去・処分共          
4   

か所
ＡＷ-002        内倒し窓　撤去・処分共          

4   
か所

複層ガラス      網入型板6.8+A6+型板3            
1.7 

㎡
改修建具取合い部 シーリング充填(変性ｼﾘｺﾝ 10x10)  

15.2 
ｍ

既存建具周囲    シーリング充填(変性ｼﾘｺﾝ 10x10)  
98.8 

ｍ
      小計

樹脂新設        

Ｆ-００１       複層ガラス共                    
4   

か所
Ｆ-００２       複層ガラス共                    

4   
か所

Ｆ-００３       複層ガラス共                    
8   

か所
      小計

建築工事  細目別内訳 27
建築工事 建具改修 改繕(新設)

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

木製建具新設    

ＷＤ-００１     片開き戸                        
4   

か所
      小計

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 28
建築工事 建具改修 修繕(塗替)

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

鋼製建具塗替    

ＳＤ-１         建具枠共                        
(両面塗替)      耐候性塗料ＤＰ (錆止下地)       4   

か所
ﾄﾞｱチャイム撤去 PL取付                          

4   
か所

ドアクローザ新設 (撤去・新設)                    
4   

か所
ＳＤ-２         建具枠共                        
(両面塗替)      耐候性塗料ＤＰ (錆止下地)       4   

か所
ＳＤ-３         建具枠共                        
(片面塗替)      耐候性塗料ＤＰ (錆止下地)       1   

か所

計

建築工事  細目別内訳 29
建築工事 階段室改修 修繕(塗替)

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□腰壁塗替      

階段室壁        (デッキブラシ・付着物除去)      
水洗い工法      25   

㎡
塗膜剥離（施工） 木部           RB種             

-                               25   
㎡

下地調整        ﾓﾙﾀﾙ面                          
改修仕様        RB種(塗替え面)                  25   

㎡
複層塗材 E      ﾓﾙﾀﾙ面  凸部処理 吹付け         

ｱｸﾘﾙ系 水系 つやあり 上塗2回    25   
下地調整費(C-1)共               ㎡

      小計

□壁塗替        

階段室壁        (デッキブラシ・付着物除去)      
水洗い工法      53.8 

㎡
塗膜剥離（施工） ｺﾝｸﾘｰﾄ面      RB種              

-           -                   53.8 
㎡

下地調整        ｺﾝｸﾘｰﾄ面                        
改修仕様        RB種(塗替え面)                  53.8 

㎡
複層塗材 E      ｺﾝｸﾘｰﾄ面  凸部処理 吹付け       

ｱｸﾘﾙ系 水系 つやあり 上塗2回    53.8 
下地調整費(C-1)共               ㎡

      小計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 30
建築工事 階段室改修 修繕(塗替)

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□段裏・天井塗替

水洗い工法      (デッキブラシ・付着物除去)      
(段裏・天井面)  21.7 

㎡
段裏(モルタル面)  RB種                           
既存塗膜除去    10.3 

㎡
下地調整        ﾓﾙﾀﾙ面                          
改修仕様        RB種(塗替え面)                  10.3 

㎡
天井面(ｺﾝｸﾘｰﾄ面)  RB種                           
既存塗膜除去    11.4 

㎡
下地調整        ｺﾝｸﾘｰﾄ面                        
改修仕様        RB種(塗替え面)                  11.4 

㎡
段裏・天井面    ｺﾝｸﾘｰﾄ面  砂壁状 吹付け         
可とう形        下地調整費(C-1)共               21.7 
外装薄塗材 E    ㎡
      小計

□手摺笠木塗替  

既存塗膜除去    木部･ﾎﾞｰﾄﾞ面      工程RB種      
1   

㎡
下地調整        木部                            
改修仕様        RB種(塗替え面)                  1   

㎡
ポリウレタン塗装

1   
㎡

      小計

階段手摺新設    木目調 φ34                     
8.8 

ｍ
      小計

建築工事  細目別内訳 31
建築工事 階段室改修 修繕(塗替)

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 32
建築工事 内部改修 撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□ 床仕上げ撤去 

床・縁甲板      集積共                          
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ撤去     79.1 

㎡
床下地板撤去    集積共                          

39.5 
㎡

１階床下断熱材  ポリエチレンフォームt=25        
撤去            (集積共)                        39.5 

㎡
２階アジャスター (集積共)                        
フロアー撤去    7   

㎡
床ﾏﾝﾎｰﾙ･点検口  集積共                          
撤去            2   

か所
      小計

□壁仕上げ撤去  

既存塗膜除去    木部･ﾎﾞｰﾄﾞ面      工程RB種      
45.7 

㎡
壁合板･ﾎﾞｰﾄﾞ撤去 一重張り 一般 (巾木共) 集積共   

66.9 
㎡

間仕切り壁撤去  (浴室間仕切り壁)                
(ﾎﾞｰﾄﾞ別途) 集積共              12   

㎡
木胴縁組撤去    (トイレPS壁)                    

(ﾎﾞｰﾄﾞ別途) 集積共              4.4 
㎡

流し台バック    間仕切壁下地(ﾎﾞｰﾄﾞ別途) 集積共  
フカシ壁撤去    16.6 

㎡
      小計

建築工事  細目別内訳 33
建築工事 内部改修 撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□天井仕上げ撤去

天井下地撤去    集積共                          
13.9 

㎡
天井合板･ﾎﾞｰﾄﾞ  一重張り 一般                   
撤去            集積共                          13.9 

㎡
天井合板･ﾎﾞｰﾄﾞ  二重張り 一般                   
撤去            集積共                          6.7 

㎡
      小計

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 34
建築工事 内部改修 修繕

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□床仕上げ新設  

天然木化粧複合  B種下張必要 厚12   なら         
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ張り 79.1 

㎡
床 下地合板張り ﾗﾜﾝⅠ類   厚さ12                

一般用            F☆☆☆☆     39.5 
㎡

根太フォーム    ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ　t=45               
39.5 

㎡
フリーフロアー新 (パーティクルボード共)          
設              7   

㎡
隅根太組        

20.9 
ｍ

床根太組補修    根太105x45 @450 米松 特１等     別紙 00-0010
(脱衣室・トイレ) 防腐･防蟻剤塗り                 1   

式
床根太組補修    45x66 @450 @450 米松 特１等     別紙 00-0011
(DK)            防腐･防蟻剤塗り                 1   

式
床点検口        屋内用   一般型貼物用 ｱﾙﾐ製枠   

ｽﾃﾝﾚｽ目地 鍵無  450角           4   
か所

      小計

□ 壁仕上げ新設 

木製巾木新設    既製品 H=60                     
82.4 

ｍ
天然木化粧プリン t=4.0                           
ト合板          33.3 

㎡
壁              厚12.5   不燃                   
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 突付け        19   
張り(GB-R)      -             -                 ㎡
壁　ｼｰｼﾞﾝｸﾞ     厚12.5   不燃                   
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 下地張り      11.8 
張り(GB-S)      -             -                 ㎡

建築工事  細目別内訳 35
建築工事 内部改修 修繕

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

DKキッチンボード t=3.0                           
10.1 

㎡
キッチンボード  塩ビ製 L=2.300                  
取合部 見切り縁 外壁面  パネル取合い面          8   

本
      小計

□ 壁塗替え面   

下地調整        ﾎﾞｰﾄﾞ面                         
改修仕様        RB種(塗替え面)                  45.7 

㎡
ＥＰ塗り        ﾎﾞｰﾄﾞ面          工程B種(一般)  
改修仕様        下地調整RB種(塗替え面)          45.7 

㎡
素地ごしらえ    ﾎﾞｰﾄﾞ面                         

工程B種                         19   
㎡

ＥＰ塗り        ﾎﾞｰﾄﾞ面          工程B種(一般)  
素地B種                         19   

㎡
      小計

浴室間仕切り壁  柱60x60 間柱 60x35              
新設            11.4 

㎡
トイレ胴縁補修  45x35 @450                      

4.4 
㎡

流し台バック    柱60x60 間柱 60x35              
フカシ壁新設    16.6 

㎡
      小計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 36
建築工事 内部改修 修繕

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□ 天井仕上新設 

木野縁組新設    吊り木@900                      
13.9 

㎡
天井　化粧      厚 9.5   準不燃 ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ         
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   突付け                          13.9 
張り(GB-D)      ㎡
天井　ﾛｯｸｳｰﾙ    ﾌﾗｯﾄ内部用 厚 9    不燃         
化粧吸音板張り  下張GB-NC     厚 9.5共          6.7 
(DR)            ㎡
天井廻縁        塩化ﾋﾞﾆﾙ製                      

52.9 
ｍ

      小計

トイレ内棚塗替  塗膜除去 SOP塗装                
4   

か所
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ         ｽﾃﾝﾚｽ ｼﾝｸﾞﾙ 木面取付            

C型ﾚｰﾙ　付属品共                9   
ｍ

      小計

計

建築工事  細目別内訳 37
建築工事 内部改修 改繕・修繕

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□既存撤去      (撤去・処分共)                  

洗濯パン撤去    
4   

か所
洗面台撤去      W=500                           

4   
か所

ユニットバス撤去 1216型 バランス釜・浴槽共       
4   

か所
キッチンセット  流し台・コンロ台・吊戸棚・フード
撤去            袖パネル                        4   

か所
      小計

□ 改修新設     

洗面台          W=500  寒冷地仕様               
4   

か所
ユニットバス新設 1216型  寒冷地仕様              

風呂蓋・手摺付                  4   
か所

ユニットバス    建具枠(四方) 樹脂製建具枠       
出入口          21.6 

ｍ
キッチンセット新 W=1800　H=2300                  
設              4   

台
トイレI型手摺   L=600                           

4   
か所

      小計

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 38
建築工事 発生材処理 発生材積込み・運搬

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□発生材積込・運
搬              

発生材積込・運搬 木材類                          
2.3 

ｍ3
発生材積込・運搬 ボード類                        

0.5 
ｍ3

発生材積込・運搬 ガラス・陶器類                  
0.1 

ｍ3
発生材積込      廃プラ類                        

1   
ｍ3

計

建築工事  細目別内訳 39
建築工事 発生材処理 発生材処理

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

□発生材処分    

発生材処分      木材類                          
1.1 

ｔ
発生材処分      ボード類                        

0.4 
ｔ

発生材処分      ガラス・陶器類                  
0.1 

ｔ
発生材処分      廃プラ類                        

0.1 
ｔ

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 40
建築工事 発生材処理 産廃税

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

産廃税          
0.5 

ｔ
計

電気設備工事  細目別内訳 41
電気設備工事 電灯設備 住戸内

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           
電線管 (PF単層) 16   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 22㎜           
電線管 (PF単層) 4   

ｍ
硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管  露出配管         16㎜           
(VE)            25   

ｍ
硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管  露出配管         22㎜           
(VE)            40   

ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C 管内                  
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 20   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 2C FEP内(PF･CD)          
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 5   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 2C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 28   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 6   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 42   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
EM-AEｹｰﾌﾞﾙ      0.9 ㎜-   2C                    

管内                            38   
ｍ

EM-AEｹｰﾌﾞﾙ      0.9 ㎜-   2C                    
FEP内(PF･CD)                    11   

ｍ
EM-AEｹｰﾌﾞﾙ      0.9 ㎜-   2C                    

ﾋﾟｯﾄ・天井                      36   
ｍ

600V VCTｹｰﾌﾞﾙ   0.75mm2-  2C 管 内              
40   

ｍ
600V VCTｹｰﾌﾞﾙ   0.75mm2-  2C FEP内              

6   
ｍ

600V VCTｹｰﾌﾞﾙ   0.75mm2-  2C ﾋﾟｯﾄ・天井         
5   

ｍ
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電気設備工事　細目別内訳 42
電気設備工事 電灯設備 住戸内

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

合成樹脂製      埋込 1個用                      
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ付 40   
)               個
合成樹脂製      埋込 2個用                      
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ付 8   
)               個
樹脂製           22 1個用1方出                  
露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ   8   

個
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ SS-V形  200×  200×  100              
防水(硬質ﾋﾞﾆﾙ製) 4   

個
ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ(F用) 透明(大)                        

4   
個

引掛ｼｰﾘﾝｸﾞ      埋込ﾛｰｾﾞｯﾄ   ｺﾝｾﾝﾄ付 耳付       
16   

個
ワイドﾊﾝﾄﾞﾙ形ス 1P H 15A X1                     
イッチ（樹脂ﾌﾟﾚｰ 12   
ﾄ付）ネーム付   個
ワイドﾊﾝﾄﾞﾙ形ス 1P H 15A X11＋１PHL15AX1        
イッチ（樹脂ﾌﾟﾚｰ 4   
ﾄ付）ネーム付   個
ワイドﾊﾝﾄﾞﾙ形ス 3WH 15A X1                      
イッチ（樹脂ﾌﾟﾚｰ 8   
ﾄ付）ネーム付   個
ワイドﾊﾝﾄﾞﾙ形ｽｲｯ 1P H 15AX1＋ET付2P15AX1         
ﾁ樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ付）ネ 4   
ーム付          個
ワイドﾊﾝﾄﾞﾙ形ス 24H換気スイッチ                 
イッチ（樹脂ﾌﾟﾚｰ 4   
ﾄ付）ネーム付   個
ワイドコンセント 2P15AX2                         
(樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ付)   32   

個
ワイドコンセント ET付2P15AX1                     
(樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ付)   4   

個
ワイドコンセント ET付2P15AX2                     
(樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ付)   12   

個
ｺﾝｾﾝﾄ（露出)    2P15A (F用)   125V              

8   
個

電気設備工事  細目別内訳 43
電気設備工事 電灯設備 住戸内

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ｺﾝｾﾝﾄ           2P15A×3(防水形ET･E付屋根式)    
(樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ付)   125V                            4   

個
防雨入線ｶﾊﾞｰ    

4   
個

直列ﾕﾆｯﾄ        CS-  7F- 7W                     
(樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ)     4   

個
直列ﾕﾆｯﾄ        CS-  7F- RW                     
(樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ)     4   

個
電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ    ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ(RJ11) ×1           
(樹脂製)        4   

個
ﾁｬｲﾑ            2打点 -          AC100V         

4   
個

押ﾎﾞﾀﾝ          埋込   樹脂ﾌﾟﾚｰﾄ AC300V10A      
4   

個
照明器具        図示記号　A                     

4   
個

照明器具        図示記号　B                     
8   

個
照明器具        図示記号　C                     

8   
個

照明器具        図示記号　D                     
4   

個
金属短管貫通処理 (25)                            
(壁・床共用)    4   

か所
風呂ﾘﾓｺﾝ取付    

4   
台

給湯メインﾘﾓｺﾝ取
付              4   

台
浴室照明器具結線

4   
台
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電気設備工事　細目別内訳 44
電気設備工事 電灯設備 住戸内

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

計

電気設備工事  細目別内訳 45
電気設備工事 電灯設備 共用

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 1.6㎜                           
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 56   

ｍ
600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 2.0㎜                           
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 54   

ｍ
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形1P15A×1,3W15A×1         
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               1   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形3W15A×1                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               2   

個
照明器具        図示E                           

3   
台

照明器具        図示F                           
1   

台
照明器具        図示G                           

2   
台

計
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電気設備工事　細目別内訳 46
電気設備工事 電灯設備 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管   (VE16,HIVE16) 再使用しない     
撤去            22   

ｍ
引掛シーリング撤 引掛ローゼット丸型引掛シーリング
去              （ミミ付）(吊下型白熱灯含）     16   

再利用しない                    個
白熱灯器具      埋込灯       再使用しない       
撤去            8   

個
白熱灯器具      ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ    再使用しない       
撤去            12   

個
蛍光灯器具      露出形     FL 20W  ×1          
撤去            再使用しない                    4   

個
蛍光灯器具      露出形     FL 10W  ×1          
撤去            再使用しない                    4   

個
コンセント撤去  2P15AX2                         

　再利用しない                  32   
個

コンセント撤去  ET付2P15AX1                     
　再利用しない                  4   

個
コンセント撤去  ET付2P15AX2                     

　再利用しない                  8   
個

コンセント撤去  E付2P15AX1                      
　再利用しない                  8   

個
コンセント撤去  防水ｺﾝｾﾝﾄ2P15AX2                

　　再利用しない                8   
個

ｽｲｯﾁｺﾝｾﾝﾄ撤去   1P15AX1＋ET付2P15AX1            
　　再利用しない                4   

個
スイッチ撤去    1P15AX1                         

　　再利用しない                4   
個

スイッチ撤去    1P15AX2                         
　　再利用しない                4   

個
スイッチ撤去    1P15AX2＋PLX1                   

　　再利用しない                8   
個

電気設備工事  細目別内訳 47
電気設備工事 電灯設備 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

スイッチ撤去    3W15AX1                         
　　再利用しない                8   

個
直列ﾕﾆｯﾄ撤去    （1F端末用）                    

　　再利用しない                4   
個

直列ﾕﾆｯﾄ撤去    （2F中間用）                    
　　再利用しない                4   

個
モジュラージャッ （TEL用）                       
ク撤去          　　再利用しない                4   

個
ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚｰﾄ撤去  （2個用）ブランク               

　　再利用しない                4   
か所

プルボックス撤去 100X100X50（VE）                
　　再利用しない                4   

個
位置ﾎﾞｯｸｽ　撤去 再使用しない                    

36   
個

位置ﾎﾞｯｸｽ　撤去 再使用しない                    
8   

個
【共用分】      

600V絶縁電線    1.6㎜  × 1本 再使用しない      
撤去            56   

ｍ
600V絶縁電線    2.0㎜  × 1本 再使用しない      
撤去            54   

ｍ
スイッチ撤去    1P15A×1,3W15A×1               

再使用しない                    1   
個

スイッチ撤去    3W15AX1                         
　　再利用しない                2   

個
照明器具        図示E                           
撤去            3   

個
照明器具        図示F                           
撤去            1   

個
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電気設備工事 電灯設備 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

照明器具        図示G                           
撤去            2   

個
計

電気設備工事  細目別内訳 49
電気設備工事 電灯設備 発生材処分費

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材運搬      別紙 00-0014
1   

式
発生材処理料    別紙 00-0015

1   
式

産廃税          
0.04

ｔ
計
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機械設備工事 換気設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

天井換気扇      低騒音型　ﾀﾞｸﾄφ100ｘ70m3/h     
CF-1            　24Hｽｲｯﾁ共                     4   

SUS製深形ﾌｰﾄﾞφ100　ｶﾞﾗﾘ付      台
自然給気ﾕﾆｯﾄ    ｲﾝﾃﾘｱﾊﾟﾈﾙ・壁取付型             
OA-1            φ150                           12   

SUS製深形ﾌｰﾄﾞφ150　防虫網付    個
深形ﾌｰﾄﾞ        SUS製 ｷﾞｬﾗﾘ付        150φ      

4   
組

深形ﾌｰﾄﾞ        SUS製 ｷﾞｬﾗﾘ付        100φ      
4   

組
計

機械設備工事  細目別内訳 51
機械設備工事 換気設備 ダクト設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ      ｲﾝｻｰﾄ有 150㎜                   
(低圧ﾀﾞｸﾄ)      5   

ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ      ｲﾝｻｰﾄ有 100㎜                   
(低圧ﾀﾞｸﾄ)      10   

ｍ
鉄フレキダクト  φ150                           

4   
本

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ     保温 無 100㎜                   
8   

本
保温工事        別紙 00-0016

1   
式

はつり補修工事  別紙 00-0017
1   

式
計
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機械設備工事 衛生器具設備 衛生器具設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

洋風大便器      ﾛｰﾀﾝｸ（手洗付）、暖房便座、     
紙巻器                          4   

組
洗濯機用ﾊﾟﾝ     PWP740N2W  PJ2009NW             

4   
個

洗濯機用ﾎｰﾑ水栓 
4   

個
計

機械設備工事  細目別内訳 53
機械設備工事 給水設備 屋外

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 軟質管・金属製継手接合          
改修            地中配管       20A              3   

ｍ
給水・ﾎﾟﾘ粉体   ねじ接合        地中配管        
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       20A                            6   
(SGP-PD)改修    ｍ
給水・ﾎﾟﾘ粉体   ねじ接合        屋外架空・暗渠  
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       20A                            3   
(SGP-PB)改修    ｍ
ﾒｰﾀｰBOX据付     

4   
個

量水器　取付     20A                            
4   

個
ﾒｰﾀｰﾕﾆｯﾄ        20A　中部水道仕様               

4   
台

湯水抜栓        20A×0.8H                       
2   

個
水抜栓          一般形       20A 0.8m           

2   
個

電動水抜栓駆動部 13～25A                         
4   

個
ﾌﾞﾚｰﾄﾞﾌﾚｷ       20A                             

4   
本

青銅玉形弁      10K(ねじ)  20A                  
4   

個
吸気弁付止水栓  ｽﾄﾚｰﾄ型20A                      

4   
個

水道凍結防止器  AC100V　2m ｻｰﾓ付 自己温度制御型 
保温ﾃｰﾌﾟ共                      2   

本
保温工事        別紙 00-0018

1   
式

埋設標識ﾃｰﾌﾟ    150幅                           
3   

ｍ
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機械設備工事 給水設備 屋外

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

土工事          別紙 00-0019
1   

式
計

機械設備工事  細目別内訳 55
機械設備工事 給水設備 屋内

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

給水・ﾎﾟﾘ粉体   ねじ接合        屋内一般        
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       20A                            8   
(SGP-PD)改修    ｍ
給水・ﾎﾟﾘ粉体   ねじ接合        屋内一般        
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       20A                            18   
(SGP-PB)改修    ｍ
給水ﾍｯﾀﾞｰ５P    保温付、支持金具含む            

4   
個

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管   φ13　給水用　保温厚20mm        
59   

ｍ
架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継 給水系統分                      
手              1   

式
吸気弁付止水栓  ｽﾄﾚｰﾄ型13A                      

12   
個

吸気弁          洗濯機用　13A                   
4   

個
吸気弁          浴室部系統用　13A               

4   
個

電動水抜栓操作盤 駆動部1台用                     
2   

個
電動水抜栓操作盤 駆動部2台用（給湯対応ﾀｲﾌﾟ）     

2   
個

水道凍結防止器  AC100V　5m ｻｰﾓ付 自己温度制御型 
保温ﾃｰﾌﾟ共                      4   

本
保温工事        別紙 00-0021

1   
式

建物穴開け補修費 別紙 00-0022
1   

式
計
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機械設備工事　細目別内訳 56
機械設備工事 排水設備 屋外

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

排水・硬質ﾎﾟﾘ   地中配管        75A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      13   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   地中配管        65A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      13   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   地中配管        50A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      7   
(VP)改修        ｍ
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     

90Y､45Y､45YS 塩ﾋﾞふた付         1   
501～800                        組

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
90Y､45Y､45YS 塩ﾋﾞふた付         1   
801～1200                       組

土工事          別紙 00-0023
1   

式
計

機械設備工事  細目別内訳 57
機械設備工事 排水設備 屋内

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        75A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      30   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        65A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      5   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        50A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      13   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        40A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      2   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ塩 屋内一般        75A             
化ﾋﾞﾆﾙ耐火二層管 12   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ塩 屋内一般        65A             
化ﾋﾞﾆﾙ耐火二層管 12   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ塩 屋内一般        50A             
化ﾋﾞﾆﾙ耐火二層管 16   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ塩 屋内一般        40A             
化ﾋﾞﾆﾙ耐火二層管 3   
(VP)改修        ｍ
床下掃除口      CO  75                          

8   
個

床下掃除口      CO  65A                         
4   

個
床上掃除口      COA  75                         
(非防水形)      2   

個
床上掃除口      COA  65A                        
(非防水形)      2   

個
ﾐﾆﾄﾞﾙｺﾞ         32A                             

4   
個

建物穴開け補修費 別紙 00-0024
1   

式
計



花　巻　市

機械設備工事　細目別内訳 58
機械設備工事 給湯設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

給湯・耐熱性硬質 ねじ接合        屋内一般        
塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管   20A                            7   
(管端防食)改修  ｍ
給湯・耐熱性硬質 ねじ接合        屋外架空・暗渠  
塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管   20A                            14   
(管端防食)改修  ｍ
給湯・耐熱性硬質 ねじ接合　　　　地中配管        
塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管  20A                             9   
(管端防食)改修  ｍ
給湯・耐熱性硬質 ねじ接合　　　　地中配管        
塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管  15A                             4   
(管端防食)改修  ｍ
給湯ﾍｯﾀﾞｰ３P    保温付、支持金具含む            

4   
個

保温付架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚ φ13　給湯用　保温厚20          
ﾝ管             49   

ｍ
架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継 給湯系統分                      
手              1   

式
追焚配管        架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　10φペア         

保温付　5mm                     22   
ｍ

循環金具        
4   

個
湯抜栓          BH-D　20                        

2   
個

電動水抜栓駆動部 BH用　13～25A                   
2   

個
ガス給湯機      20号・屋外壁掛・温調ﾀｲﾌﾟ・追炊付
WHG             ﾒｲﾝﾘﾓｺﾝ・風呂ﾘﾓｺﾝ・ﾘﾓｺﾝｺｰﾄﾞ・配 4   

管ｶﾊﾞｰ450L・ﾍ他                 台
ﾌﾞﾚｰﾄﾞﾌﾚｷ       20A                             

4   
本

小型ボール弁    追焚管湯抜き用　13A             
10φ接続用継手含む              8   

個
吸気弁付止水栓  ｽﾄﾚｰﾄ型20A                      

4   
個

機械設備工事  細目別内訳 59
機械設備工事 給湯設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

吸気弁付止水栓  ｽﾄﾚｰﾄ型13A                      
8   

個
吸気弁          浴室部系統用　13A               

4   
個

水道凍結防止器  AC100V　5m ｻｰﾓ付 自己温度制御型 
保温ﾃｰﾌﾟ共                      2   

本
水道凍結防止器  AC100V　6m ｻｰﾓ付 自己温度制御型 

保温ﾃｰﾌﾟ共                      2   
本

水道凍結防止器  AC100V　8m ｻｰﾓ付 自己温度制御型 
保温ﾃｰﾌﾟ共                      4   

本
凍結防止ﾋｰﾀｰ用  3口用                           
節電ｻｰﾓ         2   

個
凍結防止ﾋｰﾀｰ用  2口用                           
節電ｻｰﾓ         4   

個
保温工事        別紙 00-0025

1   
式

配管塗装工事    給湯ﾄﾞﾚﾝ配管露出部分            別紙 00-0026
1   

式
配管防食工事    別紙 00-0027

1   
式

建物穴開け補修費 別紙 00-0028
1   

式
浸透枡          MHB-300HP-1M                    

2   
か所

土工事          別紙 00-0029
1   

式
計



花　巻　市

機械設備工事　細目別内訳 60
機械設備工事 ガス設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 屋内一般       25A              
被覆鋼管(一層)  9   

ｍ
ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 屋内一般       20A              
被覆鋼管(一層)  10   

ｍ
ｶﾞｽｽﾃﾝﾚｽ製ﾌﾚｷｼﾌﾞ 15A                             
ﾙ管             41   

ｍ
ｶﾞｽｽﾃﾝﾚｽ製ﾌﾚｷｼﾌﾞ 片ねじソケット　15A             
ﾙ管継手         4   

個
ｶﾞｽｽﾃﾝﾚｽ製ﾌﾚｷｼﾌﾞ 片ねじエルボ　15A               
ﾙ管継手         4   

個
ｶﾞｽﾊﾞﾙﾌﾞ        25A　（ﾄﾞﾚﾝ及び1次側）          

4   
個

ｶﾞｽｺｯｸ          ｻｰﾋﾞｽｺｯｸ        25A             
4   

個
ｶﾞｽｺｯｸ          I型可とう管ｺｯｸ  15A             

4   
個

LPｶﾞｽ用可とう管  15A  200L                      
4   

本
ｶﾞｽ栓           9.5φLA二口ﾋｭｰｽﾞｺｯｸ             

4   
個

建物穴開け補修費 別紙 00-0030
1   

式
計

機械設備工事  細目別内訳 61
機械設備工事 撤去工事 換気設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ﾊﾟｲﾌﾟ用ﾌｧﾝ撤去  100φ                           
8   

台
天井換気扇撤去  150φ                           

4   
台

ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ撤去   再使用しない                    
12   

個
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ(低圧､ 150㎜  再使用しない             
高圧1､2ﾀﾞｸﾄ)    4   
撤去            ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ(低圧､ 100㎜  再使用しない             
高圧1､2ﾀﾞｸﾄ)    13   
撤去            ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温  ﾛｯｸｳｰﾙ･ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                  
撤去(32K)       屋内隠ぺい,ﾀﾞｸﾄｼｬﾌﾄ内           4   

ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ          再使用しない ㎡
計



花　巻　市

機械設備工事　細目別内訳 62
機械設備工事 撤去工事 衛生器具設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

大便器撤去      ﾀﾝｸ式             再使用しない  
4   

組
計

機械設備工事  細目別内訳 63
機械設備工事 撤去工事 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ 地中配管　20                    
管（VP）撤去    9   

ｍ
ﾒｰﾀｰBOX　撤去   再使用                          

4   
個

量水器　撤去    20　再使用                      
4   

個
水抜栓　撤去    BH-S　20A-1.0H                  

10   
個

水抜栓　撤去    MT　20A-0.6H                    
2   

個
遠隔開閉器　撤去 RM                              

10   
個

遠隔開閉器　撤去 UM                              
2   

個
ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼 屋内一般　20A                   
管（地中分）    35   
撤去            ｍ
水道用亜鉛ﾒｯｷ鋼 屋内一般　20A                   
管撤去          100   

ｍ
水道用亜鉛ﾒｯｷ鋼 屋内一般　20A                   
管撤去          3   

ｍ
水道用亜鉛ﾒｯｷ鋼 地中配管　20A                   
管撤去          2   

ｍ
浸透桝撤去      HP300-1M　MHB                   

2   
個

給水管 保温撤去 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 100   
 20A 再使用しない               ｍ

点検口蓋既存配管 物置部分                        
開口部分加工補修 塗装仕上げ含む                  2   

か所
土工事          別紙 00-0033

1   
式



花　巻　市

機械設備工事　細目別内訳 64
機械設備工事 撤去工事 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

計

機械設備工事  細目別内訳 65
機械設備工事 撤去工事 排水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

排水用塩ビﾗｲﾆﾝｸﾞ 屋内一般　100A                  
鋼管撤去        37   

ｍ
配管用炭素鋼鋼管 屋内一般　65A                   
（白）撤去      54   

ｍ
配管用炭素鋼鋼管 屋内一般　50A                   
（白）撤去      40   

ｍ
配管用炭素鋼鋼管 屋内一般　40A                   
（白）撤去      6   

ｍ
通気・配管用炭素 屋内一般　65A                   
鋼鋼管（白）撤去 12   

ｍ
通気・配管用炭素 屋内一般　50A                   
鋼鋼管（白）撤去 26   

ｍ
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝　撤去 150-100　45L　501～800ｈ        

1   
組

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝　撤去 150-100　45L　801～1200ｈ       
1   

組
排水管保温撤去  別紙 00-0034

1   
式

梁貫通部撤去跡  排水・通気管撤去跡              
ﾓﾙﾀﾙ補修        1   

式
土工事          別紙 00-0035

1   
式

計



花　巻　市

機械設備工事　細目別内訳 66
機械設備工事 撤去工事 ガス設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

配管用炭素鋼鋼管 屋外架空　25A                   
（白）撤去      7   

ｍ
配管用炭素鋼鋼管 屋外架空　20A                   
（白）撤去      9   

ｍ
配管用炭素鋼鋼管 屋内一般　20A                   
（白）撤去      89   

ｍ
梁貫通部撤去跡  ガス配管撤去跡                  
ﾓﾙﾀﾙ補修        1   

式
計

機械設備工事  細目別内訳 67
機械設備工事 発生材処理 発生材処理

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材積込・運搬 別紙 00-0036
1   

式
発生材処分費    別紙 00-0037

1   
式

産業廃棄物税    
0.43

ｔ
計



花　巻　市

建築工事　別紙明細 68
建築工事 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

枠組本足場      建枠 900×1700    布枠500+240   別紙 00-0001
(手すり先行方式) 12m未満                         1   

安全手すり 枠組本足場用共       式
枠組本足場      建枠 900×1700    布枠500+240   
(手すり先行方式) 基本料 修理費含む               438   

12m未満 -      -                ㎡
枠組本足場      建枠 900×1700    布枠500+240   
(手すり先行方式) 掛払い手間                      438   

12m未満 -      -                ㎡
枠組本足場      建枠 900×1700    布枠500+240   
(手すり先行方式) 供用1日賃料 修理費含む          438   

12m未満 －     －               ㎡
      小計

安全手すり      枠組本足場用                    
(手すり先行方式) 基本料 修理費含む               64   

-                               ｍ
安全手すり      枠組本足場用                    
(手すり先行方式) 掛払い手間                      64   

-                               ｍ
安全手すり      枠組本足場用                    
(手すり先行方式) 供用1日賃料 修理費含む          64   

－                              ｍ
      小計

計

建築工事　別紙明細 69
建築工事 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

災害防止        (ﾈｯﾄ状塗装飛散防止養生シート)   別紙 00-0002
養生防護棚                      1   

式
災害防止        防炎1類 60日                    
(ﾈｯﾄ状塗装飛散防 438   
止養生シート)   ㎡
災害防止(ﾈｯﾄ状塗 防炎1類                         
装飛散防止養生シ 438   
ート.掛払い)    ㎡
災害防止(ﾈｯﾄ状塗 防炎1類                         
装飛散防止養生シ 438   
ート.日額損料)  ㎡
      小計

養生防護棚      枠組本足場用                    
(直線部)        基本料 修理費含む       -       2   

-                               ｍ
養生防護棚      枠組本足場用                    
(直線部)        掛払い手間              -       2   

-                               ｍ
養生防護棚      枠組本足場用                    
(直線部)        供用1日賃料 修理費含む  －      2   

－                              ｍ
      小計

計



花　巻　市

建築工事　別紙明細 70
建築工事 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

屋根足場        単管足場                        別紙 00-0003
1   

式
単管本足場      基本料 修理費含む      10m未満  

-                               49.4 
㎡

単管本足場      掛払い手間             10m未満  
-                               49.4 

㎡
単管本足場      供用1日賃料 修理費含む 10m未満  

－                              49.4 
㎡

計

外部廻り養生等  開口部養生 後片付け             別紙 00-0004
1   

式
開口部養生      専用シート  周囲 ビニルテープ   

45.7 
㎡

整理清掃後片付け
(外壁改修)      75   

㎡
計

建築工事　別紙明細 71
建築工事 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

内部足場        階段仕上足場  脚立足場等        別紙 00-0005
1   

式
内部階段仕上足場 基本料 修理費含む               

26   
㎡

内部階段仕上足場 掛払い手間                      
26   

㎡
内部階段仕上足場 供用1日賃料 修理費含む          

26   
㎡

      小計

内部仕上足場    階高4.0m以下                    
(改修)          脚立足場   一般                 92   

-                               ㎡
      小計

計



花　巻　市

建築工事　別紙明細 72
建築工事 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

養生・跡片付    別紙 00-0006
1   

式
養生(階段室改修) 塗装塗替え程度                  

26   
㎡

養生(内部改修)  複合改修                        
92   

㎡
養生(内部改修)  搬出入路部分                    

39.6 
㎡

      小計

整理清掃後片付け 塗装塗替え程度                  
(階段室改修)    26   

㎡
整理清掃後片付け 複合改修                        
(内部改修)      92   

㎡
整理清掃後片付け 搬出入路部分                    
(内部改修)      39.6 

㎡
      小計

計

建築工事　別紙明細 73
建築工事 直接仮設

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

仮設材運搬      別紙 00-0007
1   

式
仮設材運搬      建枠幅900(二枚布)               
(枠組本足場)    438   
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬      枠組本足場用(手すり先行方式)    
(安全てすり)    64   

ｍ
仮設材運搬      
(単管一本足場)  49.4 

㎡
仮設材運搬      
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     438   

㎡
仮設材運搬      枠組本足場用                    
(養生防護棚)    2   

ｍ
仮設材運搬      
(内部階段       26   
仕上足場)       ㎡
仮設材運搬      2階建                           
(内部仕上足場   92   
脚立足場)       ㎡

計



花　巻　市

建築工事　別紙明細 74
建築工事 外壁改修 改繕

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

バランス釜撤去部 無収縮モルタル詰                別紙 00-0008
開口部閉塞      内部 現場発泡ウレタン吹付 t=25  1   

差し金(D13)見下げ面             式
無収縮モルタル詰

0.08
ｍ3

無収縮モルタル詰 木製 両面                       
型枠            1.4 

㎡
目あらし        ｺﾝｸﾘｰﾄ面 壁                     

1   
㎡

壁              現場発泡吹付 厚さ25 A種1        
硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ    0.7 
（現場発泡）    ㎡
差し金 D13      (見下げ面)                      

4   
本

計

台所換気扇撤去部 無収縮モルタル詰                別紙 00-0009
開口部閉塞      内部 現場発泡ウレタン吹付 t=25  1   

差し金(D10)見下げ面             式
無収縮モルタル詰

0.02
ｍ3

無収縮モルタル詰 木製 両面                       
型枠            0.5 

㎡
目あらし        ｺﾝｸﾘｰﾄ面 壁                     

0.5 
㎡

壁              現場発泡吹付 厚さ25 A種1        
硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ    0.3 
（現場発泡）    ㎡
差し金 D10      (見下げ面)                      

4   
本

計

建築工事　別紙明細 75
建築工事 内部改修 修繕

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

床根太組補修    根太105x45 @450 米松 特１等     別紙 00-0010
(脱衣室・トイレ) 防腐･防蟻剤塗り                 1   

式
床根太組補修    根太105x45 @450 米松 特１等     
(脱衣室・トイレ) 0.1 

ｍ3
くぎ金物        

2.1 
㎏

施工手間        
7   

㎡
防腐･防蟻剤塗り 

5   
㎡

計

床根太組補修    45x66 @450 @450 米松 特１等     別紙 00-0011
(DK)            防腐･防蟻剤塗り                 1   

式
床根太組補修    45x66 @450 @450 米松 特１等     
(DK)            0.14

ｍ3
くぎ金物        

4.5 
㎏

施工手間        
15   

㎡
防腐･防蟻剤塗り 

8.1 
㎡

計



花　巻　市

電気設備工事　別紙明細 76
電気設備工事 電灯設備 発生材処分費

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材運搬      別紙 00-0014
1   

式
発生材積込・運搬 廃プラ                          

0.12
ｍ3

発生材積込・運搬 蛍光灯、投光器ランプ            
0.01

ｍ3
計

発生材処理料    別紙 00-0015
1   

式
発生材処分      廃プラ                          

0.04
ｔ

発生材処分      蛍光灯・投光器ランプ            
0.01

ｔ
計

機械設備工事　別紙明細 77
機械設備工事 換気設備 ダクト設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

保温工事        別紙 00-0016
1   

式
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温  ﾛｯｸｳｰﾙ     屋内隠ぺい           

ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧保温帯            1.88
保温厚50                        ㎡

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温  ｸﾞﾗｽｳｰﾙ    屋内隠ぺい,ﾀﾞｸﾄｼｬﾌﾄ内
(32K)           ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ              100㎜   8   

保温厚25                        ｍ
計

はつり補修工事  別紙 00-0017
1   

式
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 250㎜程度  175㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   12   
配管用貫通口)   か所
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 200㎜程度  175㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   4   
配管用貫通口)   か所

計



花　巻　市

機械設備工事　別紙明細 78
機械設備工事 給水設備 屋外

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

保温工事        別紙 00-0018
1   

式
給水管 保温     標仕保温材                      

天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 1.6 
 20A                            ｍ

給水管 保温     標仕保温材                      
屋外露出,浴室 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板         3.6 
 20A                            ｍ

計

土工事          別紙 00-0019
1   

式
根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      2.54
ｍ3

山砂            
0.78

ｍ3
埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      1.76
ｍ3

建設発生土処理  人 力 構内敷ならし              
0.78

ｍ3
計

機械設備工事　別紙明細 79
機械設備工事 給水設備 屋内

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

保温工事        別紙 00-0021
1   

式
給水管 保温     標仕保温材                      

天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 17.6 
 20A                            ｍ

計

建物穴開け補修費 別紙 00-0022
1   

式
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150㎜  75㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   6   
配管用貫通口)   か所
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 200㎜程度   75㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   2   
配管用貫通口)   か所

計



花　巻　市

機械設備工事　別紙明細 80
機械設備工事 排水設備 屋外

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

土工事          別紙 00-0023
1   

式
根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      10.84
ｍ3

山砂            
4.08

ｍ3
埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      6.75
ｍ3

建設発生土処理  人 力 構内敷ならし              
4.08

ｍ3
計

機械設備工事　別紙明細 81
機械設備工事 排水設備 屋内

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

建物穴開け補修費 別紙 00-0024
1   

式
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150㎜  75㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   2   
配管用貫通口)   か所
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150㎜ 100㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   10   
配管用貫通口)   か所
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150㎜ 125㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   8   
配管用貫通口)   か所
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 250㎜程度  100㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   6   
配管用貫通口)   か所
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 250㎜程度  125㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   4   
配管用貫通口)   か所

計



花　巻　市

機械設備工事　別紙明細 82
機械設備工事 給湯設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

保温工事        別紙 00-0025
1   

式
給湯管 保温     標仕保温材                      

天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ   9   
 20A                            ｍ

給湯管 保温     標仕保温材                      
屋外露出,浴室 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板         9   
 20A                            ｍ

追焚管 保温     標仕保温材                      
屋外露出,浴室 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板         8.2 

ｍ
計

配管塗装工事    給湯ﾄﾞﾚﾝ配管露出部分            別紙 00-0026
1   

式
配管用          露出(油)                        
炭素鋼鋼管(黒管)  20A                            3.4 
塗装            ｍ

計

配管防食工事    別紙 00-0027
1   

式
鋼管(地中)      ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ系防食ﾃｰﾌﾟ巻  20A        
防食            8.5 

ｍ
鋼管(地中)      ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ系防食ﾃｰﾌﾟ巻  15A        
防食            3.8 

ｍ
計

機械設備工事　別紙明細 83
機械設備工事 給湯設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

建物穴開け補修費 別紙 00-0028
1   

式
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 200㎜程度   75㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   4   
配管用貫通口)   か所
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 250㎜程度   75㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   4   
配管用貫通口)   か所

計

土工事          別紙 00-0029
1   

式
根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      2.08
ｍ3

山砂            
0.91

ｍ3
埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      1.16
ｍ3

建設発生土処理  人 力 構内敷ならし              
0.91

ｍ3
計



花　巻　市

機械設備工事　別紙明細 84
機械設備工事 ガス設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

建物穴開け補修費 別紙 00-0030
1   

式
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 200㎜程度   50㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   2   
配管用貫通口)   か所
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 250㎜程度   50㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   2   
配管用貫通口)   か所

計

機械設備工事　別紙明細 85
機械設備工事 撤去工事 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

土工事          別紙 00-0033
1   

式
根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      2.92
ｍ3

埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             
排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      2.92

ｍ3
根切り(人力)    

3.91
ｍ3

埋戻し          人 力 根切り土                  
-                               3.91

ｍ3
計



花　巻　市

機械設備工事　別紙明細 86
機械設備工事 撤去工事 排水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

排水管保温撤去  別紙 00-0034
1   

式
排水管 保温撤去 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         

天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 10.4 
100A 再使用しない               ｍ

排水管 保温撤去 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 17.8 
 65A 再使用しない               ｍ

排水管 保温撤去 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 16.6 
 50A 再使用しない               ｍ

排水管 保温撤去 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ                         
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧筒 2.8 
 40A 再使用しない               ｍ

計

土工事          別紙 00-0035
1   

式
根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      10   
ｍ3

埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             
排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      10   

ｍ3
根切り(人力)    

4.16
ｍ3

埋戻し          人 力 根切り土                  
-                               4.16

ｍ3
計

機械設備工事　別紙明細 87
機械設備工事 発生材処理 発生材処理

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材積込・運搬 別紙 00-0036
1   

式
発生材積込・運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄがら類                    

0.49
ｍ3

発生材積込・運搬 金属類                          
1.61

ｍ3
発生材積込・運搬 ｶﾞﾗｽ・陶器類                    

0.19
ｍ3

発生材積込・運搬 廃プラ・塩ビ類                  
0.08

ｍ3
発生材積込・運搬 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ類                       

0.9 
ｍ3

計

発生材処分費    別紙 00-0037
1   

式
発生材処分      ｺﾝｸﾘｰﾄがら類                    

1.51
ｔ

発生材処分      金属類                          
1.36

ｔ
発生材処分      ｶﾞﾗｽ・陶器類                    

0.19
ｔ

発生材処分      廃プラ類・塩ビ類                
0.01

ｔ
発生材処分      ｸﾞﾗｽｳｰﾙ類                       

0.04
ｔ

計



花　巻　市

共通仮設費（積上分）　明細 88

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

仮囲い          ミニフェンス W=1800 H=1200      
91   

台
計



建設部建築住宅課

施工条件明示（特記仕様書）

当初設計

市営諏訪アパートE棟（103,104,203,204号）改修工事

7令和 年度



別紙 Ｎｏ．１

・

・

・

全体工期 ※全体工期＝余裕期間＋実工期

うち余裕期間 ※工期の始期日を含めて数えた日数とする。

うち実工期 ※工事開始日を含めて数えた日数とする。
・

・

・ 　実工期のうち、設計工程上見込んでいる休日日数以外の作業不能日数等
）

・

・

余裕期間：契約書に定める工期の開始日から

工事開始日：契約書に定める工期の始期日から

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１．他の特記仕様書と重複している事項については、本施工条件明示によること。

２．図面等に内容を明示する場合には、内容欄にその旨を明記すること。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/1020273/1020277/1020285/1020291.html

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設業の働き方改革＞建設工事＞いわてのi-Construction（アイ・コンストラクショ
ン）＞工事における担い手確保対策(週休2日工事ほか)

　実施にあたっては、「岩手県県土整備部週休２日工事実施要領」に基づき行うこと。

　週休２日に取り組んだ受注者については、県のホームページ等で公表する。

　詳細については、以下のホームページ「岩手県県土整備部週休２日工事実施要領」を参照すること。

４ 「余裕期間の設定」の有無

　工事請負契約書別記第16条第２項の規定に基づく、工事用地の管理は、工事開始日の前日までは、発注者の責任において
行うものとし、受注者に資材の搬入や仮設物の設置等を行わせてはならないものとする。

３

　本工事は、岩手県県土整備部週休２日工事実施要領に定める 「週休２日工事（発注者指定型）」である。

　余裕期間内は、現場代理人及び主任技術者又は監理技術者の配置を要しない。また、現場に搬入しない資材等の準備を行
うことができるが、資材の搬入、仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならない。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責
により行うものとする。

　工事実績情報サービス(コリンズ)は、実工期にて登録するものとし、工事開始日(変更後の工事開始日含む。)後、土曜日、日
曜日、祝日等を除き10日以内に、登録申請するものとする。

　工事請負契約書別記第３条の規定に基づく工程表には、余裕期間も含めた全体工期を記載するものとする。

　工事請負契約書別記第４条の規定に基づく契約保証の期間は、全体工期を満たすものとし、契約締結の日から全体工期の
終期日までを対象とするものとする。

　工事請負契約書別記第10条の規定に基づく、現場代理人及び主任技術者等の通知については、工事開始日までに通知す
るものとする。

有

週休２日工事の対象
有

明示
項目

適用の
有　無

日間

日間 （作業不能理由：

150

　本特記仕様書、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（以下「標準仕様書」という。）及び他特記
仕様書にに記載のない事項については、発注者の指示による。

適
用
範
囲

工
程
関
係

本特記仕様書は、

（以下「本工事」という。）に適用する。市営諏訪アパートE棟（103,104,203,204号）改修工事

５

特記仕様書（施工条件明示）

日間

　実工期には、作業日数、準備日数、後片付け日数のほか休工日（土曜日、日曜日、祝祭日、天候による休工日、連休等）を含
むものである。

※参考　連休等

ゴールデンウィーク　　４月29日から５月５日　　７日間

内　　　容明　示　事　項

１ 工期
有

　本工事の工期は、以下による。

15

165 日間

日間

　本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準備を行うことができる余裕
期間を設定した工事である。

　本工事の余裕期間及び実工期の始期日(工事開始日)は以下のとおりとする。

15 日間

15＋１

　工事開始日の前日までの期間に施工体制及び建設資材の確保が図られる場合等は、受発注者協議により、工事開始日を変
更することができるものとする。

　詳細については、以下のホームページを参考とすること。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekkei/1017255/1010910.html

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設技術関連＞設計・積算・入札＞技術関連等＞【建築工事関係】「余裕期間」
の設定について 》

お盆休暇　　　　　　　８月13日から８月16日　　４日間

お正月休暇　　　　　　12月29日から１月３日　　６日間

　実工期のうち、設計工程上見込んでいる降雨（降雪含む）による休日日数

年債務である。　本工事は、債務負担工事
無

日目

２ 概成工期
無

（概成工期とは、標準仕様書に定めるものをいう。）
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

９ 　関係機関、自治体、施設管理者等との協議の結果、
特定の条件が付され当該工事の工程に影響がある場合
は、影響を受ける部分及び内容

無

10 　工事着手前に地下埋設物及び埋蔵文化財等の事前
調査を必要とする場合は、その項目及び調査期間。又
は、地下埋設物等の移設が予定されている場合は、そ
の移設期間

無

13 　その他
無

１ 　下請契約対象の限定

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/tetsuzuki/1010858.html

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設業法の諸手続き（許可、経審等）＞【お知らせ】県営建設工事における社会
保険等未加入対策の取組強化について》

特記仕様書（施工条件明示）

明示
項目

明　示　事　項
適用の
有　無

内　　　容

無

８ 　当該工事の関係機関等との協議に未成立のものがあ
る場合は、制約を受ける内容及びその協議内容並びに
成立見込み時期

有

　社会保険等に未加入である建設業許可業者を下請負人（二次以下の下請負人を含む。）とすることを原則として禁止する。

　正当な理由なく社会保険等未加入建設業者を下請負人とした場合、次の措置を実施する。

７ 　施工時期、施工時間及び施工方法が制限される場合
は、制限される施工内容、施工時期、施工時間及び施
工方法

無

　詳細は以下のホームページによる。

11 　工事一時中止の措置
有

　工事請負契約書別記第20条に基づき、工事を一時中止する場合の取扱いは、国土交通省大臣官房官庁営繕部作成「営繕
工事請負契約における設計変更ガイドライン（案）」中の「工事一時中止ガイドライン」によることとする。

12 　熱中症予防対策に伴う施工効率の低下等を理由とし
た工期の延長変更について 有

　受注者は、工事請負契約書別記第21条に基づき、工事発注時に際して見込む作業不能日数と著しく乖離した場合は、工期
の延長変更を請求することができる。

　発注者は、上記請求を受けた場合、環境省が公表している施工箇所の最寄りの観測地点の暑さ指数（WBGT）を確認のうえ、
作業日における猛暑時間（8時～17時を対象として、暑さ指数（WBGT）が31℃以上の時間帯をいう。）を踏まえて工期延長日数
を算定する。

　上記により難い場合は、監督職員と協議のうえ決定するものとする。

　県外業者との下請契約締結報告書及び建設資材調書の提出は、紙又は電子データを監督職員に提出するものとする。

　受注者への指名停止措置②

　工事成績評定の減点①

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設技術関連＞設計・積算・入札＞技術関連等＞（農林水産部・県土整備部所
管）岩手県営建設工事請負契約書附属条件の一部改正について》

工
程
関
係

施
策
関
係

６ 　他の工事の開始又は完了の時期により、当該工事の
施工時期、全体工期等に影響がある場合は、影響を受
ける部分及び内容並びに他の工事の内容及び開始又
は完了の時期

無

　電子データを作製することが困難な場合は、電子データの提出は必要ないものとする。ただし、その場合は事前に監督職員の
承諾を得ること。

　県外業者との下請契約締結報告書及び建設資材調書は、以下のホームページ「（農林水産部・県土整備部所管）岩手県営建
設工事請負契約書附属条件の一部改正について」により、様式をダウンロードし、必要事項の入力を行うものとする。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekkei/1017255/1010908.html

　詳細については、以下のホームページを参考とすること。

https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_tk4_000041.html

《国土交通省トップページ>政策・仕事>官庁営繕>「営繕工事請負契約における設計変更ガイドライン（案）」について》

２ 　県外業者との下請契約締結報告書及び建設資材調
書 有



・

・

・

・

２．図面等に内容を明示する場合には、内容欄にその旨を明記すること。

１．他の特記仕様書と重複している事項については、本施工条件明示によること。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/shingijutsu/1010856.html

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞新技術・経営革新＞新技術等活用促進事業》

　新技術等の活用により、設計図書の記載事項の変更が必要となる場合は、監督職員と協議するものとする。

　新技術等の活用にあたり、監督職員から施工実態調査の実施を指示された場合は、これを行うものとする。
　なお、調査結果については、工事名・受注者名を公表する場合がある。

　岩手県新技術等活用促進事業の詳細については、以下のホームページ「岩手県新技術等活用促進事業」を参考とすること。

　新技術等の活用の推進について
無

　施工に先立ち、本工事内容について十分把握の上、設計図書で指定された工法及び技術を除き、新技術情報提供システム
（NETIS）や岩手県新技術等活用促進事業等を利用して、新技術等の活用を積極的に推進するものとし、活用する新技術等が
ある場合は監督職員に報告するものとする。

３
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

《岩手県トップページ＞ 県土づくり > 建設業 > 建設技術関連 > 設計・積算・入札 > 技術関連等 > 国土強靱化5か年加速化対
策工事における標示施設の設置》

施
策
関
係

快適トイレの標準仕様及び積算方法は、以下のホームページを参考とすること。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/1020273/1020277/index.html

《 トップページ > 県土づくり > 建設業 > 建設業の働き方改革 > 建設工事 > 快適トイレの導入》

快適トイレの手配が困難な場合は、監督職員と協議の上、本条項は対象外とする。

10 現場環境改善（快適トイレの設置の試行）
無

受注者は、現場に快適トイレを設置することを原則とする。

　設計変更については、工事請負契約書別記第18条～第24条及び公共建築工事標準仕様書1.1.8～1.1.10に記載していると
ころであるが、その具体的な考え方や手続きについては、国土交通省大臣官房官庁営繕部作成「営繕工事請負契約における
設計変更ガイドライン（案）」によることとする。

６

９

特記仕様書（施工条件明示）

明示
項目

明　示　事　項
適用の
有　無

内　　　容

５ 　設計変更について
有

　以下の資材を利用する場合は、再生資源利用認定製品を利用するよう努めるものとする。

８ 総合評価落札方式競争入札において建設キャリアアッ
プシステムの活用を提案する場合の取扱い 無

　本工事が総合評価落札方式競争入札による発注で、受注者が技術提案評価項目Ａで「当該工事における建設キャリアアップ
システムの活用」を「活用する」として申請し評価点を得ている場合、受注者は「総合評価落札方式技術評価基準　別紙１（評価
基準及び配点（Ａ）（以下「評価基準別紙１）」に定める内容を実施すること。

やむを得ない理由として発注者が認めた場合を除き、履行が確認されなかった場合は工事成績評定における技術提案履行確
認を「不履行」として扱う。

詳細については、以下のホームページに掲載する「評価基準別紙１」の「６留意事項〔建設キャリアアップシステムの取組〕を参照
すること。

https://www.pref.iwate.jp/kensei/nyuusatsu/kouji/1010493/kiteishu/1-2-03700.html

《岩手県トップページ> 県政情報 > 入札・コンペ・公募情報 > 県営建設工事入札 > 県営建設工事入札各種資料 > 県営建設
工事入札契約規程集 > 1-2-03700 総合評価落札方式競争入札技術評価基準》

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/1020273/1020277/1058795.html

　適用が「有」の場合は、モデル工事の実施の有無に関わらず、要領第８によりアンケートを提出する必要があること（要領第４第
３項の協議によりモデル工事を実施した場合も含む。）。

　建設キャリアアップシステム（CCUS）活用工事
無

　県土整備部が発注する工事において、適用の有無が「無」の場合でも、ＣＣＵＳ活用工事の実施を希望する場合は、要領第４
第３項に基づく協議により、ＣＣＵＳ活用工事を実施できる場合があること。

　本工事は、受注者が希望するＣＣＵＳを活用した工事（以下「ＣＣＵＳ活用工事」という。）の対象である。

　詳細については、以下のホームページ「岩手県県土整備部建設キャリアアップシステム活用工事実施要領（以下「要領」とい
う。）」を参照すること。

防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策
無

　本工事は「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」（以下「加速化対策」という。）に関する工事である。

４ 　再生資源利用認定製品

　対象が「有」の場合は、工事中の標示施設について以下のホームページを参考に「加速化対策」である旨を明示すること。

 https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekkei/1017255/1061453.html

無

　法定外の労災保険の付保
有

７

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設業の働き方改革＞建設工事＞建設キャリアアップシステム活用工事》

　本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければなら
ない。

　詳細については、以下のホームページ「岩手県再生資源利用認定製品」を参考とすること。

https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/kankyou/seisaku/nintei/index.html

《岩手県トップページ＞くらし・環境＞環境＞環境政策＞岩手県再生資源利用認定製品》

資材名 規　　格 備　　考

　詳細については、以下のホームページを参考とすること。

https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_tk4_000041.html

《国土交通省トップページ>政策・仕事>官庁営繕>「営繕工事請負契約における設計変更ガイドライン（案）」について》



・

・

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設業の働き方改革＞建設工事＞営繕工事の建設現場の遠隔臨場について》

遠隔臨場試行対象工事（受注者希望型）

　本工事は、遠隔臨場（ウェアラブルカメラ等による映像と音声の双方向通信を使用して、監督職員の立会い等を実施）の試行
対象工事である。

　詳細については、以下のホームページ「営繕工事の建設現場における遠隔臨場に関する試行要領」を参照すること。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/1020273/1020277/index.html

11 　営繕工事の建設現場における遠隔臨場に関する試行
対象工事 有

２．図面等に内容を明示する場合には、内容欄にその旨を明記すること。

１

１．他の特記仕様書と重複している事項については、本施工条件明示によること。

用
地
関
係

　施工のための仮用地等として施工者に、県有地等を
使用させる場合は、その場所、範囲、時期、期間、仕様
条件、復旧方法等

　その他

１

無

２
無

無

検
査
関
係

　監督職員の立会のうえ施工すべき工種がある場合は、
その工種及び立会時期 有

適宜(施工計画により協議すること）

３ 　検査員の指定部分検査を受ける工種がある場合は、
その工種及び工事段階 無

　検査員の中間技術検査を受ける工種がある場合は、
その工種及び工事段階

２
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・

・ 具体的な箇所は別添「位置図」のとおり

受注者は、資源有効利用促進法に基づく元請業者の義務に留意すること。

ストックヤード等からの土砂の搬入の有無

１

無

３ 　その他
無

特記仕様書（施工条件明示）

無

４ 　交通誘導員の配置を指定する場合は、配置場所、配
置者数、編成等 無

無

無

明示
項目

明　示　事　項
適用の
有　無

内　　　容

公
害
関
係

無

　工事に伴う公害防止（騒音、振動、粉塵、排出ガス等
防止）のため、施工方法、建設機械・設備、作業時間等
の指定が必要な場合は、その内容

２ 　工事の施工に伴って発生する騒音、振動、地盤沈下、
地下水の枯渇等が予測される場合、又は、電波障害等
に起因する事業損失が懸念される場合は、事前・事後
等調査の区分とその調査時期、未然に防止するために
必要な調査方法、範囲等

安
全
対
策
関
係

工
事
用
道
路
関
係

１ 　一般道路を搬入、搬出路として使用する場合 ―

５

２

無

３
無

無

　その他

　鉄道、ガス、電気、電話、水道等の施設と近接する工
事において施工方法、作業時間等に制限がある場合
は、その内容

　落石、雪崩、土砂崩落等に対する防護施設が必要な
場合は、その内容

１ 　交通安全施設等を指定する場合は、その内容、期間
無

（１） 　工事用資機材等の搬入経路、使用期間、使用時間
帯等に制限がある場合は、その経路、期間、時間帯
等

（２） 　搬入、搬出路の使用中及び使用後の処置が必要
である場合は、その処置内容

　有毒ガス及び酸素欠乏等の対策として、換気設備等
が必要な場合は、その内容

６
無

１ 　仮土留、仮橋、足場等の仮設を他の工事に引渡す場
合及び引き継いで使用する場合は、その内容、引渡期
間、条件等

無

３ 　その他
無

２ 　仮道路を設置する場合は、その仕様と設置期間及び
工事終了後の処置 無

無

仮
設
関
係

２ 　仮設の構造、工法及びその施工範囲を指定する場合
は、その構造、工法及びその施工範囲

３ 　仮設の設計条件を指定する場合は、その内容
無

４ 　その他

１ 土砂の搬入元（工事を除く）
無

搬入元及び搬入量は以下のとおり。

箇所名 地先名 搬入量（地山） 備考

m3

m3



・

年 月

年 月

年 月

年 月

・

・

・

・

年 月

年 月

年 月

年 月

・

・

・

・

・

・

具体的な箇所は別添「位置図」のとおり

受注者は、資源有効利用促進法に基づく元請業者の義務に留意すること。

詳細については、監督職員の指示を受けること。

受注者は、資源有効利用促進法に基づく元請業者の義務に留意すること。

資源有効利用促進法に基づく元請業者の義務

搬入量
備考

（盛土換算数量）

備考

令和 から

m3

２ 建設発生土の搬入予定工事
無

建
設
副
産
物
関
係

４ 建設発生土の搬出予定工事
無

搬出先工事名 搬出予定期間
搬出量

（盛土換算数量）

受注者は、再生資源利用促進計画の作成に当たり、発生土を工事現場から搬出する場合は、工事現場内の土地の掘削その他
の形質の変更に関して発注者等が行った土壌汚染対策法等の手続状況や、搬出先が盛土規制法の許可地等であるなど適正
であることについて、法令等に基づき確認しなければならない。

令和 から

m3
令和

５

ストックヤード等への建設発生土の搬出の有無

搬出先及び搬出量は以下のとおり。

m3

建設発生土の搬出予定工事の有無

m3

搬出量（地山）箇所名 地先名

令和

本工事では、以下の工事へ建設発生土の搬出を予定する。

３ 建設発生土の搬出先（工事を除く）
無

受注者は、資源有効利用促進法に基づく元請業者の義務に留意すること。

令和 から

建設発生土の搬入予定工事の有無

　本工事では、以下の工事からの建設発生土の搬入を予定する。

　詳細については、監督職員の指示を受けること。

搬入元工事名 搬入予定期間

備考

令和 から

m3
令和

m3
令和

本工事に土砂の搬入又は本工事から建設発生土を搬出する場合、下記に記す資源有効利用促進法に基づく元請業者の義務
に留意すること。

また、確認結果は、再生資源利用促進計画に添付するとともに、工事現場において公衆の見やすい場所に掲げなければなら
ない。

受注者は、建設現場等から土砂搬出を他の者に委託しようとするときは、再生資源利用促進計画に記載した事項（搬出先の名
称及び所在地、搬出量）と上記確認結果を、委託した搬出者に対して、法令等に基づいて通知しなければならない。

発生土の搬出先に対する受領書の交付請求等

受注者は、土砂を再生資源利用計画に記載した搬入元から搬入したときは、法令等に基づき、速やかに受領書を搬入元に交
付しなければならない。

受領書の交付

再生資源利用計画を作成する上での確認事項等

発生土の運搬を行う者に対する通知



・

その他

・

１．他の特記仕様書と重複している事項については、本施工条件明示によること。

２．図面等に内容を明示する場合には、内容欄にその旨を明記すること。

排
水
関
係

１ 　排水の工法、排水処理の方法及び排水の放流先等を
指定する場合は、その工法、処理の方法、放流先、予
定される排水量、水質基準及び放流費用

無

２ 　水替・流入防止施設が必要な場合は、その内容、期間
無

３ 　その他
無

工
事
支
障
物
件
等

１ 地上、地下等における占用物件の有無及び占用物件
等で工事支障物が存在する場合は、支障物件名、管理
者、位置、移設時期、工事方法、防護等 無

２ 　地上、地下等の占用物件に係る工事期間と重複して
施工する場合は、その工事内容、期間等

無

　工事の施工により発生する指定廃棄物は、以下の場所に搬入する。

３ 　その他

無

７

６

受入施設名

発注者は、発生土を再生資源利用促進計画に記載した搬出先へ搬出したときは、法令等に基づき、速やかに搬出先の管理者
に受領書の交付を求め、受領書に記載された事項が再生資源利用促進計画に記載した内容と一致することを確認するととも
に、監督職員から請求があった場合は、受領書の写しを提出しなければならない。

　なお、受注者が上記施設とは異なる施設で処理する場合においても設計変更の対象としない。

　ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものでない事項については、この限りではない。

無

　指定廃棄物の処理の有無

　発生する建設廃棄物の最終処分場を指定する場合
は、副産物名、受入場所及び受入時間帯 無

　再生資源化施設及び建設廃棄物受入施設については、積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではな

い。

受入場所 備考廃棄物名



別紙 Ｎｏ．５

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

特記仕様書（施工条件明示）

明示
項目

明　示　事　項
適用の
有　無

内　　　容

そ
　
の
　
他

　本工事は、特定の資材の価格や労務が短期間に高騰し、積算時点で設定している設計単価と工事請負契約締結時点での資
材価格に差が生じている可能性があることから、当初契約締結後に単価適用年月を変更し、設計単価を変更することが可能な
対象工事である。

　対象となる単価は、資材単価、労務単価及び機械単価等の全ての設計単価とする。

① 　請求日時点で出来高が発生している工事。

② 　その他発注者が適用除外と認めた工事。

10 「工事請負契約締結後における単価適用年月変更」の
有無

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekkei/1017258/1010941.html

　本工事は、現場代理人の兼務に関する取扱い（令和３年３月８日付け出総第341号。以下「兼務に関する取扱い」という。）に基
づき、２件の工事で現場代理人を兼務できる対象であり、工事請負契約書別記第10条第３項に基づき現場代理人について工
事現場における常駐を要しないものとする。

　受注者は、単価適用年月の変更を請求する場合は、当初契約締結日から１４日以内に別紙様式により発注者に請求するもの
とする。

　受注者から単価適用年月の変更の請求があった場合は、発注者は、基準日時点で設計単価を所管する建設技術振興課が
通知（設定）している最新の積算単価表の設計単価に変更するものとする。

　設計単価の変更に伴う契約変更（第１回）は、原則として単価適用年月の変更のみとし、契約数量、契約図面及び仕様書等は
変更しないものとする。

　単価適用年月の変更を請求した場合においても、岩手県営建設工事請負契約書別記第25条第１項から第４項（いわゆる「全
体スライド」）、第５項（いわゆる「単品スライド」）、第6項（いわいる「インフレスライド」）の規定に基づく請負代金額の変更及び「遠
隔地からの資材調達に要する輸送費についての運用」と併用できるものとする。

　詳細については、以下のホームページ「主任技術者及び監理技術者の兼務に関する取扱い」を参照すること。

https://www.pref.iwate.jp/kensei/nyuusatsu/kouji/1010493/kiteishu/3-2-01300.html
《岩手県トップページ＞県政情報＞入札・コンペ・公募情報＞県営建設工事入札＞県営建設工事入札各種資料＞県営建設工
事入札契約規程集＞3-2-01300 主任技術者及び監理技術者の兼務に関する取扱い》

有

　本工事は、「工事請負契約締結後における単価適用年月変更」対象工事である。

　適用除外工事は以下のとおり。

　詳細については、「工事請負契約締結後における単価適用年月変更の運用基準（建築・電気設備・機械設備）」のとおりであ
り、以下のホームページを参考とすること。

なお、主任技術者については、建設業法第26条第３項及び建設業法施行令第27条第１項に定める請負代金の額に満たない
工事においては専任を要しないことから、本項目の対象の有無にかかわらず複数の工事を管理することができる。

４ 　架設工法を指定する場合は、その施工方法及び施工
条件

１

３ 　関係機関・自治体等との近接協議に係る条件及びそ
の内容等

無

　工事現場発生品がある場合は、その品名、数量、現場
内での再使用の有無、引き渡し場所等

無

２ 　支給材料及び貸与品がある場合は、その品名、数量、
品質、規格又は性能、引渡場所、引渡期間等

無

無

５ 　工事用水及び工事用電力等を指定する場合は、その
内容

無

無
６ 　新技術・新工法・特許工法を指定する場合は、その内

容

７ 　部分使用を行う必要がある場合は、その箇所及び使
用時期

無

　本工事は、県営建設工事における技術者等の兼務について（令和７年１月21日付け出総第205号）に基づき、２件の工事で主
任技術者及び監理技術者を兼務できる対象である。

　詳細については、以下のホームページ「現場代理人の兼務に関する取扱い」を参照すること。

https://www.pref.iwate.jp/kensei/nyuusatsu/kouji/1010493/kiteishu/3-2-01400.html
《岩手県トップページ＞県政情報＞入札・コンペ・公募情報＞県営建設工事入札＞県営建設工事入札各種資料＞県営建設工
事入札契約規程集＞3-2-01400 現場代理人の兼務に関する取扱い》

９ 「主任技術者及び監理技術者の兼務の適用」の有無
有

８ 「現場代理人の兼務の適用」の有無
有

薬
液
注
入
関
係

１ 　薬液注入を行う場合は、設計条件、工法区分、材料種
類、範囲、削孔数量、削孔延長及び注入量、注入圧等 無

２ 　周辺環境に与える影響の調査が必要な場合は、その
内容 無

３ 　その他
無



１．他の特記仕様書と重複している事項については、本施工条件明示によること。

２．図面等に内容を明示する場合には、内容欄にその旨を明記すること。

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設技術関連＞設計・積算・入札＞東日本大震災特例等＞【建築工事関係・拡
大運用】工事請負契約締結後における単価適用年月変更について》



別紙 Ｎｏ．６

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

特記仕様書（施工条件明示）

明示
項目

明　示　事　項
適用の
有　無

内　　　容

　受注者は、「共通費の実績変更」を請求する場合は、実績報告書（様式１）及び実績変更対象費に実際支払った全ての証明
書類（領収書、領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書などをいう。）を監督職員に提出し、「共通費の実績
変更」の内容について協議するものとする。
　なお、実績報告書及び証明書類の提出期限等については、監督職員と協議のうえ決定するものとする。

そ
　
の
　
他

11 「労働者確保に要する共通費の実績変更」の有無
無

　本工事は、「労働者確保に要する共通費の実績変更」対象工事である。

　不足する労働者を広域的に確保せざるを得ない場合も考えられることから、受注者が負担する「共通仮設費（積上式）のうち仮
設建物費（宿舎等）」、「共通仮設費（積上式）のうち労働者に係る送迎費」及び「現場管理費（率式）のうち労務管理費」の以下
に示す費用（以下「実績変更対象費」という。）について、契約締結後に受注者の支出実績を踏まえて契約変更することができる
ものとする。

① 　共通仮設費（積上式）：労働者送迎費、仮設建物費（宿泊費、借上費）

② 　現場管理費（率　式）：労務管理費（募集及び解散に要する費用、賃金以外の食事・通勤等に要する費用）

　受注者は、労働者確保に要する共通費の実績変更（以下「共通費の実績変更」という。）を請求する意思がある場合は、発注
者に対し実績変更対象費（見込額）の提出を求めるものとする。

12 「遠隔地からの資材調達に要する輸送費」の有無
無

　受注者の責めによる工事工程の遅れ等、受注者の責めに帰すべき事由による増加費用については、「共通費の実績変更」の
対象としない。

　発注者は、「共通費の実績変更」をする場合は、実績変更対象費に実際支払った額のうち、証明書類において確認された費
用について、下記に示す方法により積算変更時の設計額を算出するものとする。

① 　共通仮設費（積上式）：積算基準により算出した共通仮設費に加算

②

　現場管理費（率　式）：「実績変更対象費に実際支払った額のうち、証明書類において確認された費用から積算基準によ
り算出した現場管理費に含まれる実績変更対象費（率分）を差し引いた費用」を積算基準により算出した現場管理費に加
算

受注者は、工事請負契約書別記第21条に基づき、工事発注時に際して見込む作業不能日数と著しく乖離した場合は、工期の
延長変更を請求することができる。

　受注者は、「共通費の実績変更」に係る契約変更について疑義が生じた場合は、監督職員と協議するものとする。

上記により難い場合は、監督職員と協議のうえ決定するものとする。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekkei/1017258/1010943.html

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設技術関連＞設計・積算・入札＞東日本大震災特例等＞（建築関係）労働者
確保に要する共通費の実績変更の運用基準の改定について》

　詳細については、「遠隔地からの資材調達に要する輸送費についての運用基準」のとおりであり、以下のホームページを参考
とすること。

　本工事は、東日本大震災津波等に伴う復旧・復興工事が本格化するなか、特定の資材の供給不足が生じる恐れがあり、受注
者が不足する資材を遠隔地から調達せざるを得ないことが想定されるため、それに要する輸送費を契約変更で計上できるものと
する。

　対象となる資材は、生コンクリート、石材とする。

　輸送費の算出は、工事場所から資材製造地区境までの距離に応じた輸送費を契約変更で計上する。

　輸送した資材は、資材製造地区の設計単価による契約変更とする。

　輸送費を契約変更で計上するには、受注者は発注者に事前に必要事項を通知して了解を得ることとし、了解を得た場合に限
り、実績に応じて輸送費を請求できるものとする。

　輸送費に係る契約変更を請求した場合においても、岩手県営建設工事請負契約書別記第25条第１項から第４項（いわゆる
「全体スライド」）、第５項（いわゆる「単品スライド」）、第6項（いわゆる「インフレスライド」）の規定に基づく請負代金額の変更及び
「工事請負契約締結後における単価適用年月変更の運用」と併用できるものとする。

　適用除外工事は以下のとおり。

① 　受注者が、輸送費を請求する意志を、事前に書面により発注者に通知していない工事。

② 　その他発注者が適用除外と認めた工事。

１．他の特記仕様書と重複している事項については、本施工条件明示によること。

２．図面等に内容を明示する場合には、内容欄にその旨を明記すること。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekkei/1017258/1010942.html

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設技術関連＞設計・積算・入札＞東日本大震災特例等＞（建築関係）遠隔地
からの資材調達に要する輸送費について》

13 　その他
無



―

市営諏訪アパートＥ棟（103、104、203、204号）改修工事

図 面 目 録

Ｅ-０１

図　　　面　　　名　　　称

―

―

―

―

―

― ―

A-1 A-3

縮 尺

――

― ―

1:4001:200

1:500

1:100 1:200

1:150

1:150

1:100

1:2001:100

1:75

1:75

1:15

1:30

1:30

1:25

1:30

1:30

1:15

1:15

1:10

1:50

1:50

1:60

1:30

1:60

1:60

1:60

1:30

1:30

1:20

既 存 ・ 改 修  仕  上  表

特 記 仕 様 書 （ ２ ）

特 記 仕 様 書 （ ３ ）

特 記 仕 様 書 （ ４ ）

特 記 仕 様 書 （ ５ ）

特 記 仕 様 書  (１ )

既 存 ・ 改 修  １ 階 平 面 図

既 存 ・ 改 修  ２ 階 平 面 図

既 存 ・ 改 修 　 断 面 詳 細 図

既 存 ・ 改 修  平 面 詳 細 図

洗 面 ・ 脱 衣 室 詳 細 図

既 存 ・ 改 修 　 展 開 図  ( 1 )

既 存 ・ 改 修 　 展 開 図  ( 2 )

既  存 　 立  面  図

改  修 　 立  面  図

階 段 詳 細 図

屋 根 伏 図

天 井 伏 図

建 具 平 面 図 ・ 建 具 表

雑 詳 細 図

改 修 工 事

改 修 工 事

改 修 工 事

改 修 工 事

改 修 工 事

ユニットバス・洗面化粧台　詳細図

流 し 台 廻 り 詳 細 図 1:15 1:30

1:250
配 置 図 ・ 見 取 図 ・ 求 積 図

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

０１

０２

０３

０４

０５

０６

０７

０８

０９

Ａ-０１

Ａ-０２

Ａ-０３

Ａ-０４

Ａ-０５

Ａ-０６

Ａ-０７

Ａ-０８

Ａ-０９

Ａ-１０

Ａ-１１

Ａ-１２

Ａ-１３

Ａ-１４

Ａ-１５

Ａ-１６

Ａ-１７

Ａ-１８

Ａ-１９

Ａ-２０

Ａ-２１

Ａ-２２

Ａ-２３

図　　　面　　　名　　　称
A-1 A-3

縮 尺

建築工事 電気設備工事

1:60

２４

２５

２６

２７

２８

Ｅ-０２

Ｅ-０３

Ｅ-０４

Ｅ-０５

図面番号 図面番号通し番号 通し番号

電 気 設 備 　 １ 階 　 電 灯 設 備 　 配 線 図

電 気 設 備 　 ２ 階 　 電 灯 設 備 　 配 線 図

電 気 設 備 　 既 存 ・ 改 修 　 平 面 詳 細 図

電 気 設 備 　 特 記 事 項 ・ 照 明 器 具 参 考 図

― ― ―

1:50 1:100

1:50 1:100

―

図　　　面　　　名　　　称

―

―

―

―

―

A-1 A-3

縮 尺

――

―

図面番号通し番号

―

機械設備工事

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

機 械 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書 （ １ ）

機 械 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書 （ ２ ）

換 気 設 備 　 機 器 仕 様 表 （ 既 存 ・ 改 修 ）

換 気 設 備 　 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ・ 改 修 ）

換 気 設 備 　 換 気 計 算 表

衛 生 設 備 　 配 置 図 （ 改 修 ）

衛 生 設 備 　 機 器 ・ 器 具 表 （ 改 修 ）

衛 生 ・ ガ ス 設 備 　 系 統 図 （ 改 修 ）

衛 生 設 備 　 １ 階 平 面 図 （ 改 修 ）

衛 生 設 備 　 ２ 階 平 面 図 （ 改 修 ）

衛 生 設 備 　 ２ 階 平 面 詳 細 図 （ 改 修 ）

ガ ス 設 備 　 １ 階 平 面 詳 細 図 （ 改 修 ）

ガ ス 設 備 　 ２ 階 平 面 詳 細 図 （ 改 修 ）

ガ ス 給 湯 器 及 び ガ ス メ ー タ ー 廻 り 詳 細 図 （ 改 修 ）

衛 生 設 備 　 １ 階 平 面 詳 細 図 （ 改 修 ）

衛 生 設 備 　 配 置 図 （ 既 存 ）

衛 生 設 備 　 機 器 ・ 器 具 表 （ 既 存 ）

衛 生 ・ ガ ス 設 備 　 系 統 図 （ 既 存 ）

衛 生 ・ ガ ス 設 備 　 １ 階 平 面 図 （ 既 存 ）

衛 生 ・ ガ ス 設 備 　 ２ 階 平 面 図 （ 既 存 ）

衛 生 ・ ガ ス 設 備 　 １ 階 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）

衛 生 ・ ガ ス 設 備 　 ２ 階 平 面 詳 細 図 （ 既 存 ）

1:30

―

― ―

―

―

―

―

1:50 1:100

1:50 1:100

1:30 1:60

1:30 1:60

1:50 1:100

1:50 1:100

1:10 1:20

1:100 1:200

1:50 1:100

1:30 1:60

1:50 1:100

1:30 1:60

1:100 1:200

1:30 1:60

Ｍ-０１

Ｍ-０２

Ｍ-０３

Ｍ-０４

Ｍ-０５

Ｍ-０６

Ｍ-０７

Ｍ-０８

Ｍ-０９

Ｍ-１０

Ｍ-１１

Ｍ-１２

Ｍ-１３

Ｍ-１４

Ｍ-１５

Ｍ-１６

Ｍ-１７

Ｍ-１８

Ｍ-１９

Ｍ-２０

Ｍ-２１

Ｍ-２２

電 気 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書

1:50

1:50

1:50

1:100

1:100

1:100
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共
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５．騒音・粉じん

７．既存部分の養生

［表2.3.1]

［2.3.2]

[2.3.1]

[2.2.1][表2.2.1]

［2.1.3]

[2.4.1]

[2.4.1]

仮設間仕切に設ける仮設扉の材質等

種別

・ せっこうボード（9.5㎜）

防炎シート

下地

・ Ａ種

・ Ｂ種

※ Ｃ種 単管

・ 合板（9㎜）

・ 無し グラスウール 厚さ　　㎜・ 木

仕上材 （厚さ　㎜） 塗装 充填

・ 片面

材質

※ 木製

仕上げ 塗装 備考

・

・ ・片面

・無し※合板張り程度

※ 軽量鉄骨

た場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与え

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　　・ 図示　　・ 

仮設間仕切りの種別と材質等

・ 既存部分

・ 既存ブラインド、カーテン等
養生の方法（※ ビニルシート等　　・　　　　　）
養生の方法（・ ビニルシート等　　・　　　　　）

保管場所　（・ 図示　　・　　　　　　　　　　）

・ 備品、机、ロッカー等の移動 （・ 図示　　・　　　　　　　　　　）

・ 既存家具、既存設備等

養生の方法（※ ビニルシート,合板　　・　　　　　）

養生の方法等

材料、撤去材等の運搬方法

・ 

Ｃ種：利用可能なエレベーター（　　　　　　　　　　）

・ Ｅ種・ Ｄ種・ Ｃ種・ Ｂ種・ Ａ種種別

・ 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライ

ンの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置

方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

Ｄ種：利用可能な階段（　　　　　　　　　　　　　　）

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　 ※図示

構内既存の施設

・ 利用できる（ ・ 有償　・ 無償） ・ 利用できない

構内既存の施設

・ 利用できる（ ・ 有償　・ 無償） ・ 利用できない

・防音パネル

・防音シート

内部足場 ・設置する（※脚立、足場板等　・　　　　）
・設置しない

外部足場 ・設置する（・枠組足場　・単管足場　・　　　　）

・設置しない

防護シートによる養生 ・行う（・工事に必要な範囲　・　　　　　　　）

備品の種類 数量 備品の種類 数量 備品の種類 数量

机・椅子

書棚

ゴム長靴

工事用ヘルメット

ホワイトボード

黒板又は

雨合羽

懐中電灯

衣類ロッカー

湯沸器

（・ FAX付）

コピー機

最高最低温度計

冷暖房機

消火器

掃除具

台

組

足

個

個

着

個

人用

台

台

台

台

個

台

個

個パソコン（メール付）

電話

・ 設ける

（規模及び仕上げの程度並びに設置する備品の種類・数量等は現場説明書による）

・ 設けない

請負契約に定められている書類

（契約後）

（工事中）

（完成後）

・ 工事工程表

・ 火災保険加入契約書（写）

・ 出来高検査願

・ 工事完成届 ・ 工事完成引渡書（引渡図書目録添付）

・ 製造所等承諾願 ・ 工事総合施工計画書 ・ 現場技術員届

・ 各種工事施工計画書 ・ 各種工事施工図 ・ 工事作業日報

・ 主要資材規格又は品質証明書 ・ 各種試験成績書又は報告書

・ 主要資材搬入検査簿 ・ 技能士合格証明書

・ 完成図（修正設計図） ・ 責任施工保証書

・ 官公署許認可及び検査済書

（契約後）

（工事中）

（完成後）

・ 現場代理人、主任技術者等届

・ 各種届出書等

改修標仕、特記仕様書等に定められている書類

・ 維持管理取扱書(設備機器説明含む)

・ 下請調書

・ 請負代金内訳書

10．提 出 書 類

の備品等

１．監督員事務所

２．監督員事務所

６．足　場　等

等の対策

３．工事用水

４．工事用電力

図面、本特記仕様書、標準仕様書及び改修標準仕様書に記載のない事項は次の基準による

特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　　　　目

１．適 用 基 準

１．共 通 仕 様

２．特 記 仕 様

○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

○印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（２）特記仕様は、○印の付いたものを適用する。

Ⅱ．改 修 工 事 仕 様

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

図面、特記仕様書及び現場説明事項に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共

ただし、改修標仕に規定されている項目以外は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕

（３）特記仕様書に記載の［　］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」(平成12年法律第100号)に基づく

満たす物品を示す。

「環境物品等の調達の推進に関する基本方針(平成31年2月変更閣議決定)」に定める判断の基準を

Ⅰ．工　事　概　要

１．工事場所 （用途地域　　　　　防火地域　　　　）

２．敷地面積

３．工事種別

４．工事規模

５．工事範囲

1-2

１

２

・

改修工事 特記仕様書工事名

防水の適用
高日射反射率

・下地

・PCｺﾝｸﾘｰﾄ
・設ける
脱気装置

・設けない

・設ける
脱気装置

・設けない

・設ける・設けない
改修用ドレン

・設ける・設けない
脱気装置

・設ける・設けない
改修用ドレン

・設ける・設けない
脱気装置

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・

・

・

・

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・

・

・

・

仕様による

仕様による仕様による

仕様による 仕様による

仕様による 仕様による

仕様による

※改修標準仕様書3.5.2

※改修標準仕様書3.5.2

(厚さ)・25mm　

(3)(エ)(b）による

(3)(エ)(ｂ）による

(厚さ)・25mm　 ・50mm

・50mm

※改修標準仕様書 ※改修標準仕様書

・
6.15.6(2)(イ)及び(ウ)に準ずる

・
6.15.6(2)(イ)及び(ウ)に準ずる

・製造所の ・製造所の
仕様による 仕様による

・製造所の ・製造所の
仕様による 仕様による

・

・ ・

・

防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

笠木

11．防水施工保証書

10．アルミニウム製

３．既存防水の処理

・

脱気装置
・設ける　・設けない

反射率
高日射

防水の
適用 Ｇ

断熱材 Ｇ施工箇所 備考

・

・

脱気装置

・ 改修用ドレン

防湿層

・設ける　・設けない

・設ける　・設けない

・設ける　・設けない

(材質）
※JIS A 9521による発泡プラスチック断熱

規格に準ずるもの。

材とする。ただし、硬質ウレタンフォーム

断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除くJIS

(厚さ）・25㎜　

・設ける　・設けない

改修用ドレン

・50mm

種別

・AS-T2

・AS-J2

・AS-T1

・AS-T3

・AS-T4

・AS-J1

・ASI-T1

・ASI-J1

・AS-J3

保　護　層

塗り厚さ ・床塗り工法 ・下地モルタル塗り

平場のモルタル塗り 立上り部の保護

モルタル塗り

・
※7mm以下

・

Ｇ

仕上塗料

使用量種類

・

・

・

・

施工

箇所
断熱材 Ｇ 備考

脱気装置

・設ける　・設けない
改修用ドレン
・設ける　・設けない

反射率
高日射

防水の
適用 Ｇ

断熱材 Ｇ施工箇所

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ドレン

・設ける

・設けない

・

・

・

(材質）

・

※JIS A 9521による発泡プラスチック断熱

規格に準ずるもの。

材とする。ただし、硬質ウレタンフォーム

断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除くJIS

(厚さ）・25㎜　

(種類） ※ 図示

・D-1

・DI-1

種別 備考

・D-4

・DI-2

・C-2

・C-4
・C-3

・C-1

・D-2
・D-3

[1.5.2～3]

[3.2.5]

[3.2.3～6]

 ［3.3.2～5］[表3.3.3～10]

［表3.3.1、表3.3.10]

[3.4.2～3][表3.4.1～3]

［3.9.2～3][表3.9.1]

［3.8.2～3][表3.8.1～4]

 [3.1.4][3.7.2～8]［表3.7.1]

［3.6.2～3][表3.6.1～2]

 [3.5.2～4][表3.5.1～3]

シーリング材の種類、施工箇所

下表以外は、改修標仕 表3.7.1による。

施   工   箇   所 シーリング材の種類（記 号）

シーリング材の目地寸法

［※ 簡易接着性試験 ・ 引張接着性試験(部位　　　　　）］・適用する

・適用しない

シーリング改修工法の種類

・ シーリング充填工法

・ シーリング再充填工法

・ 拡幅シーリング再充填工法

・ ブリッジ工法 ボンドブレーカー張り ・ 適用する　・適用しない

エッジング材張り ・ 適用する  ・適用しない

表面処理

部材の種類

・オープン形式

既存笠木等の撤去 ・行う（範囲 ・図示　・　　　　　　　　　　）

・行わない

下地補修の工法 ※図示

※図示

板材折り曲げ形笠木の取付方法

・

・

笠木の固定金具の工法

といの材種

・ 硬質ポリ塩化ビニル管 ・・ 配管用鋼管

種                 別

・横型 ）・ ろく屋根用

・ バルコニー用

・ バルコニー中継用

（・縦型

ルーフドレン

ルーフドレンの取付け

脱気装置の種類及び設置数量　　※主材料製造所の仕様による

・脱気装置の種類：　　　　、設置数量：　　個/㎡

※改修標準仕様書3.7.3(1)(ア）～(ウ)による。

・ 提出する

・ 提出しない

工法とする）

（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍に対応した・ 適用する

・図示

シーリング材の接着性試験

材種

・

・

・

張掛け幅

・100mm以上　・50mm以上

・100mm以上　・50mm以上

・100mm以上　・50mm以上

・耐酸被覆鋼板 製造所：

多雪地域の軒どい取付け間隔　・適用する　・適用しない

鋼管製といの防露巻き

（施工箇所※ 行う

防露材のホルムアルデヒド放散量 ※規制対象外

竪樋受け金物の取付け ※図示

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法 ※図示

（モルタルの調合は、容積比でセメント１：砂３）

※ 水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタル充填

（・ 押出し 250形

・板材折り曲げ形

・ 押出し 300形

（・オープン形式　・シ－ル形式）

本体幅（　　）mm　 板厚 （※ 2.0　・　　）mm

※改修標準仕様書 表3.8.3による）

種別（改修標準仕様書表5.2.2より）　・　種

着色　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

仕上塗料

使用量種類

・

・

・設ける・設けない
改修用ドレン

・設ける・設けない
脱気装置

・設ける
脱気装置

・設けない

・設ける・設けない
保護層

防水の適用Ｇ
高日射反射率

・ＰＯＸ

・Ｌ４Ｘ

・ＰＹ1

・ＰＹ2

工法

※Ｙ－２

・Ｘ－１

※Ｘ－２
・

・Ｘ－２

※Ｘ－１

種別

・

絶縁用シートの材質 ※ 発泡ポリエチレンシート

脱気装置の種類及び設置数量　　※ルーフィングシート製造所の指定による

接着工法のＰＣコンクリート下地の目地処理 ・行う(・図示 ）・行わない

ＰＣコンクリート部材の入隅部の増張り ・行う(・図示　）・行わない）

ＰＣコンクリート部材（種別Ｓ-Ｆ1、Ｓ1-Ｆ1の場合）の入隅部の増張り

・行う（※図示 ）　・行わない

機械式固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付けは、建築基準法による

風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法とする

施工箇所 備考

箇所

施工

・Ｓ-Ｃ1 ・

種別

Ｐ1Ｓ工法の

屋内防水 防水層の種別

工法

・Ｓ-Ｆ1

・Ｐ０Ｓ

・Ｓ４Ｓ

・Ｓ-Ｆ2

・Ｍ４ＳＩ
・Ｓ４ＳＩ

・Ｐ０ＳＩ

・Ｓ-Ｍ3
・Ｓ-Ｍ2
・Ｓ-Ｍ1・Ｍ４Ｓ

防水層の種別

・ＳI-Ｆ1
・ＳI-Ｆ1

・ＳI-Ｆ1
・ＳI-Ｆ2

種別 

・Ｓ３Ｓ

・Ｓ３ＳＩ

・Ｓ-Ｆ１ 

・Ｓ-Ｆ２ 

・Ｓ-Ｍ2

・Ｓ-Ｍ3

・Ｓ-Ｍ1

８．シーリング

７．塗膜防水

６．合成高分子系

ルーフィング

シート防水

９．と　い

（・ Ｍ４ＡＳ　・ Ｍ４ＡＳＩ　・ Ｍ４Ｃ　・ Ｍ４ＤＩ　・ Ｌ４Ｘ）

ルーフィングシートの種類及び厚さ

改質アスファルトルーフィングシート及び部分粘着層付改質アスファルト

平場の保護ｺﾝｸﾘｰﾄの厚さ

こて仕上げ　　※水下　80㎜以上

タイル張り　　※水下　60㎜以上

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

・乾式保護材

・窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として板状に押出成形し、オートクレーブ

養生したもの。

・金属複合版：金属板と樹脂を一体化させたもの。

・M4C

・M3D
・P0D

・P0DI

・M3DI

・M4DI

工法

防水層の種別
屋根露出防水

脱気装置の種類及び設置数量

仕上塗装の種類及び使用量

※アスファルトルーフィング製造所の指定による

※アスファルトルーフィング製造所の指定による

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレイン回り及び立上り部周辺の断熱材

の張りじまい位置

※図示

施工箇所

屋内防水

防水層の種別

工法 種別

・ P1E

・ P2E

・ E-1 ・設ける

・設けない

押さえ金物の材質、形状寸法

※ アルミニウム製、Ｌ－30×15×2.0mm程度

屋上排水溝 ・適用する（施工範囲　・図示　・　　　　　　　　　　　　　）

・適用しない

・ 窯業系パネル－Ⅰ類（寒冷地仕様）

・ 窯業系パネル－Ⅱ類（一般地仕様）

工法

防水層の種別

・M4AS

・M3AS

・P0AS

・ E-2

脱気装置の種類及び設置数量

仕上塗装の種類及び使用量

・M3ASI

・M4ASI

・P0ASI

※改質アスファルトシートの製造所の指定による

※改質アスファルトシートの製造所の指定による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

表面材は不燃　耐衝撃性500ｇ　

保護層

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

押え金物の材質.形状寸法 ※ アルミニウム製、Ｌ－30×15×2.0mm程度

屋根露出防水絶縁断熱工法の防湿用シート　・設置する　・設置しない

スチレンフォーム断熱材3種

※JIS A 9521による押出法ポリ

・ 設ける（Ｐ０ＡＳ、Ｐ０ＡＳＩ、Ｐ０Ｄ、Ｐ０ＤＩ、Ｐ０Ｓ、
ＰＯＳＩ、Ｐ０Ｘ工法の場合）

既存保護層の撤去 ・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　）

・ 行わない

・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　）既存防水層の撤去

・ 行わない

防水層の種別

・P2A

・P1B

・P2AI

工法 種別 施工箇所

・A-1

・A-3

・B-1

・AI-1

・AI-3

・BI-1

立上り部の保護絶縁用シート

※フラットヤーン

70ｇ/㎡程度

クロス

厚さ0.15mm以上

（材質）

断熱材 Ｇ

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

屋根保護防水

・ 行う

・ 行わない

・A-2

・BI-2

・BI-3

bA(スキン層あり)

(厚さ）・25㎜

調査範囲及び方法　　　・ 図示　　・ 

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　・ 図示　　・ 

調査報告書　　　提出部数：2部

既存露出防水層表面の仕上げ塗装除去

既存防水層の下地補修

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　　　・ 図示　　・ 

Ｐ０Ｓ工法及びＰ０ＳＩ工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立

上り部等の処置 ※ 改修標準仕様書3.2.6(4)(ウ)(ｇ)①～③による　　・ 

・P1BI

・T1BI

・B-2

・B-3

・AI-2

・50mm

・乾式保護材

※図示

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

・れんが押え

(※JIS R 1250

・　　　　 )

シート防水

５．改質アスファルト

１．施工数量調査

４．アスファルト
防　水

２．改修用

二重ドレン

３ 3-2

・ 押出し 350形）

５．電気保安技術者

[1.1.4]

[1.3.12]

[1.3.2]

[1.3.3]

[1.6.2]

[1.3.5]

[1.3.5]

[1.4.1]

[1.4.2]

施工順序に制約がある場合

・

その他の施工条件

(a) 原則として、全ての材料について監督員の承諾を受ける。

(b) 環境への配慮

※ 改修標仕 1.4.1 による

改修標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法とする。

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石　工　事

タイル工事

木　工　事

屋根・とい工事

金属工事

左官工事

建具工事

（ ・ 鉄筋施工）

（ ・ と　び）

（ ・ 防水施工）

（ ・ 石材施工）

（ ・ タイル張り）

（ ・ 建築大工）

（ ・ 内装仕上げ施工（鋼製下地））

（ ・ 左　官）

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

・ 全て

（ ・ 左官 ・ 型枠施工）

ブロック・ＡＬＣパネル工事・ＰＣカーテンウォール工事

（ ・ 建築板金 ・ スレート施工）

（ ・ サッシ施工 ・ ガラス施工）

（ ・ ﾌﾞﾛｯｸ建築 ・ ALCﾊﾟﾈﾙ施工 ・ ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工）

（ ・ 造　園）

（ ・ 内装仕上げ施工（床、天井仕上げ等）・表装）

（ ・ 塗　装　・ 樹脂接着材注入施工）

・ 全て

・ 全て

・ 全て

塗装工事

内装工事

植栽工事

技 術 検 定 の 職 種 作 業 の 種 別

仮設工事 （ ・と　び） ・ 全て

）

引渡しを要するもの

※ なし

特別管理産業廃棄物

※ なし

・ あり （

※ 上記以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用・減量化等を図る

ものとし、処理方法等は監督員と協議する。

現場において再利用を図るもの （ ）

※ 現場における分別－保存材は、分別する。

・ 本工事で発生する建設廃棄物のうち、岩手県内の最終処分場（中間処理施設経由を

含む）に搬入される産業廃棄物については、岩手県産業廃棄物税が課税されるので

適正に処理すること。

適正な技術員を専任又は常駐させること。

建設業法第26条による有資格者を専任又は常駐させる

こと。

現場には下記の現場技術員等を置く。

・ 現場技術員

；

；

・ 適用する

種類： 処理方法：・ あり （ ）

・ 管理技術者又は主任技術者

処　理　等

３．発 生 材 の

４．現場技術員等

６．技　能　士

７．施 工 条 件

８．建築材料等

工　　法

９．特別な材料の

・ 適用する

（工事カルテ）

の　登　録

２．工事実績情報

防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

[1.5.3]

[1.5.2]

施工図

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受ける。

調査範囲

調査方法

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

・ 図示

施工数量調査

・ 図示

・ 図示

15．施工調査

分　類 規　格 撮影箇所数 部　数 備　考

着　工　前

工事施工状況

完　成　時

監督員の指示

による。

（撮影計画を

提出する）

部※カラー

施工範囲

・ 図示した貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

・ 図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び下地材の補強

・ 自動閉鎖装置取付けの箇所の切り込み及び補強

・ 駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

区　分

※カラー

※カラー

下記のものを監督員に提出する。

取合い

完成写真

13．工事

14．設備工事との

[1.8.2]

施工図及び施工計画書の提出について

工事施工図の描き方（平成元年）」に準ずるものとする。

図等で原図として提出が出来ないものは、原図に代わるものとしてよい。

に限り発注者に委譲するものとする。

(a) 施工図及び施工計画書は、各工種において作成し提出する。

(b) 施工図の記載内容及び記載水準は、建設大臣官房官庁営繕部監修「建築・設備

(C) 本工事に係る施工図及び施工計画書の著作者の権利は、当該建物における使用

(d) 提出部数は、施工図の原図及びその陽画複写図（１部）とする。ただし、製作

・提出図書

・ＣＡＤデータ

※ 監督員の指示による。

※ 監督員の指示による。

施工計画書

11．施工図及び

12．完　成　図

※本工事の請負者は、工事期間中工事目的物及び工事資材に対して、下記により

改修工事

鉄筋コンクリート壁式　２階建て

建築面積 床面積 ㎡㎡ 578.160311.080

改修工事 １式

改修工事 １式

改修工事 １式

居室改修工事　　(8戸)

階段室改修

外壁・屋根改修

・

・

※工事実績情報を登録する場合は、登録内容についてあらかじめ監督職員の

確認を受けたのちに、次に示す期間内に登録の手続きを行なうとともに
登録されるこちを証明する資料を、監督職員に提出する

1) 工事受注時

2) 登録内容変更時
3) 完成時

契約締結後10日以内

変更契約締結後　10日以内
工事完成後　10日以内

※ＣＤ－Ｒ 1

岩手県花巻市南諏訪町 住居地域 22条区域指定なし

　組立保険に加入し、その保険証書の写しを監督員に提出する。

加　入　金　額

加入時期及び期間

請　負　金　額　の　１００　％

資材搬入前から完成後３０日まで

建築改修工事監理指針

敷地調査共通仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

国土交通省大臣官房官庁営繕部

国土交通省大臣官房官庁営繕部

入居者の移転費用は本工事と別途とする。

（　　　　　　）

建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下「改修標仕」という。）による。

様書（建築工事編）（令和４年度版）」（以下「標準仕様書」という。）による。

・建築物解体工事共通仕様書（令和４年度版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

（令和４年度版）

（令和４年度版）

本設計図書における「標準詳細図」他は、次の基準を指す。（令和４年度版）

建築工事標準詳細図（令和４年度版）

・

－：－（A1)
－：－（A3)

改修工事　特記仕様書(1)

工事期間中、すべての入居者は移転しているものとする。

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-01

012023-10

(但し 定例会議のスペースは確保すること)

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



Ｇ

※サンダー工法、高圧水洗工法
塗膜はく離剤工法の処理範囲

以外の既存仕上面全体

建
　
　
　
具
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

外
　
　
壁
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

７．鋼製建具

６．樹脂製建具

建具

５．アルミニウム製

４．防犯建物部品

３．見本の製作等

２．防火戸

防水材による改修）

（５．外壁用塗膜

等の改修）

（４．塗り仕上外壁

Ｇ 適用する　断熱性の等級（・ Ｈ－４　・ Ｈ－５　・Ｈ-６ 　・　　　）

［4.1.5］［4.2.2］［4.8.2］

［表4.2.6］

[5.1.3]

[5.1.4]

[5.1.5]

[5.1.7]

[5.2.2～5] [表5.2.2]

[5.2.2][5.3.2～5]

[5.2.2][5.4.2～4] [表5.4.2]

[4.1.5][4.7.2][表4.7.1]

[4.1.5][4.2.2][4.6.5]

[4.6.4]

[4.6.3]

[4.6.2] [表4.6.1]

[4.2.2]

[4.1.4] [4.5.16]

  線径

※ 0.25㎜ 以上

・

※ 16～18 メッシュ

・

1.5㎜ 網目寸法　15㎜

・ ステンレス（SUS316）製

ステンレス（SUS304）線材

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

遮音性の等級（・　　）

Ｇ 断熱性の等級（・　　　）

面内変形追随性の等級（　　）

・Ｓ-４（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｓ-５（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｓ-６（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

材料

鋼板

めっき付着量 厚さ

・JIS G 3302
・
※Z12又はF12 ・改修標準仕様書表5.4.2による

・

外部に面する建具の耐風圧性 (表5.2.1）

性能等級

簡易気密型ドアセット (表5.4.1）

・ 適用する　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

・ 適用しない

ガラス　　　※ 複層ガラス　　 

水切り板、ぜん板　　　※ 図示　　 

枠の見込み寸法　　　・ 建具表による　　 

断熱ドアセット・断熱サッシ

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）

防音ドアセット・防音サッシ

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）

　遮音性の等級（・ Ｔ－１　　・ Ｔ－２）

・ C種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ B種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ A種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）外部に面する建具

性能等級 (表5.3.1～表5.3.3）

性能等級

枠の見込み寸法　・建具表による

表面処理

外部に面するアルミニウム製建具

・A種(建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　）

・B種(建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　）

・C種(建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

断熱ドアセット・断熱サッシ　　断熱性の等級(・　　　　　　）

耐震ドアセット　（面内変形追随性の等級(・　　　　　　）

防音ドアセット・防音サッシ　　遮音性の等級(・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

被膜等の種類　※改修標準仕様書表5.2.2による

・

被膜等の種類　※改修標準仕様書表5.2.2による

・

結露水の処理方法　　・図示

水きり板、ぜん板　　・図示

網戸等

種類

・ 防虫網 ※ 合成樹脂製

網目

・ ガラス繊維入り合成樹脂製

材種

・ 防鳥網

屋内の建具　　　・ＢＣ-１種　・ＢＣ-２種

外部に面する建具 ・ＢＢ-１種　・ＢＢ-２種

(表5.2.2）

(表5.2.1）

・所要量の確認

・適用する　適用箇所(・建具表による　・　　　　　　　　　　　）

・適用しない

建具見本の製作　　・行う(建具符号：　　　　　　）

・行わない

建具見本の程度　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

・納まり等が分かる程度のもの

特殊な建具の仮組　・行う(建具符号：　　　　　　　　　　　）

・行わない

自動閉鎖機構方式 ・ヒューズ装置連動　・熱感知器連動　・煙感知器連動

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 適用箇所

・外部

・内部

・鋼製軽量建具

・樹脂製建具

・鋼製建具

・アルミニウム製建具

・ステンレス製建具

－

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１．改 修 工 法

新規に建具を設ける場合

壁部分の開口の開け方　　※図示

新規建具周囲の補修工法及び範囲　　※図示

５

(溶融亜鉛めっき鋼板）

外壁用塗膜防水材

仕上げの形状

・凹凸状

・凸部処理

・ゆず肌状

・さざ波状

下地挙動緩衝材工　法 耐候性 施工箇所

・ローラー

・吹付

・適用しない

・適用する ・図示による

耐候性1種相当

・JIS A 6906

・

工程ごとの所要量の確認　※改修標準仕様書表4.2.6による

砂壁状、じゅらく状仕上げの模様材の種類　

外壁用仕上塗料の種類
・所用量　　（Kg/㎡）　　　

・所用量　　（Kg/㎡）　　　

・

・

・指定する　適用箇所(・建具表による　・　　　　　　　　　　　）

・指定しない

着色　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

着色　・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　　）

・

表面色　　　・ 標準色　　・ 特注色

防音ドアセット、防音サッシ

有 無
Ⅰ
種

Ⅱ
種

Ⅲ
種

特
注

標
準有 無

耐
滑
り
性

・行う　・行わない

タイル張りの工法

外装タイル　

・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り

・マスク張り　・モザイクタイル張り

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

※ポリウレタン系

伸縮調整目地その他の目地

※変性シリコーン系

・目地ひび割れ部改修工法

・伸縮調整目地改修工法

伸縮調整目地の位置及び寸法 ・図示

タイルの種類

施 工 

箇 所
(㎜)

備考

形状

寸法

再生材

用

料の適

Ｇ 無釉

役　物 色 耐凍
害性

吸水率に
よる区分

うわぐすり

標準的な曲がりの役物は一体成型とする

試験張り

見本焼き

・ 行う　・行わない

・ 行う　・行わない

・既存塗膜等の除去

・所要量の確認

下地処理,下地調整 既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

工    　法

・ひび割れ部改修工法・ サンダー工法

・ 高圧水洗工法

・ 塗膜はく離剤工法

・ 水洗い工法

処  理  範  囲 下地面の補修

・欠損部改修工法

・浮き部改修工法

・下地調整材

・仕上塗材、仕上

種    類 呼  び  名

・ 可とう形外装

薄塗材Ｓi

・ 外装薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｓi

薄塗材Ｅ

・ 可とう形外装

・ 防水形外装
薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｓ

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材
・ 外装厚塗材Ｃ

・ 外装厚塗材Ｓi

・ 外装厚塗材Ｅ

・複層仕上塗材
・ 複層塗材ＣＥ

・ 複層塗材Ｓｉ

材ＣＥ
・ 可とう系複層塗

・ 複層塗材Ｅ

・ 複層塗材ＲＥ

・ 防水形複層塗材CE

・ 防水形複層塗材E

・ 防水形複層塗材RE

防火材料

・ 砂壁状

・ローラー塗り）

・ さざ波状

・ ゆず肌状(・吹付け

（・吹付け ・こて塗り）

・着色骨材  砂壁状

・こて塗り）
・ 凹凸状(・吹付け

・ 平たん状

・ 砂壁状じゅらく

・吹放し ・凸部処理

・平たん状 ・凹凸状

・ひき起し ・かき落し

・ゆず肌状 ・凸部処理

・凹凸状

溶媒　※水系　・溶剤系

・弱溶剤系

樹脂　・アクリル系

・つやなし

・メタリック

上塗材

外観　※つやあり　

仕上げの形状及び工法

新規仕上塗材の種類、仕上げの形状、工法

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・目地改修工法

・タイルの形状、

寸法等

・セメントモルタルによるタイル張り

シーリング材の種類

・有機系接着剤によるタイル張り

工程ごとの所要量の確認　※改修標準仕様書4.6.2及び表4.2.4による

※改修標準仕様書4.6.4の下地調整材 ・ ポリマーセメントモルタル

（表4.2.4）

・可とう形改修用

仕上塗材

・ 可とう形改修
塗材Ｅ

・ 可とう形改修
塗材ＲＥ

・ 可とう形改修
塗材ＣＥ

・ 平たん状 ・ さざ波状

・ ゆず肌状

※耐候形３種耐候性

溶媒　※水系　・溶剤系

・弱溶剤系

樹脂　・アクリル系

・つやなし

・メタリック

上塗材

外観　※つやあり　

・

・

・

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

塗り 種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種

・マスチック塗材

タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験

ユニットタイル

・施釉

・図示

・図示

・図示

・図示

※既存仕上面全体

※既存仕上面全体

※既存仕上面全体

・京壁状じゅらく

吸放湿性　・適用する　

・適用しない

上塗材 ・適用する

・適用しない

吸放湿性　・適用する　

・適用しない

・ 防水形複層塗材RS

耐候性 ※耐候形３種

・

※規制対象外

4-3

仕上げ外壁）

（３．タイル張り [4.1.4] [4.2.2] [4.5.5～6]

[4.1.4] [4.2.2] [4.5.7～8]

[4.2.2][4.1.4] [4.5.9～16]

[1.5.2～3]

4-2

・ 樹脂注入工法

ひび割れ幅

(㎜)

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

0.2以上 ～ 

　　　1.0未満

0.2以上 ～ 

　　  0.3未満

0.3以上 ～
      0.5未満

0.5以上 ～

      1.0未満 ・

・

・

・

注入量

(mL/ｍ)

・130

・ 40

・ 70

・130

・

・

・

・

注入口間隔

(㎜)

・200～300

・50～100

・100～200

・150～250

工法の種類

エポキシ樹脂

抜き取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき１個

・ひび割れ部改修工法

抜取り部の補修方法　　※図示

・可とう性エポキシ樹脂

充填材料 ※１成分形又は２成分形ポリウレタン系

・シーリング材

・ Ｕカットシール材充填工法

・タイル部分張替え工法

接着剤の種類

・ポリマーセメント

－－

工法の種類

アンカーピンの

本数(本/㎡)

注入口の箇所数

(箇所/㎡)

一般部 一般部指定部 指定部

※16 ※25

※13 ※20 ※12

※20

※20

※13 ※12

－ －
・・

・ ・ ・ ・

※20

※9 ※16

・・・・

・・

※9

※9

※16

※16 ※16

・・・・

・・・・

※9

※16

・アンカーピンニング

部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

・アンカーピンニング

全面エポキシ樹脂注入工法

全面ポリマーセメントスラリー

注入工法

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

ピンニング部分エポキシ樹脂

注入工法

ピンニング全面エポキシ樹脂

ピンニング全面ポリマー

セメントスラリー注入工法

注入工法

※9

・注入口付アンカー

－

－

－

－

－

－

－

－

ピンニングエポキシ樹脂

注入タイル固定工法

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

－－・ ・

アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの。

・タイル部分張替え工法

接着剤の種類

・JIS A 5557による一液反応硬化形変性シリコーン樹脂系

・タイル張替え工法

・JIS A 5557による一液反応硬化形変性シリコーン樹脂系

・

注入口付アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外形６ｍｍ

・欠損部改修工法

・浮き部改修工法

アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの。

・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・タイル張替え工法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

位置　※改修標準仕様書表4.5.1による

・行う　・行わない

外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整塗材塗りの接着力試験

・有機系接着剤によるタイル張り

シーリング材の種類

※変性シリコーン系

伸縮調整目地その他の目地

※ポリウレタン系

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

注入口付アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外形６ｍｍ

・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル

・充填工法

・モルタル塗替え工法

仕上厚又は全塗厚が25ｍｍを超える場合の処置 ※図示

既製目地材　　・使用する（形状　　　　　　　　）

モルタル ・現場調合材料

・既調合材料(　　　　　　　　　　　）

・ 低粘度形（0.5mm未満） ・ 中粘度形（0.5mm以上）

注入状況の確認方法 ※コアの抜取りを行う

シーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填

張替え用材料

・張付けモルタル（・現場調合材料　・既製調合モルタル）

・図示

・セメントモルタルによるタイル張り

・外装タイル　

・マスク張り　・モザイクタイル張り

・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り

タイル張りの種類・工法

・ユニットタイル

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

※目荒し工法 ・

※25

・

※50

※25

※50

・

・

・

－

－

※25

・

※25

・

※25

・

注入量

(mL/箇所)

・ポリマーセメントモルタル

張替え用材料

・張付けモルタル（・現場調合材料　・既製調合モルタル）

位置　※改修標準仕様書表4.5.1による

伸縮調整目地

・図示

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

※目荒し工法 ・

施工数量調査

・行う　・行わない

外
　
　
壁
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

４

※9

・モルタル塗替え工法

・充填工法

注入工法

セメントスラリー注入工法

ピンニング全面ポリマー

ピンニング全面エポキシ樹脂

注入工法

ピンニング部分エポキシ樹脂

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

注入工法

全面ポリマーセメントスラリー

全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

・アンカーピンニング

部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

※16

※9

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

※16※16

※16

※9

※9

・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

※16※9

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

※50

※25

※25

※20 ※50

・・・・・

・ ・ ・

－

－－－

－

※12※13

※20

※20

※12※20※13 ※25

※25※25※16

指定部指定部 一般部一般部 (mL/箇所)(mL/箇所)

注 入 量充 填量

(箇 所 /㎡ )

注 入 口の 箇 所数

本 数 (本 /㎡ )

ア ン カ ー ピ ン の

工 法 の 種 類

－

－ － －

－

調査範囲　　　・ 外壁改修範囲　　・ 図示の範囲

調査内容

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

形状寸法等を調査する。

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

錆汁の流出の有無を調査する。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　・ 図示

調査報告書の部数　　　・ ２部　　・　

外　　壁　　改　　修　　工　　事

（2、モルタル塗り

改修工法

・ひび割れ部

仕上げ外壁）

・無機質結晶増殖型注入材※ 樹脂注入工法

※ 樹脂注入工法

・ シール工法

・
[4.1.4]

[4.2.2]

打放し仕上げ外壁）

（1、コンクリート

改修工法

・ひび割れ部

[4.1.4] [4.2.2] [4.4.8～9]・ 充填工法

・モルタル塗替え工法

・ポリマーセメントモルタル・エポキシ樹脂モルタル

・欠損部改修工法

[4.1.4] [4.2.2] [4.4.10～15]・浮き部改修工法 ※アンカーピン本数は状況に於いて決定とする

[4.1.4] [4.2.2] [4.3.7]

・エポキシ樹脂モルタル

※ 充填工法・欠損部改修工法

・ポリマーセメントモルタル

コア抜取り検査　　　　箇所（　　　　　　　　　　）

シーリング用材料のうえへのポリマーセメントモルタルの充填

・ Ｕカットシール材充填工法

シーリング用材料

・

・

・

・

）

※ 200～300

・ シール工法

・ 行う

・ 行う

・ 機械式エポキシ樹脂注入工法

・ 手動式エポキシ樹脂注入工法

※ 自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・ 中粘度形

工法

※１成分形又は２成分形ポリウレタン系種別

材料

（抜取り部の補修方法

注入孔間隔(㎜)

注入孔間隔(㎜)

注入孔間隔(㎜)

エポキシ樹脂の注入量(m1／箇所)

注入工法の種類

材料

・ 低粘度形

・

[4.2.2]

[4.3.5]

[4.2.2]

[4.2.2]

[4.3.4]

[4.3.4]

[4.3.4]

[4.3.4]

[4.3.4]

[4.3.4]

[4.2.2]

建築補修用注入エポキシ樹脂

建築補修用注入エポキシ樹脂　(注入工法)
 

・無機質結晶増殖型注入材

・
[4.1.4]

コア抜取り検査　　　　箇所（　　　　　　　　　　）

・

・

・

）

※ 200～300

・ 行う

・ 機械式エポキシ樹脂注入工法

・ 手動式エポキシ樹脂注入工法

※ 自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・ 中粘度形

（抜取り部の補修方法

注入孔間隔(㎜)

注入孔間隔(㎜)

注入孔間隔(㎜)

エポキシ樹脂の注入量(m1／箇所)

注入工法の種類

材料

・ 低粘度形

・

[4.3.4]

[4.3.4]

[4.3.4]

[4.3.4]

[4.3.4]

[4.3.4]

[4.2.2]

建築補修用注入エポキシ樹脂

建築補修用注入エポキシ樹脂　(注入工法)
 

－：－（A1)
－：－（A3)

改修工事　特記仕様書(2)２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-02

022023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



日射取得性・遮へい性による区分

建
　
　
　
具
　
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

建
　
　
　
具
　
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

10．建具用金物

18．ガラス用フィルム

17．ガラスブロック

16．ガ　ラ　ス

15．オーバーヘッドドア

14．軽量シャッター

13．重量シャッター

引戸装置

12．自閉式上吊り

11．自動ドア開閉装置

９．ステンレス製建具

[3.7.2] [5.13.2～4] [表5.13.1]

[5.13.5]

[5.12.2～3]

[5.11.2～4]

[5.10.2～3]

[5.9.3]

[5.8.2～3]

[5.7.2～4]

[5.2.2][5.4.2] [5.6.2～5]

[5.2.2] [5.5.2～4]

ショットバック衝撃特性球面衝撃はく離特性、

建具の種類

・

・ ガスケット

ガラス留め材

・図示

ガラス留め材及び溝の大きさ

 鋼製及び
鋼製軽量

ステンレス製

アルミニウム製
・ シーリング材

・ シーリング材

・

・ シーリング材

・図示

ガラス溝の大きさ(mm)

表面

形状

正方形

呼び寸法

(mm)

・125×125

・250×125

防火性能
曲面積み

外側

※15以下

乳白クリヤ

色調

平積み

※8～15

厚さ
(mm)

・160×160

・200×200

・320×320

・320×160

目路幅(mm) 伸縮調整目地

(mm)

長方形

・80

・95 ・125

・95 ・125

・95

・80

・95

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・15～25
内側

※6以下

・図示

・

※無し

・有り

※6ｍ以下ごとに

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロック幅寸法の10倍以上とする。

壁用金属枠及び補強材

・設けない

力骨　　材質　※ステンレス鋼（SUS304) ・

寸法　※径5.5ｍｍ ・

・形状　※はしご形状腹筋及び単筋

化粧目地モルタルの色　　・（　　　　　　　　）

金属製化粧カバー 材質　　・ステンレス製　・アルミニウム製

寸法　　・図示

形状　　・図示

・

・

シーリング材の種類　　　・（　　　　　　　　）

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

目地部の力骨の補強方法

※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示
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幅10～25

・ 合わせガラス

※建具表による

・フロート板ガラス

・ 網入板ガラス及び線入板ガラス

※品質、厚さは建具表による

・型板ガラス　　※品種、厚さは建具表による

品質、厚さ及び網又は線の形状 ※建具表による

・特記仕様書に無き種類・品質・厚さ等は図示（建具表）による

・ 強化ガラス

・フロートガラス ・ フロート強化ガラス

・ 熱線吸収強化ガラス

・ 型板強化ガラス

・ Ⅰ類

・型板ガラス

・ Ⅲ類

ショットバック衝撃特性材料板ガラスによる種類 種類

・Ⅰ類 ・Ⅱ-1類 ・Ⅱ-2類 ・Ⅲ類

構成種類品種

破片の状態及び

品　　種

・ 熱線吸収網入磨き板ガラス ・2種

・1種

性能 色　        調

・ ブロンズ・ グレー・ ブルー・ 熱線吸収フロート板ガラス

・ 熱線吸収板ガラス

・ 複層ガラス

品種

板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの厚さは建具表による

乾燥気体の種類断熱性の区分

・Ｔ1

・Ｔ2

・Ｔ5

・Ｔ6・Ｔ4

・Ｔ3
・Ｇ ・ Ｓ

・空気

・アルゴン
・断熱複層ガラス

・Ｔ5

・Ｔ6・Ｔ4

・Ｔ3
・Ｇ ・ Ｓ

・空気

・アルゴン

・Ｔ1

・Ｔ2

・日射熱遮へい

複層ガラス

・ 熱線反射板ガラス

・高性能熱線反射ガラス

品種

・熱線反射ガラス

日射 遮へい性

・ 1種

・ 2種

・ 3種

A種

耐久性による区分

・A種・B種

B種

色  調

・ブルー

・グレー

・ブロンズ

・シルバー

反射 被膜面 ・ 内面 ・ 外面

映像調整 ・ 行う ・ 行わない

・ 倍強度ガラス

・ ブロンズ

・ フロート倍強度ガラス

・ 熱線吸収倍強度ガラス ・ グレー ・ ブルー

色　      　調材料板ガラスによる種類 厚さ(mm）

・ グレイジングチャンネル形

・

※建具製造所の仕様による

・図示
※建具製造所の仕様による

※建具製造所の仕様による

・設ける（形状　※図示　）

種類
記号

内貼り用 外貼り用
その他の性能等

・日射調整フィルム Ｇ

・低放射フィルム

・衝撃破壊対応ガラス

飛散防止フィルム

・層間変位破壊対応ガラス

飛散防止フィルム

・ガラス貫通防止フィルム

・ＳＣ-2・ＳＣ-1

・ＬＥ

・ＧＩ-1 ・ＧＩ-2

・ＧＤ-1

・ＳＦ

品質　JIS A 5759による
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・適用しない

召合せ、縦小口包み板の材質

鋼板の厚さ　・　改修標準仕様書表5.5.1による

・カラー鋼板　　・ステンレス鋼板

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

面内変形追随性の等級（・　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ 断熱性の等級（・　　　）Ｇ

（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ 遮音性の等級（・　　　）

耐震ドアセット

鋼板

簡易気密型ドアセット ・適用する　 （建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

性能等級

性能等級

・ 適用する　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ 遮音性の等級（・　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ Ｇ 断熱性の等級（・　　　）

面内変形追随性の等級（　　）耐震ドアセット

外部に面する建具の耐風圧性

・Ｓ-４（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｓ-５（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

・Ｓ-６（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

・ 適用しない

簡易気密型ドアセット

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

金物の種類及び見え掛り部の材質等

※改修標準仕様書表5.7.3による

樹脂製建具に使用する丁番　　 　

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント等の取付け位置

・建具表による

マスターキーの製作　　・製作する　・製作しない

・既存のマスターキーに合わせる

その他の鍵　　　※各室3本1組　　

鍵箱　　・有り　　・無し

自動ドア

※改修標準仕様書

表5.8.1による

・
・適用する

・適用しない

・行う

(適用箇所

は建具表

による）

・行わない

防錆開閉装置の性能 センサーの種類 凍結防止

自閉式上吊り引戸装置の性能値

※ 改修標仕 表5.9.1による

セクション材料

開閉形式 ※ 手動式 ・ 上部電動式（手動併用）

耐風圧強度　　　（　　　）N/㎡

による区分
ガイドレール

の材質

収納形式

による区分

開閉方式

による区分

※溶融亜鉛

めっき鋼板
・スタンダード形

・ ローヘッド形

・ バーチカル形

・ ハイリフト形

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電　動　式

耐風圧

区分(Pa)

※ スチールタイプ

・ アルミニウムタイプ

・ ファイバーグラス

タイプ

８．鋼製軽量建具

・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　

※ 改修標仕 表5.7.1及び表5.7.2による

・SSLD-1

・DSLD-1

・タッチスイッチ

・押しボタンスイッチ

・光線(反射)センサー

・熱線センサー

・音波センサー

・光電センサー

・電波センサー

・多機能トイレスイッチ

・図示 ・

・1250

・1000

・750

・500

※鋼板　・ステンレス鋼板　・アルミニュウム合金の押出形材

ステンレス鋼板 ※SUS 304   ・SUS 430J1L 　・SUS 443 J1  

表面仕上げ ※ ＨＬ仕上げ ・鏡面仕上げ

曲げ加工 ※ 普通曲げ ・ 角出し曲げ

・DSLD-2

・SSLD-2

凍結防止装置　　・適用する　・適用しない

戸の開閉方式　　・建具表による

シャッターの種類

・ 外壁用防火シャッター

・ 屋内用防火シャッター

・ 管理用シャッター

・ 防煙シャッター

耐風圧強度　（　　　　）N/㎡

耐風圧強度　（　　　　）N/㎡

開閉方式の種類 ※ 上部電動式（手動併用） ・ 上部手動式

二重ﾁｪｰﾝ、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シャッター ※図示

障害物感知装置を設けた電動シャッター ※図示

屋内防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構

・設ける　　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

・可動座板式

・設けない

管理用シャッターのシャッターケース　　 ・設ける　　・設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

鋼板の種類 ・JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板）

・JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

めっきの付着量　　※Z12又はF12

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いる

スイッチボックス類の蓋の材質 ・ステンレス鋼板 ・

スラットの材質

めっきの付着量（※ AZ90　　・　　　　　）

めっきの付着量（※ Z06又はF06　　・　　　　　　）
・ JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板)

・ JIS G 3322(塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑー亜鉛合金めっき鋼板)

スラットの形状　　　・インターロッキング形

・オーバーラッピング形

障害物感知装置を設けた電動シャッター ※図示

（※SUS304,SUS430JIL,
又はSUS443JI

・　　　　　　）

・ ステンレス鋼板

障害物感知装置を設けた電動タイプ ※図示

（加工：・天然木化粧加工
・塗装加工　）

・無（等級：　　　　　　　）

（加工：・天然木化粧加工
・塗装加工　）

・無（等級：　　　　　　　）

・有

・有

※Ｃ-Ｄ以上
・適用する
（　　　　）

・適用しない

・適用する
（　　　　）

・適用しない

・ 適用する

・ 適用する

・適用しない

・適用しない

内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

・

※15%以下

・

※15%以下

・

※15%以下

・

※15%以下

９．接着剤

表面仕上げ

及び下地補修

下地補修

Ｇ６．造作用集成材

[6.5.2]

[6.5.2]

[6.5.2]

［6.5.3～4］［6.8.2］［6.9.3］ ［6.11.4～5］

［6.5.5］

[6.5.2]

[6.5.2]

[6.5.1][表6.5.1][表6.5.2]

[6.3.2]

[6.2.2]

[6.1.3]

・25タイプ

・5タイプ

曲げ強さ
による区分

・30タイプ

・15タイプ

・する

・しない
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接着剤は可塑剤(揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。難揮発性のものとする。

ホルムアルデヒド放散量

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着材の種別

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

10. 防腐、防蟻処理

・ 薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・ 薬剤の塗布による防腐・防蟻処理

適用部位 保存処理性能区分

・ Ｋ２　　・ Ｋ３　　・ Ｋ４

・ Ｋ２　　・ Ｋ３　　・ Ｋ４

・ Ｋ２　　・ Ｋ３　　・ Ｋ４

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

ホルムアルデヒド放散量

積層材 Ｇ

７. 造作用単板

施工箇所
厚さ
(mm)

・

間伐材

適用
等の

※5.5

・

・・

施工箇所 表裏面の状態
による区分

・

・ミディアムデンシティーファイバーボード（ＭＤＦ）

・Uタイプ
・Mタイプ
・Pタイプ

・

８. 床張り用合板等

間伐材
等の
適用

防虫処理

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

表面の化粧加工

・適用する

・適用しない
・

・適用する

・適用しない
・

間伐材
等の
適用

防虫処理

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

含水率
（mm）

厚さ
施工箇所

※14％以下

・

・適用する

・適用しない
・

※14％以下

・

・適用する

・適用しない
・

※規制対象外

施工箇所
厚さ

（mm）

・有

・無（等級：　　　　　　　）

（加工：・天然木化粧加工
・塗装加工　）

・有

・無（等級：　　　　　　　）

（加工：・天然木化粧加工
・塗装加工　）

表面の化粧加工

　
・ＣＬＴ（直交集成板）

接着性能
種別品　名施工箇所

曲げ性能
（強度等級） (使用環境）

・図示

樹種
寸法

（mm）

間伐材
等の
適用

・

・図示 ・

・ ※規制対象外ホルムアルデヒド放散量

下地用合板

Ｇ

処理

防虫

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

※2等以上
・１等

※Ｃ-Ｄ以上針葉樹

広葉樹

板面の品質接着の程度

※１類

・２類

・１類

・２類

単板の
樹種名

・普通合板

接着剤
による区分 による区分

・難燃2
・難燃3

難燃性 厚さ

（mm)

間伐材
等の
適用

・

・

・

・

等級施工箇所 厚さ（㎜）

・ 構造用パネル

・ １級　・ ２級　・ ３級　・ ４級

・ １級　・ ２級　・ ３級　・ ４級

※ 15

施工箇所

・パーティクルボード

表裏面の状態
による区分 による区分

厚さ（mm）
による区分

Ｇ

耐水性曲げ強さ
による区分

・ ・・※13Ｐ,13Mﾀｲﾌﾟ ※Ｐ又はＭ

難燃性

・ ・ ・

・ ・

・・

・

施工箇所

・特殊加工化粧合板

厚さ

（mm） 樹種名
単板の 接着の

程度

・1類

・2類

・

・

表面性能

・

・

化粧加工の方法 防虫処理

・

・なし

・有り

間伐材
等の
適用

・

・

Ｇ

施工箇所
厚さ

（mm）

接着の
程度

防虫処理

・特類

・１類

・適用しない
・ 適用する

・ ・

・天然木化粧合板

備考樹種名
単板の

Ｇ

・化粧ばり構造用合板

間伐材
等の
適用

・

施工箇所
厚さ

（mm） 樹種名
単板の 接着の

程度

・特類

・１類

・適用しない

・ 適用する

・ ・ ・

防虫処理 備考

Ｇ

間伐材

適用処理
等の

接着の
程度樹種名 品質

防虫 強度

等級

厚さ
(mm)

・・特類

施工箇所 等級

※2級
以上

・1級

・

・
・1級 ・特類

・

単板の 板面の 保存処理
の適用

※12

・

・ ・

※１類

※１類※2級

・構造用合板 Ｇ

※ 規制対象外

・図示

・ 防腐・防蟻処理が不要な樹種による製材

処理の方法適用部位 薬剤の種類

※JIS K 1571に適合又は同等品

・

※ 改修標準仕様書6.5.5(1)(ｂ)②ア～エによる　

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

保存処理

保存処理

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

保存処理

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

Ｇ

２. 既存床の撤去、

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

種別(手加工)

モルタルは、4章外壁改修工事による。

６

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　　・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※ 壁面より両側 600㎜ 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・ 図示

※ 既存のまま　　・ 図示

ビニル床シート等の除去 ※ 仕上げ材のみ（接着剤とも）

・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲　　・ 撤去範囲全て）

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ樹脂

３. 既存壁の撤去、

・ Ａ種

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

合成樹脂塗床材の除去工法　　　・ 機械的除去工法　　・ 目荒し工法

１．改修範囲

改修後の床の清掃範囲　　　※ 図示　　

４．木下地等の

・ Ｂ種

・ Ｃ種

適用箇所 適用箇所種別(機械加工)

・Ｈ－Ｂ種

・Ｈ－Ｃ種

・Ｈ－Ａ種

５．製　材

間伐材
等の
適用

・

・

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

・造作用集成材

・

・

・

間伐材等
の適用

・化粧ばり造作用集成材

　

樹種

樹種
見付け材面の

品質

※１等　・2等

※１等　・2等

※１等　・2等

間伐材
等の
適用

・

・

　

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

※１等　・2等

※１等　・2等

・１種　・2種

・１種　・2種

ホルムアルデヒド放散量

・化粧ばり構造用集成柱

施工箇所
間伐材
等の
適用

含水率

・

・

見付け材

面の品質
化粧薄板の
厚さ(mm)

寸法

（mm）

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

樹種

・図示

・図示

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成材

施工箇所
間伐材
等の
適用

含水率

・

・

見付け材

面の品質
化粧薄板の
厚さ(mm)

寸法

（mm）

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

樹種

・図示

・図示

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所
間伐材
等の
適用

・

・

・

寸法（mm）樹種 含水率見付け材面の
品質

※15%以下・

※15%以下・

※15%以下・

・図示

・図示

・図示

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所
材面の

品質
樹種 寸法（mm）

※2級

含水率

・

※2級

・

施工箇所

・造作用針葉樹製材

樹種 寸法（mm）

※上小節

含水率

・

材面の

品質

・上小節

・図示

・図示

※2級 ※2級
・図示

・B種・ ・

・間伐材等の適用

※上小節

・ ・B種

・上小節
・図示

施工箇所

・広葉樹製材

樹種

・

※１等

等　級寸法（mm）

・図示

※１等

・

間伐材等の適用 ・

樹種

・図示

・「製材の日本農林規格」以外の製材

施工箇所

造作材の場合
（　　　　　　）

寸法

（mm）

造作材の場合
（※A種　・B種）

・図示

　

ホルムアルデヒド放散量

・下地用針葉樹製材

※ 改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

・ 

（塗り厚 25㎜ を超える場合の補強　　※図示）

「製材の日本農林規格」による製材

等級

等級

形　状

形　状

・B種

※A種 

※A種 

※A種 

※A種 

間伐材等の適用 ・

・小節以上
・

・小節以上
・ ・B種見え掛り面

見え掛り面
以外

・図示

含水率
材面の

品質

・A種 ・B種

※10％以下 

・A種 ・B種

※10％以下 

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

材面の品質 防虫処理 含水率 間伐材等
の適用

・

・

・A種 ・B種

・A種 ・B種

・

・

（※A種　・B種）

（　　　　　　）

※規制対象外

※規制対象外

施工箇所

施工箇所

見付材面数

寸法（mm） 見付材面数
化粧薄板の

厚さmm） 品質

見付け材面の

施工箇所 樹種

・図示

・図示

寸法（mm）
化粧薄板の

厚さmm） 品質

見付け材面の

1階根太組補修部

－：－（A1)
－：－（A3)

改修工事　特記仕様書(3)２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-03

032023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



プラスチック

インシュレーションボード

単板張りパーティクルボード

ミディアムデンシティファイバーボード

塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

４．塗装

３．錆止め塗料塗り

２．下地調整

１．材　料

[6.17.2～3]

[6.16.2～4]

[6.15.3～6]

[6.14.2～3]

７

・ ・ 塗装単板オーバーレイプラスチックオーバーレイ

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

　施
釉

無
釉

特
注

標
準

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

施
釉

無
釉

特
注

標
準

耐
滑
り
性

Ｇ

表面性能（　　　　　　　）タイプ

厚さ（㎜）（　　　　　　）

表面の材種

生地、透明塗料塗り

（※ ラワン程度　　・　　　　　　　　　）

不透明塗料塗り

（※ しな程度　　・　　　　　　　　　）

板面の品質（　　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

樹種名（　　　　　　）

接着の程度（・ １類　・ ２類）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

特殊加工の方法

（・ オーバーレイ　・ プリント　・ 塗装）

接着の程度（・ １類 　・ ２類）

・ メラミン樹脂化粧板

・ ポリエステル樹脂化粧板

・

・

・ 化粧パーティクルボード

・ ハードボード（素地）

・ ハードボード（化粧）

・

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 特殊加工化粧合板 Ｇ

・ 天然木化粧合板 Ｇ

・ 普通合板 Ｇ

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12　　・ 

・ 未研磨板　　・ 研磨板

・ 10　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 

・ 10（難燃）　・ 12（難燃）　・ 

・ 無研磨板

・ 研磨板 （・ スタンダード　　・ テンパード）

（・ スタンダード　　・ テンパード）

・ 内装用　　・ 外装用

・ 2.5　　・ 3.5　　・ 5　　・ 7

・ 9　　・ 12　　・ 15　　・ 18

JIS K 6903 による　厚さ（※ 1.2　・ 　　）

・

接着の程度（・１類　・2類　）

A級（・ 天井仕上　・ 内装仕上　・　　　　）

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材 ・ 適用する（・ シーリング材　　・ ジョイントコンパウンド）

・ 適用しない

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

・

施工箇所
壁紙の種類

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

紙 繊維 無機質 その他
防火種別

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

備考(参考品番）

モルタル・プラスター面の下地調整　　　※ ＲＢ種　　 

コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整　　　※ ＲＢ種　 

せっこうボード面の下地調整　　　※ ＲＢ種　　 

材料

・ 防水剤の品質・性能

品質・性能項目

防水剤の種別

セメント重量の5％以下

凝結及び安定性

混合割合

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

（凝結）

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物

(㎜)

形状
耐凍

寸法
害性

・

・

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

無

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・

・

・

再生材

の適用

Ｇ

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり

　

施工箇所

見本焼き　　・ 行う　　・ 行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

備考(参考型番）

タイルの形状、寸法等

・セメントモルタルによるタイル張り

種類　　　・ せっこう系　　・ セメント系

既調合モルタル　　・適用する（品質等：　　　　　　　）

コンクリート素地面の処理

・MCR工法　・目荒し工法

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　　・ 行う　　・ 行わない

見本焼き　　　・ 行う　　・ 行わない

タイルの形状、寸法等

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物

(㎜)

形状
耐凍

寸法
害性

・

・

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

無

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・

再生材

の適用

Ｇ

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり
施工箇所

・接着剤によるタイル張り

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

品質 ・※改修標準仕様書表6.17.1による

塗厚（㎜）　・ 

・ 防虫処理 

・ 防虫処理 

・ 防虫処理 

ＨＢ

ＩＢ

合板類の張付け　　　※ Ｂ種　　・ Ａ種

せっこうボードの目地工法　　　・ 仕上げ表による

ホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外 

・現場調合材料（セメントは改修特記仕様書8-2コンクリート工事による）

・既調合材料（　　　　　　　　　　　　　　）　

既製目地材 ・ 設ける　施工箇所（　　　　　　）　形状（※ 図示　・　　　　）

・設けない

床目地 ・ 設ける（工法：※ 押し目地　　・　　　　　）　・ 設けない

壁モルタル塗りの厚さが25ｍｍを超える場合の下地処理 ・（　　　　　　　　　　　　　　　）

　凝結時間　始発：1時間以上　終結：10時間以内

　収縮性、膨張性のひび割れ及びそりについて観察する。

（安定性）

吸水比

透水比

95％以下

80％以下

曲げ及び圧縮強度比 70％以上

伸縮調整目地の位置

床タイル（※ 縦、横とも4m以内ごと　　・ 図示　・　　　　　　　　）

床タイル以外（・ 図示　　・ 　　　　　　　　）

伸縮目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

試験張り　　・ 行う　　・ 行わない

備考(参考型番）

※ 規制対象外

・ ・

※ 規制対象外 

カット、ループ併用

レベルループパイル

カット、ループ併用

ウィルトンカーペット・

・ ダブルフェース

カーペット

アキスミンスター・

カーペット

内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

塗り

22．セルフレベリング材

21．タイル張り

20．モルタル塗り

19．壁紙張り

ボード及び合板張り

18．せっこうボードその他

17．畳敷き

16．フローリング張り

15．合成樹脂塗床

14．カーペット敷き

13．ビニル床シート

12．軽量鉄骨壁下地

11．軽量鉄骨天井下地

[6.10.2～3]

[6.11.2～6]

[6.12.2]

[6.13.2～3]

[6.9.2～3][表6.9.1～2]

[表6.8.1、表6.8.2]

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.8.2]

[6.8.2～3]

[6.7.3][表6.7.1]

［6.6.2～4］

6-5

（・  9（不燃）・ 12(不燃）　・  　）

（・ 12（不燃）・ 15(不燃）　・  　）

Ｇ

6-4

施工箇所 工法種別

・ 厚膜型塗床材

弾性ウレタン樹脂系塗床

※ 平滑仕上げ

・ 防滑仕上げ

・ つや消し仕上げ

仕上げの種類

9.5

9.5（準不燃）

模様（・ 柾目　・ 板目）専用下地材有り

12.5（不燃）　幅 440㎜ 程度

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）

9.5（不燃）

・ 化粧せっこうボード

・ 化粧せっこうボード（木目）

・ せっこうラスボード

・ 強化せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）　・ 

・ 25（ガラスクロス包）　・ 

・ 30　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 凹凸タイプ

・ 普通木片セメント板

・ せっこうボード

ロックウール吸音ボード1号

グラスウール吸音ボード 32Ｋ・

・

・ ロックウール化粧吸音板

・ けい酸カルシウム板

・ 硬質木毛セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木毛セメント板

・25　

種　　類 厚さ (㎜)、規格等

・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 21

タイプ２（無石綿）　　　

・ フラットタイプ

・化粧無（下地張り用） 

・化粧有（トラバーチン模様）

12.5（・不燃　・準不燃 ）

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 厚膜型塗床材

エポキシ樹脂系塗床

・ 平滑仕上げ

・ 防滑仕上げ

・ 薄膜流し展べ工法

・ 厚膜流し展べ工法

・ 樹脂モルタル工法

・ 薄膜型塗床材

塗料のホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外

板幅　 75

・

間伐材等

の適用  

・

・
・

・

板幅　 75

・
・

・

板幅　 75

・
・

単層フローリング Ｇ

種類 工法 樹種 大きさ (㎜) 仕上塗装厚さ(㎜)

・ フローリング

・ フローリング

※ なら

※ なら

※ なら

※ なら

・ 釘留め工法

（根太張り）

・ 釘留め工法

（直張り）

・ 接着工法

・ 接着工法

・ 塗装品

・ 塗装品

・ 無塗装品

・ 無塗装品

15

15

・12以上

303×303

ブロック１等

ボード１等 板長さ400以上

板長さ400以上

・8以上

板長さ400以上

※なら

・

間伐材等

の適用種　　類 樹　種工　　法 種別

フローリング

・天然木化粧複合

仕上塗装

防湿処理及び 厚さ・大きさ

（ｍｍ）

・接着工法

※なら

・

板厚

板幅 ・75以上

※なら

・
・ 釘留め工法
（直張り）

（根太張り）

・ 釘留め工法

防湿処理

仕上塗装

・塗装品

・無塗装品

厚 ・12以上

・15以上

長さ900以上

厚 ・12以上

長さ900以上

・

・

・

・
・12以上

複合フローリング Ｇ

板長・450以上

・900以上

・適用しない

・適用する

・C種

・A種

・B種

・A種

・B種

・C種

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外 

接着工法の場合の緩衝材　　　※ 合成樹脂発泡シート　　・ 

現場塗装仕上

・ 行う（施工箇所　　　　　　　　　）

※ ウレタン樹脂ワニス塗り

・ オイルステインの上、ワックス塗り

・ 生地のままワックス塗り
・ 行わない

・ A種　・ B種　・ C種　・ D種種別

・ 標準仕様書　表12.6.1による床組

・ ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン　　）

・

下地の種類

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極

めて少ない材料を使用したものとする。

（畳床：・ KT-Ⅰ　・ KT-Ⅱ　・ KT-Ⅲ　・ KT-K　・ KT-N）

（トラバーチン模様）

JIS記号

ＨＷ

ＭＷ

ＮＷ

ＨＦ

ＮＦ

0.8ＦＫ

1.0ＦＫ

・6　・8

ＤＲ

ＲＷ-Ｂ

ＧＷ-Ｂ

ＧＢ-Ｒ

ＧＢ-ＮＣ

ＧＢ-Ｓ

ＧＢ-Ｆ

ＧＢ-Ｌ

ＧＢ-Ｄ

ＧＢ-Ｄ

総厚さ (㎜)

・ カット、ループ併用

・ カットパイル

・ ループパイル

備考(参考品番）

屋内 　 ※ 19型　　・ 25型

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等

野縁等の種類　　屋外　　・ 19型　　※ 25型　　　

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応工法

した工法とする

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　　・ 図示　　 

周辺部の端からの間隔　　　・ 図示　　 

野縁の間隔　　　・ 図示　　 

既存の埋込みインサート　　　・ 使用する　　・ 使用しない

・ 行わない

・ 吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合

補強方法　　　※ 図示　　 

・ 天井のふところが1.5m以上3.0mの場合

・ 天井のふところが3.0mを超える場合

補強方法　　　※ 図示　　 

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強方法　　　※ 図示　　 

備　考

下敷き材　　　※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　 

あと施工アンカーの引抜き試験　　　・ 行う

補強方法　　　※ 改修標準仕様書6.6.4(8)(ア)(イ)による　　・ 

※ 改修標準仕様書6.7.3によるスタッド高さによる区分に応じた種類

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　　※ 図示　　 

スタッド、ランナーの種類

※改修標準仕様書6.7.4（5)(6）による・開口部の補強 ・

ﾋﾞﾆﾙ床シート Ｇ

ゴム床ﾀｲﾙ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

ビニル床タイル Ｇ

・視覚障害者用床ﾀｲﾙの種類・形状 (種類：　　　　　　　　形状：　　　　　　　　）

 ビニル幅木 材質　　　　・ 軟質　　・ 硬質

高さ (㎜)　　　※ 60　　・ 70　　・ 100

厚さ (㎜)　　　※ 1.5以上　　・ 

色柄　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）　

寸法(㎜)　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

厚さ(㎜)　　　・ 3.0　　・ 4.5　　・ 6.0　　・ 9.0

ゴム床タイル

特殊機能

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10 ～1x10 Ω程度

・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455） 1.2 以上～ 3.2 未満帯電防止

下地がセメント系、木質系以外の場合の接着剤の種別

※床材製作所の仕様による

・ 適用しない

・

※ 6.5

・ ・

※ 6.5

・ ・

※ 6.5

・ タイルカーペット

※ ループパイル

・ カットパイル

・

・ 第二種

※ 第一種

・ 第一種

・ 第二種

・ 第二種

・ 第一種

※ 500×500

・

※ 500×500

※ 500×500

寸法 (㎜) 備  考 施工箇所種  別

・ 適用する（性能：※ 人体帯電圧 3kv 以下　　・　　　　　　）帯電性

備　考　　（　　　　　　）

厚さ (㎜) （　　　　　　）

・ ニードルパンチカーペット

パイル形状

タイルカーペットの敷き方

※ 市松敷き　　・ 模様流し　　・ 

※ 模様流し　　・ 市松敷き　　・ 

平場

階段部分

見切り、押え金物

※　　　

※　　　

※　　　

・

・ 適用する

（性能：※ 人体耐電圧

・　　　　　）

・ 適用しない

※ 全面接着工法

・ グリッパー工法

・

・

・

・ カットパイル

ループパイル

パイル長さ (㎜)

    5～7

    4～6

    4 3kv 以下

・ タフテッドカーペット

パイル形状 工　法 帯電性 備考(参考品番）

※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　 

下敷き材（グリッパー工法の場合）

・

補強箇所　　　※ 図示　　 

種類の記号

※ FS

・

色　柄 厚さ(mm)

※ 2.0

・

・ 無地

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

・ 柄物

特殊機能

・ 帯電防止

・ 耐動荷重性

・ 防滑性

・ 耐薬品性

施工箇所

目地処理する場合の工法　　　※ 熱溶接工法　　

・

種類の記号

※ＫＴ

・ＴＴ

・ＦＴ

・ＦＯＡ

・ＦＯＢ

色　柄

・ 無地

・ 柄物

寸法 (㎜)

・ 300×300

・ 500×500

・ 450×450

特殊機能

・ 2.5

・ 3.0

※ 2.0

厚さ(mm) 備　考

・ 帯電防止

・ 防滑性

・

Ｇ

・ 柄物

・ 織じゅうたん

色柄等 帯電性

※ 無地

・ 適用しない

・ 適用する

（標準品）

・

無地の織じゅうたんの種別 ・ A種 ・ B種 ・ C種

接合方法　　※ヒートボンド工法

パイル形状 織り方

種類（　　　　　　　）

形状等　※図示 ・

材質（　　　　　　　）

・Ａ種

[7.1.3]

[7.2.1～7]

[7.3.2～3]

[7.4.2～7.14.2]

錆止め塗料塗りの種別

工程

鉄鋼面 ＥＰ－Ｇ以外

塗装面

※Ｃ種　

※Ａ種　

※Ｂ種　

新規見え掛り

ＥＰ－Ｇ 塗替え

新規見え隠れ

亜鉛めっき鋼面 塗替え ※Ｃ種

塗替え

※Ａ種

新規見え掛り

塗替え

新規見え隠れ

ＥＰ－Ｇ以外

ＥＰ－Ｇ

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　

※Ｂ種　

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

鉄鋼面

木部屋外

※Ｂ種　

※Ｂ種　

※Ｂ種　

※Ａ種　

塗  替  え
塗装面塗装の種類

新　規

※Ａ種　

木部屋内 ※Ｂ種　 ※Ｂ種　　塗り（ＳＯＰ）

　　塗料の種別

　　　※１種　・２種

・クリヤラッカー塗り（ＣＬ） ※Ｂ種　・Ａ種※Ｂ種　・Ａ種

・フタル酸樹脂エナメル塗り（ＦＥ） －－

・耐候性塗料塗り

　（ＤＰ）

鉄鋼面　上塗り等級（　　）級

亜鉛めっき面　上塗り等級（　　）級

・　　

・　　

・　　

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

・ 髙日射反射塗料塗り Ｇ

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ ＲＡ種　　・ ＲＢ種　　・ ＲＣ種

防火材料 ※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・ 次の箇所を除き防火材料とする　（箇所　　　　　　　　　）

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

工　程

・合成樹脂調合ペイント

※Ｂ種　・Ａ種 ※Ｂ種　・Ａ種・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（ＮＡＤ）

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

※ 改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　・ 

種別

・Ａ種

・Ａ種

※Ｂ種

・Ｃ種　

・Ｃ種　

・Ａ種　

・Ｂ種　

こうボード、その他のボード面）の塗替えの場合のしみ止め

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっ

　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　

屋内の鉄鋼面

コンクリート面等・つや有合成樹脂

屋内の木部　エマルションペ

　イント塗り

　（ＥＰ－Ｇ） 屋内の亜鉛めっき鋼面

※Ｂ種　

※Ｂ種　

※Ｂ種　

※Ｂ種　

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ） ※Ｂ種　

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り（ＥＰ－Ｔ） ※Ｂ種　

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

・Ａ種

・Ａ種

・Ｃ－1種
・Ｂ－1種
・Ａ－1種

※Ｂ 種　

※ 規制対象外

ひび割れ

・行う

部の補修

・行う

新　規

※ＲＢ種　

塗替え

木部

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

亜鉛めっき鋼面

モルタル面、プラスター面

コンクリート面（ＤＰ以外）、

鉄鋼面

下地面の種類
下地調整の種別

  ＲＣ種

　　　－

　　　－

　　　－

　　　－

・行わない

ＡＬＣパネル面 ・行わない

※ＲＢ種　

※ＲＢ種　

※ＲＢ種　

※ＲＢ種　

※ＲＢ種　

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

・ＲＡ種　・ＲＢ種

※ 塗替え面積の 30％　　・ 図示　　 

下地調整

  ＲＡ種

・行う

せっこうボード面、
・ＲＡ種　・ＲＢ種 　　　－

・行わない

その他ボード面
※ＲＢ種　

押出成形セメント板面

コンクリート面（ＤＰ）、

・

・

・

・

・

・

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

・ＲＣ種

・ＲＣ種

・

　ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種

・行う

・行わない

新規鋼製建具等

新規鋼製建具等

・Ａ種

※Ｂ種

※Ｂ種

・Ａ種

・Ａ種

・Ａ種

・Ｂ種　※Ａ種　

※Ａ種　・Ｂ種　

・Ｃ種　

※Ｃ種　

※Ａ種

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※Ａ種　

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

塗料（・油性　・水性） － －

・Ａ種※Ｂ 種　

・Ａ種※Ｂ種　 ※Ｂ種　・木材保護塗料塗り（ＷＰ）

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

塗付け量

２種

種類
工程

塗料その他

規格番号 規格名称

・１級

等級

・２級

・３級

塗料製造所の

仕様による
JIS K 5675

（㎏/㎡）

屋根用高日反射

反射率塗料塗料塗り

内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

6-3

・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種

※ＲＢ種

－：－（A1)
－：－（A3)

改修工事　特記仕様書(4)２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-04

042023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



環
　
境
　
配
　
慮
　
改
　
修
　
工
　
事

9-3

環
　
境
　
配
　
慮
　
改
　
修
　
工
　
事

環
　
境
　
配
　
慮
　
改
　
修
　
工
　
事

[9.3.2～4]

[9.2.1～3]

[9.1.1]

[9.1.1～5]9-1
9-2 工法

通気層の有無　　・ あり（　　　㎜）　　・ なし

不陸等の下地調整　　

外装材の施工　　　・ 外装材製造所の仕様による　　・ 

・外装材製造所の仕様による　　 ・

断熱材の施工　　　・ 断熱材製造所の仕様による　　・ 

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

試料の吸引流量 (l/min)

定 量 分 析

（JIS A 1481-3又はJIS A 1481-4）

定 性 分 析

（JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2）

・箇所数（ 　　　）

・箇所数（ 　　　）

・箇所数（ 　　　）・箇所数（ 　　　）

材　料　名

・箇所数（ 　　　）

・箇所数（ 　　　）

セキュリティゾーン入口

測 定 点

厚さ (㎜)

・

試料の吸引時間 (min)

施工調査

※ 石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によって石綿を含有している吹き

１. 石綿含有建材の

　　処理工事

付け材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。

分析対象

  アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト及び

  トレモライト

分析方法

・ 分析による石綿含有建材の調査

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

採取箇所　　　・ 図示　　　

処理作業前

測定場所

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

測定時期

測定1

測定2

測定3

（各施工箇所ごと）

・

・

・

適用 測定名称

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

測定時期、場所及び測定点

石綿粉じん濃度測定

・適用する　・適用しない

・ 計　　点測定4・

・ 測定5
集じん・排気装置の排出口

測定8

測定9・

・ 測定7

測定6・

処理作業中

撤去後1週間以降

・

処理作業後 （ｼｰﾄ養生中）

処理作業後シート

調査対象室外部の付近

処理作業室内

処理作業室内

処理作業室外

・施工区画周辺・敷地境界

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

（処理作業室以外の場合）

出口吹出し風速1m/sec以下の位置

Ｇ３. 外断熱改修工事

除去対象範囲　　・ 図示

石綿含有建材の処理

・ 石綿含有吹付け材の除去

除去工法　　※ 9.1.3(2)(ア)による

除去した石綿含有吹付け材等の処分

測定方法

・自動測定器による測定

測定名称 測定方法

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）パーティクル

イバーモニター）等の粉じんを迅速に測定できる機器
を用いた測定

カウンター、繊維状粒子自動測定器（リアルタイムファ
・測定4

・測定5

・JIS K 3850-1に基ずいた測定

・測定4 ・測定5

測定名称

・測定

・測定

メンブレンフィルタ直径 (㎜)

5 30

47

25

47

10

10

120

240

・測定

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止処置

※ 湿潤化　　・ 固形化

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・ 石綿含有保温材の除去

除去対象範囲　　・ 図示

除去工法　　・破砕して除去　・手ばらし

除去した石綿含有保温材等の飛散防止

・ 石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

※ 埋立処分（管理型最終処分場）

・ 石綿含有せっこうボード

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設）

※湿潤化　・固形化

除去した石綿含有保温材等の処分

・ 石綿含有成形板の除去

除去した石綿含有成形板の処分

・ 埋立処分（管理型最終処分場）　　・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

※ 図示による

・ 石綿含有建材除去後の仕上げ工事

・

防水改修工事

２. 断熱アスファルト

断熱材

・

種　類

・ ロックウール

・

   ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材

　（スキン層なし）

・ 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

・ グラスウール

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

ホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外

外装材

備考

・

種　類 防火性能

既存外壁の措置

既存外壁仕上げ材の撤去　　　・ あり　　・ なし

下地面の清掃　　　・ 行う　　・ 行わない

欠損部の改修工法　　　・ 改修標準仕様書4章 外壁改修工事による　　・ 

・

日射取得性・遮へい性による区分

[9.4.2]

[9.5.2～4]

乾燥気体の種類

厚さ (㎜)

 

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

・（　　　　　　　　）

断熱材の種類（JIS A 9521  発泡プラスチック断熱材）　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 断熱材後張り工法

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

厚さ（㎜）　　・ 25　　・ 30　　・ 

・ Ａ種１　　・ Ａ種１Ｈ

断熱材の種類（JIS A 9526　建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム）　

・ 断熱材現場発泡工法

種　類

Ｇ

・ 断熱材打込み工法

ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 （スキン層なし）

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

・ ・

・

・

・

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

４. ガラス改修工事

５. 断熱・防露改修工事

複層ガラス

品　類

・断熱複層ガラス

・日射熱遮へい

複層ガラス

板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの厚さは建具表による

・

・

・

・

・

・

Ｔ1

Ｔ2

Ｔ3

Ｔ4

Ｔ5

Ｔ6

断熱性の区分

・

・

・

・

・

・

Ｔ1

Ｔ2

Ｔ3

Ｔ4

Ｔ5

・ Ｓ

Ｓ・

Ｇ・

・Ｇ

・

・空気

アルゴン

・

・空気

アルゴン

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　

厚さ(mm)　 　 ・　　　　　　

[9.6.1～3]

植栽基盤及び材料

屋上緑化軽量システム　　　　・ 適用する　　・ 適用しない

芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　※ 図示　　・ 

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　※ 図示　　・ 

Ｇ

６. 屋上緑化改修工事

（品質・性能）

4

項目 性能

排水層
植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み

土壌を支え、流出しない構造をもつこと。

排水層の鉛直方向の排水性能

一般メンテナンス時の上部歩行に際し破壊しないこと。

3×10 N/㎡の載荷重で破損・有害なひずみなど異常がな

いこと。（保水層を有する場合は保水層共）

耐荷重性能

　排水層の許容圧縮強度

透水、排水層等構成材の主要材質
合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

（保水層を有する場合は、保水層共）

透水層
目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく、

植え込み用土を流出させない構造であること。

耐根層

重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い

植物に対して3年以上の耐根性能を有し、かつ、耐腐食

性及び耐久性のあるものであること。

耐根層保護層

材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、

かつ、施工中及び施工後の耐根層を保護するものである

こと。但し、耐根層がこれと同等の性能を有するものと

認められる場合は省略することができるものとする。

240L/㎡/ｈ以上

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1.0　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

既存保護層の撤去　　　・ 行う（・改修標準仕様書3.2.3による　・　　　　　　　　）

・ 行わない

（種類　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　）

かん水装置　　　・ 設置する

新植した芝及び地被類の枯保障の期間 ※引渡の日から1年

[9.7.2～9]

既存舗装の撤去及び再利用　　　※ 図示　　・ 

・

種別 材料 厚さ（㎜）

・ 図示・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・Ｄ種

・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

・ 盛土

路床の材料

路床

・

・ 図示・ 再生クラッシャラン Ｇ ・ クラッシャラン

・切込み砂利

・ 凍上抑制層

・

・ 図示

・

・ 砂

・

・ 砂・ フィルター層

路床安定処理

７. 透水性アスファルト

Ｇ舗装改修工事

・適用する　・適用しない

路床安定処理の方法

種類 ・ 普通ポルトランドセメント　　・ 高炉セメントＢ種

・ フライアッシュセメントＢ種

Ｇ

添加量　　　kg（目標CBR　・ ３ 以上　・　　）

目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法

・ 安定処理土のＣＢＲ試験

・添加材料による安定処理 ・

・路床安定処理用添加材料

・ 生石灰（・特号　・1号）　　・ 消石灰（・特号　・1号）

試験

砂の粒度試験　　　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・ 行う　　・ 行わない

路床締固め度試験　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　　・行う　　　・行わない

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

路盤

路盤の厚さ　　　・ 図示　　・ 

路盤材料

砕石

再生材

・　クラッシャラン

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ

・　粒度調整鉄鋼スラグ

・　水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

・　粒度調整砕石

Ｇ

種　　　　類

・　再生クラッシャラン

・　再生粒度調整砕石

舗装の構成　　　・図示

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

・　行う　　　・　行わない

舗装の平たん性　　　※ 著しい不陸がないもの　　 

１)共用部分

【工事内容】

■内部改修工事

１)仮設工事 建物周囲:仮囲い設置

■ 仮設工事

階段手摺新設 (木目調硬質樹脂 壁付手摺φ34 スリム目地)

高圧洗浄(付着物除去) 下地処理のうえ

高圧洗浄(付着物除去) 下地処理のうえ 可とう形外装薄塗材Ｅ

複層塗材Ｅ(凸処理)

階段ホール・階段室: 壁・天井(段裏含)塗替

腰壁・壁

段裏・天井

　　調査範囲（

　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　）

)

除去対象範囲　　  バルコニー隔てパネル　石綿セメント板

改修特記仕様書第３章による

－：－（A1)
－：－（A3)

改修工事　特記仕様書(5)

各戸共通２) -1)廊 下

カーテンレール(シングル)取付

(１階 根太フォーム撤去のうえ　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌﾑt=45新設)

-2)トイレ

２階アジヤスターフロアー撤去のうえ フリーフロアー新設

１階床組:腐食部補強

１階 根太フォーム撤去のうえ　ポリスチレフォームt=45新設

壁:既存塗膜除去(付着物除去程度)のうえ 下地処理　ＥＰ塗替

既存棚 ＳＯＰ塗替 PS壁撤去・改修

一部仕上げ撤去のうえ 石膏ボードt=9.5突付貼　ＥＰ塗替

Ｉ型手摺　L=600　(下地補強:ラワン合板t=25)

天井:野縁組共撤去 木製野縁新設のうえ化粧石膏ボードt=9.5新設

-3)浴 室 ユニットバス(バランス釜共)撤去 ユニットバス(1216)新設

アルミサッシ(カバー工法)改修　(一部間仕切壁共　撤去・新設)

建具枠:塩ビ製　100x25

洗面・脱衣室境壁(木間仕切り)撤去　間仕切り壁(木製)新設

バランス釜撤去部分 開口部閉塞:無収縮モルタル詰

脱衣室
-4)洗面

天井:野縁組共撤去 木製野縁新設のうえ化粧石膏ボードt=9.5新設

１階 根太フォーム撤去のうえ　ポリスチレフォームt=45新設

１階床組:腐食部補強

２階アジヤスターフロアー撤去・フリーフロアー新設

壁:既存仕上撤去　 化粧プリントボードt=4 新設

洗濯パン撤去 新設は設備工事

アルミサッシ(カバー工法)改修

洗面台(W=500) 撤去・新設

廊下境 額縁面:カーテンレール(シングル)新設

床下点検口設置　(450x450)

-5)ＤＫ

１階 根太フォーム撤去のうえ　ポリスチレフォームt=45新設

流し台下床組:腐食部補強 又は 補修

壁:既存塗膜除去のうえ 下地処理　ＥＰ塗替

天井:吊戸棚前 仕上(吸音板)のみ撤去のうえ

ロックウール吸音板t=9.0貼新設    (石膏ボードt=9.5下地)

ミニフェンス W=1800 H=1200 程度

北側屋根面(階段室除く)

北側勾配部 　屋根足場(単管足場程度)設置

■ 外部改修工事

１)屋根塗替工事 カラー鉄板塗替工事(破風・幕板共)

既存高圧洗浄 下地処理のうえ 錆止塗料下地　 ウレタン樹脂塗装２回塗

落雪防止(雪止め)ネット新設(W=900x2 H=100)

(鼻隠し・破風・ケラバ包み共 塗替)

２) 外壁塗替工事 外壁

軒天

バルコニー裏(2階):外壁仕上げに準ずる　(1階バルコニー裏は現状のまま)

既存スチール手摺撤去・笠木付アルミ手摺新設1.2階バルコニー:

同　手摺笠木    : 既存塗膜除去のうえ下地調整(錆止塗装共)

タテ樋          : 既存塗膜除去のうえ下地調整(錆止塗装共)

既存塗膜除去のうえ下地調整(錆止塗装共)スチール製窓手摺:

隔板パネル取替 ・ 物干金物取替

換気口取替 (床下換気口・軒天換気口・妻側換気口)

妻側　棟番号取替

天井裏・床下換気孔撤去:エルボー面でカット処理　　モルタル塗り補修

亀裂(クラック)補修

爆裂・欠損部補修 ポリマーセメントモルタル充填

耐候性塗料(DP)塗

耐候性塗料(DP)塗

耐候性塗料(DP)塗

建築補修用注入エポキシ樹脂　(注入工法)

 

１）小庇防水塗替 小庇・自転車置場屋根

３）防水改修工事 

各戸共通１)

４）建具改修工事 

２）ﾊﾞﾙｺﾆｰ床塗替 1.2階バルコニー床　:

ウレタン系塗膜防水塗

ウレタン系塗膜防水塗

既存ウレタン塗膜防水除去(高圧洗浄)　下地処理

既存ウレタン塗膜防水除去(高圧洗浄)　下地処理

玄関戸・物置(引き戸)　: 塗膜除去(ＲＢ種)のうえ　下地処理 耐候性塗料(DP)塗

ドアクローザー取替

玄関戸:ドアチャイム撤去部　鋼板プレート貼 50x150

外壁廻り鋼製建具　: 建具周囲シーリング詰替

浴室・洗面脱衣室　ｱﾙﾐｻｯｼ: 既存撤去(枠は既存再利用) カバー工法建具新設

トイレ出入口建具　　:

ＤＫ・居間・和室　　: 既存内部(アルミ建具)撤去のうえ　樹脂サッシ新設

居間・和室:建具取替時 床面養生を行なうこと

(和室部分樹脂サッシ:格子付)

(建具:アンダーカット)

既存片開き戸撤去(枠は既存再利用) 片開き戸新設

(101号室:床組補修)

床:仕上撤去のうえ 天然木化粧複合板t=12貼 新設(合板下地共)

床:仕上撤去のうえ 天然木化粧複合板t=12貼 新設(合板下地共)

床:仕上撤去のうえ 天然木化粧複合板t=12貼 新設(合板下地共)

床:仕上撤去のうえ 天然木化粧複合板t=12貼 新設(合板下地共)

ﾗｲﾆﾝｸﾞﾊﾞｯｸ:

換気扇撤去部分開口部閉塞:無収縮モルタル詰

流し前    : 防水ボードt=12.5下地 キッチンパネル貼

既存撤去のうえ　新設(木胴縁組)

システムキッチン撤去(袖パネル共)・新設(W=1800)

※１階根太組部分:補強取付を基準とし腐食が著しい場合 撤去・新設とする

※-4)南面和室 床:合板・根太フォーム撤去のうえ　ポリスチレフォームt=45新設

※-1)廊 下

壁:プリントボード面クリーニング(洗浄程度)※-2)ＤＫ

天井:野縁組補修　化粧石膏ボードt=9.5貼)

※別途工事(101号室)

※-3)居間 床:既存仕上げのうえ クッションフロアー貼

壁:既存ボード面下地処理 EP

天井:野縁新設修　石膏ボードt=9.5下地 ロックウール吸音板t=9.0貼

天井:野縁組新設　石膏ボードt=9.5下地 ロックウール吸音板t=9.0貼

天然木化粧複合板t=12貼

天井:野縁組補修 吸音石膏ボードt=9.0貼 (ソーラートン同等品)

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-05

052023-10

壁:既存ボード面下地処理 EP塗装

壁:プリントボード面下地処理(付着物除去) SOP

 

 

 

天井:野縁組補修 吸音石膏ボードt=9.0貼 (ソーラートン同等品)

壁:既存ボード面下地処理 EP塗装

(根太組腐食部補修)

天然木化粧複合板t=12貼

合板(T-1) t=12 下地

合板(T-1) t=12 下地

木根太組(30x30@455)のうえ

床:既存合板(T-1) t=12  下地 木根太組(30x30@455)のうえ

合板(T-1) t=12 下地

※-4)北面和室

複層塗材Ｅ(凸処理)

複層塗材Ｅ(凸処理)

下地処理(セメント系フィーラー)

下地処理(セメント系フィーラー)

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



)

)

)

建物概要
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※ 仮囲いの仕様・設置位置については参考とし 監督員と協議を行い設置すること

仮囲い (ミニフェンス W=1800 H=1200 程度)
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配置図　見取図　求積図２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-06

062023-10

39,30
014,500

Ｅ棟 (４戸)
【改修建物】

2,90011,0002,900

⑥
①

③

⑤

④

②

1,
70
01
,5
00

1,
00
0

7,
50
0

11
,7

00

5,800 5,200 2,900 2,900

16,800

1,300 2,600 1,300

（　改修範囲　）

㎡

㎡

㎡

Ｅ棟 (４戸)

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事

1：250、1：200（A1)
1：500、1：400（A3)



既製品 H=60

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-07

072023-10

天然木化粧複合板t=12貼

複層塗材E:凸処理仕上

複層塗材E:凸処理仕上

引張試験:２ヶ所

101号室:DK室内 床:腐食部補修 天井:既存仕上げ撤去済(45x66)１階流し台下床組み:腐食部補強

ラワン合板t=12(T-1)下地既存木床組(再利用)

ＥＰ下地処理のうえ

1階根太フォーム撤去のうえ　ポリスチレンフォームt=45㎜新設

1階根太フォーム撤去のうえ　ポリスチレンフォームt=45㎜新設

1階根太フォーム撤去のうえ　ポリスチレンフォームt=40㎜新設

(105x45)

吊戸棚上部幕板取付

既存仕上・アジャスターフロア共撤去　フリーフロア新設（隅根太共）

既存仕上・アジャスターフロア共撤去　フリーフロア新設（隅根太共）

I型手摺新設 (L=600)　　ソフトハンド P-34 VU同等品

１階木床組　腐食部補強

袖パネル付キッチンユニット(1800x2300)既存仕上撤去

既存仕上撤去

既存仕上撤去

既存ｱｼﾞｬｽﾀｰﾌﾛｱｰt=40 (再利用)既存仕上撤去

既存仕上撤去

ＤＫ

便  所

洗面・脱衣室

ホール

木目調プリント合板t=4  ヨコ貼

木目調プリント合板t=4  ヨコ貼

天然木化粧複合板t=12貼

天然木化粧複合板t=12貼

石膏ボードt=9.0捨貼下地

カーテンレール(シングル用L=1000)新設

L=1000下足箱  カーテンレール(天井用)

ロックウール吸音板t=9.0 突付貼

既存仕上げ撤去
PS壁仕上げ撤去　(下地組共)

一部:石膏ボードt=9.5 突付貼　ＥＰ新設

上部 棚 ＳＯＰ塗替下地処理のうえ

天然木化粧複合板t=12貼

天然木化粧複合板t=12貼ワン合板t=12(T-1)下地既存木床組(再利用)ラ

天然木化粧複合板t=12貼ワン合板t=12(T-1)下地既存木床組(再利用)ラ

天然木化粧複合板t=12貼ワン合板t=12(T-1)下地既存木床組(再利用)ラ

ｱｼﾞｬｽﾀｰﾌﾛｱｰt=40

天然木化粧複合板t=12貼

天然木化粧複合板t=12貼ラワン合板t=12(T-1)下地

天然木化粧複合板t=12貼ｱｼﾞｬｽﾀｰﾌﾛｱｰt=40

木床組

天然木化粧複合板t=12貼ラワン合板t=12(T-1)下地

天然木化粧複合板t=12貼ｱｼﾞｬｽﾀｰﾌﾛｱｰt=40

木床組

ラワン合板t=12(T-1)下地 天然木化粧複合板t=12貼

ラワン合板t=12(T-1)下地

天然木化粧複合板t=12貼ｱｼﾞｬｽﾀｰﾌﾛｱｰt=40

木床組

天然木化粧複合板t=12貼

木床組

ＤＫ

便  所

洗面・脱衣室

ホール

内装用アルミ戸撤去のうえ 樹脂サッシ新設

既存のまま既存のまま

１階

２階

１階

１階

２階

１階

２階

木胴縁組撤去・新設下地 防水石膏ボードt=12.5(突付貼)下地キッチンボードt=3貼流し前

既存のまま

既存のまま

プリント合板t=4  ヨコ貼

石膏ボードt=9.0貼  VE木胴縁組下地

OSCL

木製 H=60

石膏ボードt=9.0貼  VE木胴縁組下地

OSCL

木製 H=60

木胴縁組下地

OSCL

木製 H=60

プリント合板t=4  ヨコ貼木胴縁組下地

OSCL

木製 H=60

2,100

2,300塩ビ

塩ビ既存野縁撤去

既存野縁撤去

化粧石膏ボードt=9  (455x910)

既存のまま

改 修

居間境壁:テレビ線用VPφ20(キャップ付)キッチンユニット(1800x2300)2,300木野縁組下地 塩ビ

２階

１階
既 存

改 修

木野縁組下地

２階

１階
既 存

洗面化粧台(L=500) 洗濯パン  カーテンレール(天井用) L=1200

下足箱(既存のまま)

改 修

改 修

化粧石膏ボードt=9  (455x910)

木野縁組下地 2,200塩ビ

２階

１階

木野縁組下地 2,200塩ビ

２階

１階

既 存

既 存

－：－（A1)
－：－（A3)

既存・改修　仕 上 表

バランス釜撤去部(開口部閉塞):無収縮モルタル詰

ドアチャイム撤去部：鋼板プレート（50x150）貼

欠損部:ポリマーセメントモルタル

既 存

既 存

ユニットバス(1216)新設(Ｌ型・Ｉ型手摺・風呂フタ付)既存ユニットバス撤去
浴  室

既存ｱｼﾞｬｽﾀｰﾌﾛｱｰt=40 (再利用)既存仕上撤去

笠木塗替:既存塗膜除去のうえ下地処理（錆止め塗装共） 耐候性塗料DP塗

各住戸玄関ドア 

（石綿含有建材）

既存のまま

　(耐候製塗料(DP)片面塗装)

ロックウール吸音板t=9.0 突付貼

出入口額縁:樹脂製枠(100x25)

アルミ丸型ガラリ φ200 (網付)

床下・天井裏通気口φ50撤去(エルボ面でカット処理)　モルタル塗り金コテ補修
バルコニータテ樋:既存塗膜除去のうえ下地調整(錆止塗装共)耐候性塗料塗耐候性塗料(DP)塗

複層塗材Ｅ(※共通事項　複層塗材E:凸処理仕上)

複層塗材Ｅ 棟番号撤去・新設:ステンレスチャンネルt=0.8   両妻壁２ヶ所取付 (400x500)

軒天換気口撤去のうえ新設 (ACE SUSパンチング換気孔SP 150Ａ　ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ焼付塗装仕上同等品)SUSパンチング換気孔SP φ150(防虫網付) 玄関庇共

下地処理(セメント系フィーラー)一般部

軒天換気口:アルミパンチングメタル φ150

(※共通事項　複層塗材E:凸処理仕上)

(段裏共同仕上げ)

天然木化粧複合板t=12貼

ラワン合板t=5.5(T-1)貼ラワン合板t=12(T-1)下地

タタミ敷き(ｽﾀｲﾛﾀﾀﾐ同等品)ラワン合板t=12(T-1)下地

天然木化粧複合板t=12貼ラワン合板t=12(T-1)下地

タタミ敷きｱｼﾞｬｽﾀｰﾌﾛｱｰt=20

木床組

タタミ敷き(ｽﾀｲﾛﾀﾀﾐ同等品)ｱｼﾞｬｽﾀｰﾌﾛｱｰt=20

木床組

天然木化粧複合板t=12貼ｱｼﾞｬｽﾀｰﾌﾛｱｰt=40

木床組

可とう形外装薄塗材Ｅ

可とう形外装薄塗材Ｅ

下地処理

下地処理

下地処理

下地処理

可とう形外装薄塗材Ｅ下地処理

可とう形外装薄塗材Ｅ下地処理

既存塗膜除去のうえ　錆止め塗装下地　　耐候製塗料(DP)仕上

(エースアルミ隔板 ケイカル板t=5組込セット同等品)

(ACE　SUS丸型ジーエルガラリ SHG 200A10M　ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ焼付塗装仕上同等品)

改 修

屋根:
床:

長尺カラー鉄板 t=0.4 ヨコ葺き木毛セメント板 t=25下地  アスファルトルーフィング22㎏下地
天井:弾性アクリルリシン吹付 (砂壁状吹付仕上)弾性アクリルリシン吹付 (砂壁状吹付仕上)壁:コンクリート金コテ押え

ポーチ

複層塗材Ｅ

床: 既存のまま

壁・軒天: 下地処理(セメント系フィーラー)

アルミ製笠木付き手摺新設 (アルミ製てすりユニット/トップレール60BL 株式会社三洋工業同等品)ＢＬ認定品手摺・笠木撤去のうえ

笠木塗替:既存塗膜除去のうえ下地調整(錆止塗装共) 耐候性塗料DP塗

複層塗材Ｅ

複層塗材Ｅ

既存ウレタン防水除去のうえ モルタル薄塗(不陸調整程度) ウレタン塗膜防水ノンスリップ工法 (立上り共)

その他:物干し金物撤去のうえ新設

床:

壁:

軒天:

(アルミ自在物干金物 W=400 H=780.930) 隔て板撤去のうえ新設

下地処理(セメント系フィーラー)

下地処理(セメント系フィーラー)

改 修

既存ウレタン防水除去のうえ 下地処理 ウレタン塗膜防水 (立上り面共)

既存建具周囲:コーキング取替浴室・脱衣洗面所 既存内倒し窓撤去(枠は再利用)　内倒し窓新設(カバー工法)
改 修

複層塗材Ｅ(外壁と同材)

既存のまま (モルタル薄塗補修程度)

モルタル塗下地  ウレタン塗膜防水ノンスリップ工法

ＢＬ認定品  スチールドア  アルミサッシ (換気ガラリ付) 内倒し窓既 存

鼻隠・破風・ケラバ包み共塗替屋根: 高圧洗浄・下地処理の上 錆止め塗装 ウレタン樹脂塗装 ２回塗仕上げ

床:

壁・軒天:

屋根:

下地処理(セメント系フィーラー)

屋根:コンクリート金コテ下地    ウレタン塗膜防水

天井:弾性アクリルリシン吹付 (砂壁状吹付仕上)弾性アクリルリシン吹付 (砂壁状吹付仕上)壁:コンクリート金コテ押え

改 修

自転車置き場

床:

モルタル塗(勾配付)下地  ウレタン塗膜防水ノンスリップ工法 立上り巾木:

隔て板:四方アングル止め 石綿スレート板t=5  VP 

WGP:OPＢＬ認定品手摺   物干し金物   中継ドレンφ75(モルタル防水用)

壁:弾性アクリルリシン吹付 (砂壁状吹付仕上)

床:

バルコニー 既 存

開口部

既存塗膜除去のうえ下地調整(錆止塗装共)

周囲:コーキング充填床下換気口撤去のうえ新設:

基礎廻り

階段室ホール 各戸物置:既存のまま　(片引き扉(スチール製OP) 塗替)

スチール製窓手摺:

丸型ガラリ φ200 (網付)妻側換気口撤去のうえ新設:

(1)(2)
和室６帖

押  入

居 間

玄  関

(階 段)

階段ホール

(出入口)

階段ホール

24時間換気用レジスター新設(設備工事)

24時間換気用レジスター新設(設備工事)

中仕切り腰壁天端:集成材t=30 既存塗膜除去のうえ 下地処理 ウレタン塗装

ウレタン塗膜防水 (立上り面共)下地処理

下地処理(セメント系フィーラー)

弾性アクリル系リシン吹付

アクリル系リシン吹付

Ｐ型室名札(既存のまま)(木目調硬質樹脂 壁付手摺φ34 スリム目地)

内装用アルミ戸撤去・樹脂サッシ新設

内装用アルミ戸撤去・樹脂サッシ新設

既存のまま既存のまま

既存のまま既存のまま

既存のまま既存のまま

既存のまま既存のまま既存のまま

２階

既存のまま 既存のまま

腰

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

ラワン合板t=4.0(T-2)木胴縁組下地

石膏ボードt=9.0貼  VE木胴縁組下地

石膏ボードt=9.0貼  VE木胴縁組下地

20x12

雑巾摺り

45x36

タタミ寄せ

OSCL

木製 H=60

腰

腰

壁

既存のまま

既存のまま

壁

プリント合板t=4  ヨコ貼木胴縁組下地

モルタル塗金コテt=15 仕切り目地付

モルタル塗金コテt=15 アクリル内装吹付けタイル(レナコート同等品)壁

モルタル塗金コテt=15 アクリル内装吹付けタイル(レナコート同等品)

モルタル塗金コテt=15 仕切り目地付

壁

腰

H=50～70 ㎜

有孔ﾗﾜﾝ合板

防水モルタル塗

打放し補修

壁幅木

階段手摺新設 

一般部 アクリル系リシン吹付 セメントフィーラー下地処理コンクリート打放し補修

外 壁改 修

床下換気口:丸型床下換気口 φ200   周囲:コーキング充填コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

妻側換気口:丸型ガラリ φ200  (外部用ベンチレータ)

棟番号:ステンレスチャンネルt=0.8   両妻壁２ヶ所取付 (400x500)

弾性アクリル系リシン吹付

基礎廻り

外 壁
既 存

外  壁

Ｐ型室名札   中仕切り腰壁天端:集成材t=30 ウレタン塗装

(※図面記載品番等は参考品番とし 同等品以上とする)

(※図面記載品番等は参考品番とし 同等品以上とする)

北側 後付用　落雪防止(雪止ネット H=100)新設

既存のまま

既存のまま

隅柱   中棚:ラワン合板t=5.5(T-1)

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

改 修

改 修

改 修

石膏ボードt=9.0 目透し貼 EP

ラワン合板t=3.0(T-2)

杉柾化粧石膏ボードt=9.0

天袋共(根太組 45x54 @400)木製 OP 2,300木野縁組下地

クーラー用排気孔VUφ100(両面キャップ)付鴨居40x20  付柱  隅柱木製 OP 2,300木野縁組下地

付鴨居40x20  クーラー用排気孔VUφ100(両面キャップ)木製 OP 2,300木野縁組下地

２階

１階

２階

１階

２階

１階

既 存

既 存

既 存

押  入

和室６帖(1)(2)

居 間

床下用点検扉(スチール製OP) 塗替

既存のまま

既存のまま

改 修

既存仕上 高圧洗浄・下地処理の上 錆止め塗装 ウレタン樹脂塗装 ２回塗仕上げ 鼻隠・破風・ケラバ包み共塗替

庇 既存ウレタン防水除去のうえ

既存のまま

集合郵便箱・掲示板:既存のまま

改 修

改 修

化粧石膏ボードt=9  (455x910)

アクリル系リシン吹付

上り框:堅木120x60 ウレタン塗装(2)木野縁組下地 2,200塩ビ

モルタル塗金コテt=20 ＶＰ段裏

直天井コンクリート打放し補修

直天井 掲示板(600x900)  ＢＬ集合郵便受箱(４戸用)  床下用点検扉(スチール製OP)コンクリート打放し補修

防水モルタル塗金コテ押え

防水モルタル塗(t=30)金コテ押え

コンクリート金コテ押え

既 存

既 存

既 存

玄  関

(階 段)

階段ホール

(出入口)

階段ホール

長尺カラー鉄板 t=0.4 ヨコ葺き　　勾配2.5/10

鼻隠し・破風:木下地(200x25)   カラー鉄板包み

コンクリート金コテ下地    ウレタン塗膜防水

野地板:コンパネ t=12下地軒先部分金属製垂木25㎜ (ハット型)

木毛セメント板 t=25下地  アスファルトルーフィング22㎏下地鉄骨小屋組

ＣＨ廻縁天井床室　名

■内部仕上表

既 存

改 修

改 修

軒天井

庇

既 存屋  根

■外部仕上表

浴槽 バランス釜ユニットバス

改 修

既 存

クラック補修　建築補修用注入エポキシ樹脂　(注入工法)

ロックウール吸音板t=9.0 突付貼(石膏ボードt=9.5下地)

一部木胴縁組新設

吸音板のみ撤去：フード、吊戸棚上部天井 1800ｘ600 貼替既製品 H=60

既製品 H=60

既製品 H=60

塩ビ 2,200 上部 棚 杉t=18 W=200 OP

化粧石膏ボードt=9.5新設 (455x910)

塩ビ 2,100

石膏ボードt=9.0貼  VE

床下点検口(450x450)
洗面化粧台(L=500)新設　 洗濯パン新設(設備工事)カーテンレール(シングル用L=1200)新設

化粧石膏ボードt=9.5新設 (455x910)

１階木床組　腐食部補強 (105x45) 1階根太フォーム撤去のうえ　ポリスチレンフォームt=45㎜新設

一部間仕切り壁新設(木胴縁組新設)

木野縁組下地

木野縁組下地

ドアクローザ―撤去・新設

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ 複層塗材Ｅ下地処理(セメント系フィーラー)

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

石膏ボードt=9.5下地
ロックウール吸音板t=9.0 突付貼

木野縁組新設101号室

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

付着物除去

付着物除去既存塗装面:

既存塗装面:

下地処理のうえ　ＥＰ プリント合板面は既存のまま

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



1：100（A3)
1：50 （A1)既存・改修 1階平面図２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-08

082023-10

樹脂サッシ設置部養生・後片付けを示す 木床組(根太)補修・補強部分を示す

16,800

8,4008,400

2,9004,2002,6004,2002,900

2,9001,3001,3002,900

x9 x10 x11 x12 x13 x14 x15 x16 x17

ポーチ

自転車置場自転車置場

UP

UP

ホール

浴室

ホールホール

浴室

押入

掲示板

棚

玄関

階段ホール

物置

玄関 ホール

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

押入

掲示板

棚

玄関

階段ホール

物置

玄関ホール

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

脱衣室
洗面

脱衣室
洗面

250

《階段手摺新設》

《小庇:ウレタン塗膜防水塗替》

《バルコニー手摺新設(笠木付)》
《物干金物新設》

《手摺塗替》

《建具取替(カバー工法)》 《建具取替(カバー工法)》

《手摺塗替》

《小庇:ウレタン塗膜防水塗替》《小庇:ウレタン塗膜防水塗替》

《小庇:ウレタン塗膜防水塗替》

《手摺塗替》

《手摺笠木塗替》

樹脂サッシ新設

樹脂サッシ新設

樹脂サッシ新設

ＵＢ新設

洗面台新設

防水ﾊﾟﾝ新設
(設備工事)

流し台セット新設

《手摺塗替》

《隔てパネル新設》

《バランス釜撤去部:開口部閉塞》 《バランス釜撤去部:開口部閉塞》

3,
20

0
8,
50

0

3,
90

0
4,

60
0

室内建具撤去

流し台下:根太組下地補修

室内建具撤去

UP

UP

1,800

床:根太組下地補修

PS撤去PS撤去

流し台セット撤去

洗面台撤去

防水ﾊﾟﾝ撤去

浴 槽
バランス釜撤去

室内建具撤去

室内建具撤去

洗面

2,600 900900

3,
20

0
70
0

1,
69

0
11
0

1,
90

0
20
0

ポーチ

自転車置場 自転車置場
掲示板

押入

棚

脱衣室

玄関

階段ホール

物置

玄関ホール

浴室

便所

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

押入

棚

洗面

脱衣室

玄関

階段ホール

物置

玄関 ホール

浴室

便所

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

展開方向

y5

y8

y7

y9

y10

y11

3,
20

0
8,
50

0

3,
90

0
4,

60
0

y4

x9 x10 x11 x12 x13 x14 x15 x16 x17 Ｎ

既存 １階平面図 改修 １階平面図

2,6002,9002,900

8,400

2,9002,9002,600

8,400

2,6002,9002,900

8,400

2,9002,9002,600

8,400

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



3,
20

0
8,
50

0

3,
90

0
4,

60
0

2,9002,9002,600

8,400 8,400

2,900 2,900 2,600

x17x16x15x14x13x12x11x10x9

1,3001,3001,3001,300

1,900

2,
10

0
20
0

1,
60

0

PS撤去PS撤去

流し台セット撤去

洗面台撤去

防水ﾊﾟﾝ撤去

浴 槽
バランス釜撤去

室内建具撤去

室内建具撤去

室内建具撤去

洗面

3,
20

0
70
0

自転車置場自転車置場

DN

階段室

押入

棚

脱衣室

玄関

物置

玄関ホール

浴室

便所

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

押入

棚

洗面

脱衣室

玄関

物置

玄関 ホール

浴室

便所

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

展開方向

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

1：100（A3)
1：50 （A1)既存・改修 ２階平面図２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-09

092023-10

樹脂サッシ設置部養生・後片付け

x17x16x15x14x13x12x11x10x9

1,3002,900 2,9001,300

2,9004,2002,6004,2002,900

8,4008,400

16,800

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

ホール 玄関

物置

玄関

棚

押入

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

ホール玄関

物置

玄関

棚

押入

浴室

ホール ホール

浴室

ホール

階段室

DN

脱衣室
洗面

脱衣室
洗面

250

《バルコニー手摺新設(笠木付)》

《小庇:ウレタン塗膜防水塗替》

《手摺塗替》

《隔てパネル新設》

《物干金物新設》 《物干金物新設》

《階段手摺新設》

《小庇:ウレタン塗膜防水塗替》

《手摺塗替》

《手摺笠木塗替》

《建具取替(カバー工法)》《建具取替(カバー工法)》

《手摺塗替》

《小庇:ウレタン塗膜防水塗替》
《小庇:ウレタン塗膜防水塗替》

樹脂サッシ新設

樹脂サッシ新設

樹脂サッシ新設

ＵＢ新設

洗面台新設

防水ﾊﾟﾝ新設
(設備工事)

流し台セット新設

《手摺塗替》

《バランス釜撤去部:開口部閉塞》 《バランス釜撤去部:開口部閉塞》

Ｎ

2,6002,9002,900

8,4008,400

2,600 2,900 2,900

y4

y5

y8

y7

y9

y10

y11

3,
20

0
8,
50

0

3,
90

0
4,

60
0

既存 ２階平面図 改修 ２階平面図

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



2,6001,3005,800 1,300 5,800

33,600

650 650 650650

1,
40

0
3,

20
0

1,
55

0
6,

95
0

3,
20

0
13

,1
00

y2

y3

y5

y8

y1

y7

y9

y10

y11

5,8002,6002,6005,800

8,4008,4008,4008,400

60
0

8,
50

0
4,

60
0

13
,1

00
3,

20
0

x1 x2 x3 x4 x5 x6 x7 x8 x9 x10 x11 x12 x13 x14 x15 x16 x17

屋根:長尺カラー鉄板 t=0.4 ヨコ葺き　　勾配2.5/10

落雪防止ネット(後付金物共)

(W=910x2)

落雪防止ネット(後付金物共)

(W=910x2)

屋根足場(単管足場)取付面 屋根足場(単管足場)取付面

笠木塗替

笠木塗替

y4

y6

屋 根 伏 図 1:100 (A3)

1: 50 (A1)

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-10

102023-10

2,6001,3005,800 1,300 5,800

650 650 650650

《屋根塗替》

屋根:長尺カラー鉄板 t=0.4 ヨコ葺き　　勾配2.5/10

高圧洗浄・下地処理 錆止め塗装のうえ

ウレタン樹脂塗装 ２回塗仕上げ

鼻隠し,破風,ケラバ包み,幕板 及 立上笠木共塗替

5,8002,6002,6005,800

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



(W=○○○○,H=○○○○):開口寸法を示す

GL

2FL

RFL

最高高さ

5.5

10

北側　立面図
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2
,
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8
00

南側　立面図

(W=1500,H=1300)

(W=1500,H=1300)

(W=1800,H=1750) (W=1500,H=1750)

(W=1800,H=1750) (W=1500,H=1750)

(W=1500,H=1300)

(W=1500,H=1300)

(W=1800,H=1750)(W=1500,H=1750)

(W=1800,H=1750)(W=1500,H=1750)

x1 x2 x3 x4 x5 x6 x7 x8 x9 x10 x11 x12 x13 x14 x15 x16 x17

10
2.5

8,5003,2001,4003,200

y8 y1y7y9y10y11 y4y4

西側　立面図

《天井裏・床下通気口撤去》 《天井裏・床下通気口撤去》

東側　立面図

《床下換気孔撤去》

《バルコニー手摺撤去》 《バルコニー手摺撤去》

《バルコニー手摺撤去》《バルコニー手摺撤去》

8,500 3,200 1,400 3,200

y8y1 y7 y9 y10 y11y4y4

　仮設工事:屋根足場(単管足場)設置

クラック補修  参考数量 ｍ(窓下・バルコニー面等)

クラック巾0.2㎜以上

外壁・軒天井補修参考数量

クラック巾0.2㎜以下 及 ヘアクラック

外壁・軒天井補修参考数量:数量は参考とし 現場調査を行い施工すること

下地調整:セメント系フィーラー材塗で 補修とする

 参考数量

 参考数量

錆止塗装のうえ　ポリマーセメントモルタル充填欠損部補修(鉄筋露出部)

欠損部補修(一般部)

ヶ所

ヶ所 ポリマーセメントモルタル充填

欠損部　標準補修図
(１ヵ所当り　300x300程度)

周囲はつり補修部分

爆裂部(100x100)

30
0

300

《バランス釜撤去部閉塞》

建築補修用注入エポキシ樹脂 (注入工法)

1：150（A3)
1：75 （A1)既存 立面図２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-11

112023-10

《天井裏・床下通気口撤去》 《天井裏・床下通気口撤去》

(W=1500,H=1300)

(W=400,H=900)

(W=400,H=400)

(W=1500,H=1300)

(W=400,H=900)

(W=400,H=400)

(W=1200,H=900)

(W=1800,H=1900)

(W=400,H=400)

(W=400,H=400)

(W=400,H=900)

(W=400,H=900)

(W=1500,H=1300)

(W=1500,H=1300)

《棟番号撤去》

《妻側換気孔撤去》

《床下換気孔撤去》

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事

３

４

15.0



《落雪防止ネット新設》

GL

1FL

2FL

RFL

最高高さ

2,900 2,900 2,900 2,900 2,900 2,9002,600 2,600 2,900 2,900

8,400 8,400 8,400 8,400

16,800 16,800

1,
1
50

2
,8

3
0

2
,6

2
0

6,
6
00

1
,9

0
0

3
2
3

8,
8
23

5,200

GL

1FL

2FL

RFL

最高高さ

1,
1
50

2
,8

3
0

2
,
62

0

6
,6

0
0

1
,
90

0
3
2
3

8
,8

2
3

《屋根塗替》

16,800 16,800

《小庇:塗膜防水塗替》 《手摺塗替》

南側　立面図 《床下換気孔取替》《床下換気孔取替》

《隔てパネル取替》 《物干し金物取替》
《手摺笠木塗替》

《小庇:塗膜防水塗替》《手摺塗替》

GL

2FL

RFL

最高高さ

2
,
62

0
2,

2
23

8
,8

2
3

1FL

1
,
18

0
2,

8
00

10
2.5

8,5003,2001,4003,200

y8 y1y7y9y10y11 y4y4

西側　立面図

《自転車置場:塗膜防水塗替》

x1x2x3x4x5x6x7x8x9x10x11x12x13x14x15x16x17

33,600

x1 x2 x3 x4 x5 x6 x7 x8 x9 x10 x11 x12 x13 x14 x15 x16 x17

《バルコニー手摺新設》 《バルコニー手摺新設》

《バルコニー手摺新設》 《バルコニー手摺新設》

《屋根塗替》

《外壁塗替》

《基礎廻り塗替》 東側　立面図

8,500 3,200 1,400 3,200

y8y1 y7 y9 y10 y11y4y4

《妻側換気孔取替》

《棟番号取替 400x500》

《自転車置場:塗膜防水塗替》

《外壁塗替》 《外壁塗替》

《基礎廻り塗替》《基礎廻り塗替》

《バランス釜撤去部閉塞》 《バランス釜撤去部閉塞》

1：150（A3)
1：75 （A1)改修 立面図２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-12

122023-10

《手摺塗替》

《小庇:塗膜防水塗替》
《鼻隠・破風塗替》

《屋根塗替》

《手摺塗替》

《小庇:塗膜防水塗替》

《外壁塗替》

《通気口撤去補修》

10

5.5

《建具取替:カバー工法》
《自転車置場:塗膜防水塗替》《基礎廻り塗替》 《基礎廻り塗替》

《床下換気孔取替》

《建具取替:カバー工法》

《床下換気孔取替》

《通気口撤去補修》 《鼻隠・破風塗替》 《竪樋塗替》

《基礎廻り塗替》

《落雪防止ネット新設》 《妻側換気孔取替》

北側　立面図

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



落雪防止ネット(後付金物共)
(W=910x2)

調味料棚

吊り戸棚レンジフードカバー

コンクリート打放し

システムキッチン L=1800

調味料棚

吊り戸棚レンジフードカバー

カラー鉄板包み

WGP75A OP

(既存システムキッチン撤去)

石綿セメント板t=5

庇:ウレタン塗膜防水撤去

コンクリート打放し

WGP75A OP

10

2.5

笠木:ボンデ鋼板t=1.6 

折曲げ加工　OP

▼ＲＳＬ

根太90x45@360

建具撤去(枠は再利用)

《外壁塗替》

《隔パネル撤去》

《手摺下部笠木撤去》

《スチール手摺撤去》

《物干金物撤去》

《既存システムキッチン撤去》

《既存システムキッチン撤去》

《内部アルミ室内建具撤去》

《内部アルミ室内建具撤去》

隔てパネル新設

(ケイカル板t=5)

隔てパネル新設

(ケイカル板t=5)

流し前:防水ボードt=12.5下地

キッチンボードt=3.0貼

流し前:防水ボードt=12.5下地

キッチンボードt=3.0貼

《バルコニー床塗替》

《バルコニー床塗替》

弾性アクリルリシン吹付

《軒天井塗替》

軒天井:コンクリート打放し補修

軒天換気孔φ150
《換気孔取替》

《塗膜防水塗替》

10

2.5

215x25

15x80

妻側破風詳細

床

床:化粧複合板t=12撤去

ｱｼﾞｬｽﾀｰﾌﾛｱｰt=40

▼1FL

笠木:ボンデ鋼板t=1.6 
《笠木塗替》

折曲げ加工　OP

《床仕上撤去》

《床仕上撤去》

《床仕上新設》
(既存床組再利用)

▼ＧＬ

▼2SL

▼1SL

▼1FL

▼2FL

《既存のまま》

木毛セメント板t=25 (下地ジョイナー付)
アスファルトルーフィング22㎏
(金属タルキ25㎜　@450)

屋根:長尺カラー鉄板t=0.4 ヨコ葺き

《屋根塗替》

木毛セメント板t=25 (下地ジョイナー付)

アスファルトルーフィング22㎏
(金属タルキ25㎜　@450)

屋根:長尺カラー鉄板t=0.4 ヨコ葺き

《屋根塗替》

《軒天井塗替》

複層塗材Ｅ

《幕板塗替》

軒天換気孔φ150《換気孔取替》

コンパネt=12 下地

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt=25 撤去

化粧複合板t=12　撤去

コンパネt=12　撤去

床仕上撤去

化粧複合板t=12新設

コンパネt=12新設

床 (ＤＫ)

丸型床下換気口φ200撤去

《物干金物撤去》

《浴槽・バランス釜共撤去》

天井:化粧石膏ボードt=9貼

建具撤去(枠は再利用)

(砕　石)

盛 土

浴室廻り土間スラブ

1,550

《床仕上新設》

《床仕上新設》
(既存床組再利用)

(既存床組再利用)

《屋根・鼻隠等塗替》

落雪防止ネット

 (後付金物共)

φ150新設

▼ＧＬ

▼1SL

▼2SL

▼2FL

▼ＲＳＬ

カラー鉄板包み

《既存のまま》

《既存のまま》 《既存のまま》
廊下:壁・天井

廊下:壁・天井廊下:壁・天井

廊下:壁・天井

《笠木付アルミ製手摺新設》

《塗膜防水塗替》

《外壁塗替》

複層塗材Ｅ

下地処理(ｾﾒﾝﾄ系ﾌｨｰﾗｰ)

下地処理(ｾﾒﾝﾄ系ﾌｨｰﾗｰ)

ＵＢＤＫ

洗面・脱衣室ＤＫＤＫ

ホール

ホールホール

ホール

《屋根・鼻隠等塗替》

屋根:高圧洗浄のうえ

ウレタン樹脂塗装２回塗
下地処理のうえ　錆止め塗装下地

笠木:既存塗膜除去のうえ

下地処理(錆止塗装)

《笠木塗替》

ＤＫ ＵＢ

 建具新設(カバー工法)

215x25

15x80

妻側破風詳細

カラー鉄板包み
《軒先塗替》

システムキッチン L=1800

《塗膜防水塗替》
床:ウレタン塗膜防水撤去

《隔パネル撤去》

石綿セメント板t=5

外壁:コンクリート打放し補修

弾性アクリルリシン吹付

《間仕切り壁撤去》

壁プリント合板t=4貼
《壁仕上撤去》

洗面・脱衣室

《軒天井塗替》

ウレタン塗膜防水仕上(ノンスリップ)

軒天換気口
φ150新設

《物干金物新設》

軒天換気口

(外壁面でカット処理)

コア抜き部分

《床仕上・下地共新設》

モルタル塗補修

通気パイプ撤去面通気パイプ撤去
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(流し台下根太組腐食部補強)

《床仕上・下地共撤去》

《壁仕上げ新設》

《カーテンレール新設》

開口部閉塞

現場発泡ウレタン吹付

《UB新設》

《塗膜防水塗替》

 建具新設(カバー工法)

34
5

25
30

40
0

1,
40

01,
80

0

84
0

35
25

90
0

1,
08

0
15

《屋根足場設置》

耐候性塗料(DP)塗

《基礎廻り塗替》

バルコニー下端塗装範囲

モルタル塗補修

通気パイプ撤去面

《物干金物新設》

400

(外壁面でカット処理)

吊戸棚上部幕板取付

《既存のまま》

丸型床下換気口φ200新設

下地処理
ウレタン塗膜防水仕上

《塗膜防水塗替》

複層塗材Ｅ

下地処理(ｾﾒﾝﾄ系ﾌｨｰﾗｰ)

《基礎廻り塗替》

木製巾木H=60 撤去

ウレタン塗膜防水仕上(ノンスリップ工法)

複層塗材Ｅ

下地処理(ｾﾒﾝﾄ系ﾌｨｰﾗｰ)

Ａ

キッチンユニット新設

キッチンユニット新設

《巾木:撤去》 《巾木:撤去・新設》

《巾木:撤去・新設》《巾木:撤去》

庇:既存ウレタン塗膜防水撤去

既存ウレタン塗膜防水除去の上 下地処理

既存ウレタン塗膜防水除去の上 下地処理

《天井野縁共撤去》

型枠

500
400

25
0

250

30
0

25
現場発泡ウレタン吹付(t=25)

40
0

17
5

差し筋　D10

40
0

新設コア抜き部分

▽2Fｽﾗﾌﾞ下

(既存換気扇開口部閉塞)

吊戸棚上部幕板取付Ｂ

Ｂ

型枠

40
0

250

350

50
0

バランス釜開口部分(W=250xH=400)
無収縮モルタル詰

現場発泡ウレタン吹付(t=25)

差し筋　D13

《吊戸棚前面 天井仕上撤去》

《吊戸棚前面 天井仕上撤去》

《天井部分貼替》

《木間仕切り壁新設》

1,000600

《壁・天井新設》

2,
20

0

2,
30

0

2,
30

0
2,

30
0

2,
30

0

吸音板t=9.0のみ撤去 (下地貼は既存のまま)

吸音板t=9.0のみ撤去 (下地貼は既存のまま)

吊戸棚前面 天井 吸音板t=9.0貼新設
(下地は既存再利用)

吊戸棚前面 天井 吸音板t=9.0貼新設
(下地は既存再利用)

木野縁組新設150

《床仕上新設》
(既存床組再利用)

既存根太 45x66 @450  大引 100x40根太 45x66 @450  大引 100x40

Ｂ

無収縮モルタル詰
既存コア開口部分

(流し台下:腐食部 撤去・新設)

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=45㎜新設

150

通気パイプ撤去

800

140

コア抜き部分

800

90150

90150

90 110 90 110

150

90
90110

既存 断面詳細図 改修 断面詳細図

バランス釜撤去部

給湯器撤去（設備工事)

バランス釜撤去

《 Ｂ 既存コア部分(キッチン換気扇取付部 開口部閉塞 》 《 Ａ バランス釜撤去 開口部閉塞 》

スリーブコア抜き:設備工事

既存スリーブ開口部閉塞:建築工事

図面記載寸法は 机上寸法とし 現場実測を行い施工すること

1：50（A3)
1：25（A1)既存・改修 断面詳細図

幕板　150x25 幕板　150x25 

230
175

16
0

55
0

垂木45x45 @450

軒先:カラー鉄板包み

150

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-13

132023-10

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

軒天井:高圧洗浄(付着物除去)のうえ

《軒先塗替》

ウレタン樹脂塗装２回塗
下地処理のうえ　錆止め塗装下地
高圧洗浄のうえ

軒天井:高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



▼1ＦＬ

▼ＧＬ

▼2ＦＬ

▼ＲＳＬ

10
5.5

10
5.5

▼ＧＬ

▼2ＦＬ

自転車置場物　置

《壁塗替》

《外壁塗替》

下地処理(セメント系フィーラー)

手摺新設

《建具塗替(枠共)》

《建具塗替(枠共)》

《建具塗替(枠共)》

集合郵便箱(既存のまま)

掲示板:既存のまま 手摺新設

《建具塗替(枠共)》

《建具塗替(枠共)》

《建具塗替(枠共)》

《建具塗替(枠共)》

《建具塗替(枠共)》

物　置

《既存のまま》《既存のまま》

《既存のまま》

《自転車置場屋根 塗膜防水塗替》

《既存建具》

《腰壁塗替》

天井:コンクリート打放し
《天井塗替》

手摺新設
梁(180x450）

郵便受　4戸用

破風板 コンパネt=12+12
カラー鉄板t=0.35

階段ホール

《建具塗替(枠共)》

《壁塗替》

《外壁塗替》

下地処理(セメント系フィーラー)

手摺新設(木目調硬質樹脂 φ34)

手摺新設

《腰壁塗替》

《中壁塗替》 《腰壁塗替》

下地処理　錆止め塗装

屋根:高圧洗浄のうえ

《屋根・鼻隠等塗替》

《壁塗替》

《天井塗替》

《軒天塗替・換気孔取替》

▼1ＦＬ

《鼻隠塗替》《鼻隠塗替》

ポーチ

(木目調硬質樹脂 壁付手摺φ34)

手摺新設
(木目調硬質樹脂 壁付手摺φ34)

ウレタン塗膜防水仕上

《塗膜防水塗替》

《建具塗替》

天井:コンクリート打放し下地

《既存建具》

ウレタン樹脂塗装 ２回塗

下地処理のうえ　ウレタン塗装

手摺笠木:集成材130x30 

▼ＲＳＬ

下地処理(セメント系フィーラー)

《軒天井塗替》

《軒天井塗替》

《自転車置場　袖壁》

《自転車置場　袖壁》

《自転車置場　袖壁》

階 段 室

階 段 室

階段ホール

床:コンクリート金コテ押え(既存のまま)

《建具塗替(枠共)》

《建具塗替(枠共)》

《建具塗替(枠共)》
《腰壁塗替》

落雪防止ネット(後付金物共)
(W=910x2 H=100)

下地処理(セメント系フィーラー)

(既存のまま)

(木目調硬質樹脂 壁付手摺φ34)

腰壁:モルタル塗金コテ(H=1000)

床:防水モルタル塗(t=30)金コテ押え

壁:モルタル塗金コテ下地

玄関戸(共通)

下地処理(セメント系フィーラー)

腰壁:モルタル塗金コテ(H=1000)

アルミサッシ(引違い戸)

《段裏塗替》
段裏:モルタル塗金コテ下地

腰壁:モルタル塗金コテ仕上(H=1000)

《壁塗替》

壁:モルタル塗金コテ下地

DNUP

UP

《屋根・鼻隠等塗替》

屋根:長尺カラー鉄板t=0.4 ヨコ葺き

下地処理　錆止め塗装
ウレタン樹脂塗装 ２回塗

塗替:高圧洗浄のうえ

《屋根・鼻隠等塗替》

屋根:長尺カラー鉄板t=0.4 ヨコ葺き
塗替:高圧洗浄のうえ

下地処理　錆止め塗装
ウレタン樹脂塗装 ２回塗

《屋根・鼻隠等塗替》
屋根:高圧洗浄のうえ

下地処理のうえ　錆止め塗装下地
ウレタン樹脂塗装２回塗

既存塗膜除去 

10
4.5

下地処理 ウレタン塗膜防水仕上
(立上りH=100共)

床下点検口扉

《建具塗替》
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下地処理(セメント系フィーラー)

《屋根・鼻隠等塗替》
高圧洗浄のうえ

ウレタン樹脂塗装 ２回塗
下地処理　錆止め塗装

既存ウレタン塗膜防水除去のうえ

既存ウレタン塗膜防水除去のうえ 下地処理
コンクリート金コテ下地

(※共通事項　複層塗材E:凸処理仕上)

図面記載寸法は 机上寸法とし 現場実測を行い施工すること

1：60（A3)
1：30（A1)階段詳細図

16
0

(既存のまま)

(W=1200 H=900)

(W=1800,H=1900)

下地処理のうえ　複層塗材E

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-14

142023-10

下地処理のうえ　複層塗材E:凸処理仕上

下地処理のうえ　複層塗材E:凸処理仕上

下地処理(セメント系フィーラー)　複層塗材Ｅ:凸処理仕上

下地処理(セメント系フィーラー)　複層塗材Ｅ:凸処理仕上

複層塗材Ｅ:凸処理仕上

複層塗材Ｅ:凸処理仕上

複層塗材Ｅ:凸処理仕上

複層塗材Ｅ:凸処理仕上

複層塗材Ｅ:凸処理仕上

複層塗材Ｅ:凸処理仕上

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

《壁塗替》

壁:モルタル塗金コテ下地

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

掲示板　600x900

(既存のまま)

(既存のまま)

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

外壁:高圧洗浄(付着物除去)のうえ

軒天井:高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

段裏:モルタル塗金コテ下地

下地処理のうえ　可とう形外装薄塗材Ｅ

下地処理のうえ 可とう形外装薄塗材Ｅ

下地処理のうえ 可とう形外装薄塗材Ｅ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

下地処理のうえ　複層塗材E:凸処理仕上
高圧洗浄(付着物除去)のうえ

アクリルリシン吹付(既存仕上)

吹付けタイル(既存仕上)

高圧洗浄(付着物除去)のうえ
下地処理のうえ　　複層塗材E:凸処理仕上

吹付けタイル(既存仕上)

下地処理のうえ 可とう形外装薄塗材Ｅ

アクリルリシン吹付(既存仕上)

吹付けタイル(既存仕上)
高圧洗浄(付着物除去)のうえ
下地処理のうえ　複層塗材E:凸処理仕上

吹付けタイル(既存仕上)

吹付けタイル(既存仕上)

外壁:高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

高圧洗浄(付着物除去)のうえ

軒天井:高圧洗浄(付着物除去)のうえ

軒天井:高圧洗浄(付着物除去)のうえ
高圧洗浄(付着物除去)のうえ

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



ホール

棚

踊り場

階段ホール

2階踊り場　Ｓ=1/60

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

便所

玄関

物置

便所

掲示板

既存塗膜除去(RB種)
耐候性塗料(DP)塗

手摺

手摺

ウレタン塗膜防水仕上

隔てパネル新設

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

押入
押入

押入

洗面・脱衣室

《手摺塗替》

《建具塗替》 《建具塗替》

《手摺新設》

《手摺新設》

(既存のまま)

梁
(
1
8
0
x
4
5
0
）

<床仕上新設>

BL認定品スチール手摺バルコニー用

棚

踊り場

便所

階段ホール

2階踊り場　Ｓ=1/60

防水ﾊﾟﾝアルミ製室内建具撤去

アルミ製室内建具撤去

アルミ製室内建具撤去 アルミ製室内建具撤去

(枠:既存再利用)
内倒し窓撤去 内倒し窓撤去

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

便所

玄関

物置

押入

押入

掲示板

既存建具塗替

既存建具塗替 既存建具塗替

既存手摺塗替

既存手摺塗替 手摺 手摺

手摺

手摺

洗面化粧台

隔てパネル撤去
既設物干し金物撤去

笠木:ボンデ鋼板t=1.6
折曲げ加工　OP

笠木:ボンデ鋼板t=1.6
折曲げ加工　OP

洗面・脱衣室

(建具枠共)

《既存撤去》

《既存撤去》 《既存撤去》

《既存撤去》

《既存撤去》
《既存撤去》

《既存撤去》

《既存塗替》

《既存塗替》

軒天井用換気口
《既存撤去》

《既存塗替》 《既存塗替》

《既存塗替》

壁仕上撤去

梁
(
1
8
0
x
4
5
0
）

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)
(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

DK

(
開

口
寸

法
)

(W=1700 H=1765)

(
W
=
7
4
0
 
H
=
1
7
6
5
)

(W=1730 H=1715) (W=1530 H=1715)

(W=1530 H=1330)

(W=1530 H=1330)

〈ヨド ＢＬ手摺〉

(W=800 H=1900) (W=800 H=1900)

(W=700 H=1900) (W=700 H=1900)

樹脂サッシ新設(和紙貼仕様)

樹脂サッシ新設(和紙貼仕様)

樹脂サッシ新設

内部改修範囲を示す

<バルコニー床>

《笠木塗替》

《既存笠木塗替》 《既存笠木塗替》

《既存手摺撤去》

《既存内部建具撤去》

《既存内部建具撤去》

《既存内部建具撤去》

樹脂サッシ新設

物干し金物新設

《自転車置場屋根場屋根》

壁・段裏塗替え
(腰壁共塗替)

《手摺笠木塗替》

《手摺笠木塗替》

(既存のまま)

(枠:既存再利用)

袖:スチールパネル撤去

壁・見切り撤去

ホール

(浴槽・バランス釜共)

《既存撤去》

《既存撤去》

《建具塗替》
既存建具塗替
(建具枠共)

《既存撤去》
ステンレス流し台セット撤去
流し前・側面:壁仕上げ撤去

集合郵便受4戸用集合郵便受4戸用

<床仕上撤去>

カーテンレール(シングル)新設

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

展開方向

床下点検口

《間仕切り新設》

<床・壁・天井仕上撤去>

(防腐処理)

《PS壁撤去》

コア抜き(設備工事)

コア抜き(設備工事)

(カバー工法用)
《内倒し窓新設》

(カバー工法用)
《内倒し窓新設》

防水ﾊﾟﾝ
洗面化粧台

フカシ壁:木胴縁組

流し台下部床組腐食部補強

《ＵＢ新設》
(1216)

浴室

《既存撤去》

浴室

コア抜き(設備工事) 《開口部閉塞》

《新設》

<床・壁・天井仕上改修>

《建具取替:内部養生》

《建具取替:内部養生》

《建具取替:内部養生》

<床・天井仕上改修>

《設備工事》

洗面・便所:１階床組み補修
廊下壁:既存のまま

廊下壁:既存のまま

(既存枠に摺り付け)

ＤＫ

耐候性塗料(DP)塗
既存塗膜除去(RB種)

笠木:既存塗膜除去(RB種)
耐候性塗料(DP)塗

《手摺塗替》

既存床ウレタ塗膜防水除去
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(床:既存のまま) (床:既存のまま)

(既存のまま)

玄関
(既存のまま)

キッチンユニット新設

防水ボードt=12.5下地 キッチンボード貼

《自転車置場屋根場屋根》

ウレタン塗膜防水仕上

既存ウレタン塗膜防水除去のうえ
下地処理

壁:プリントボード面既存のまま

木間仕切り壁新設

<床・仕上新設><床・仕上撤去>

天端:モルタル塗金コテ
《笠木付アルミ製手摺新設》

手摺

壁:プリントボード面既存のまま

I型手摺新設

壁仕上新設

(既存のまま)

(既存のまま)

《開口部閉塞》
(既存換気扇撤去部)

既存　平面詳細図 改修　平面詳細図
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1,900

自転車置場 自転車置場
土間:モルタル薄塗補修

パネル取合い部:見切り新設

見切り新設

壁塗替え

壁:既存塗膜除去

11
0

90

15
0

80
0

15
0

手摺

11
0

90

9
0

15
024
0

20
0

800

90110

100

《バランス釜撤去部》

<床・天井仕上撤去>

17
5

74
0

(
W
=
7
4
0
 
H
=
1
7
6
5
)

(
開

口
寸

法
)

(
開

口
寸

法
)

(
W
=
3
3
0
0
 
H
=
1
7
6
5
)

既存床ウレタ塗膜防水除去
《既存塗替》

図面記載寸法は 机上寸法とし 現場実測を行い施工すること

Ｎ

1：60（A3)
1：30（A1)既存・改修 平面詳細図２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-15

152023-10

木床組(根太)補修・補強部分を示す

間仕切り壁撤去

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



80×30

80x80 80x30
45x11080x80

45x11080x30100x100

65x35

洗面化粧台防水ﾊﾟﾝ

撤去(640x800)

100x130

30x25

100x100

既存額縁

撤去

梁
(
1
8
0
x
4
5
0
）

シリンダー錠 引き手
鋼製ガラリ(150x300)
埋込レール
戸当り消音ゴム付

片引きスチール戸 (H=1800)

内倒し窓(400x400) F4内倒し窓(400x900) F4

《建具塗替 枠共》

《建具塗替 枠共》
片開スチールプレス戸 (H=1900)

シリンダー錠 引き手
鋼製ガラリ(150x300)
埋込レール
戸当り消音ゴム付

《建具塗替 枠共》

W=500

壁:化粧プリントボードt=4貼

既存:下足入(既存のまま)

既存建具再取り付け

既存建具取外し

壁:化粧プリントボードt=4貼
壁:化粧プリントボードt=4貼

100x130(既存柱)

梁
(
1
8
0
x
4
5
0
）

105 80

25

18
0

30
95
0

30

90 100
60

100

5050

梁(180x450）

40 20

15 10

25

折曲げ加工　O.P.S

床:防水モルタル塗金コテ押え

壁プリント合板t=4  ヨコ貼

天井:化粧石膏ボードt=9

40
1,

90
0

48

15
30

3

ボンデ鋼板 25x105

下足入 玄関

上り框:堅木120x60
ウレタン塗装(2)

10

15
18
2

18
0

17

19
7

▽▼FL

▼SL

ＵＢＦＬ

四方枠(100x25)
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7
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7
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2
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9
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9
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9
0

9
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6
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1
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9
0

5
5

※ ※ ※

<床仕上新設>

※カバー寸法等はメーカー仕様とする

18
0

12
0

12
0

▼FL

▼SL

(浴室 土間スラブ)

(浴室 土間スラブ)

有孔ベニヤ5.5M/M　(既存のまま)

防水モルタル塗金コテ押え(既存のまま)

上部棚

枠:既存のまま

150

13
0

13
0

150

玄 関

便所

洗面・脱衣室

玄 関

便所

洗面・脱衣室

既存上り框(既存のまま)

ホール

ホール

化粧複合板t=12新設
コンパネt=12新設

ラワン合板t=12(T-1)下地
天然木化粧複合板t=12貼

<床仕上撤去>

ラワン合板t=12(T-1)下地
天然木化粧複合板t=12貼

<床仕上撤去>

ラワン合板t=12(T-1)下地
天然木化粧複合板t=12貼

<床仕上撤去>

<床仕上新設>

化粧複合板t=12新設

化粧複合板t=12新設
<床仕上新設>

120×60ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗(既存のまま)

化粧複合板t=12新設
<床仕上新設>

１階ラワン合板t=12(T-1)下地

<床仕上新設>

床下点検口

防水パン新設
(設備工事)

壁仕上新設

片開きポリ合板
フラッシュ戸撤去

2階:ｱｼﾞﾔｽﾀｰﾌﾛｱｰ撤去

2階:ｱｼﾞﾔｽﾀｰﾌﾛｱｰ撤去

6
0
0

片開きポリ合板
フラッシュ戸新設

2階:ﾌﾘｰｱﾛｱｰ新設

2階:ﾌﾘｰｱﾛｱｰ新設

既存建具枠
既存額縁 無収縮モルタル詰

1階:木床組

1階:木床組

壁:既存仕上撤去

1階:木床組腐食部補強

1階:木床組腐食部補強

(木下地補強:新設 又 取替)

(木下地補強:新設 又 取替)

W=500
洗面化粧台新設

9045 90

250

2
3
0

樹脂製額縁 100x25

PS撤去壁:既存壁仕上撤去

壁:既存壁仕上新設

4
0
1
0
0

既存建具枠

I型手摺新設
下地補強(合板t=25)

250 上部棚塗替
棚板t=15 W=200 

9045

5
5

4
0

5
0

5
0

4
5

1
0
0

2
3
0

1
2
0

250

便所

廊下壁:既存のまま

廊下壁:既存のまま

建具改修(カバー工法)

シリンダー面付錠

郵便受 ドアチェーン 防音ゴム

旗丁番 戸当り

片開スチールプレス戸 (W=800)

《玄関戸 塗替 枠共》

ドアチャイム

既存塗膜除去のうえ

耐候製塗料(DP)仕上
錆止め塗装下地

ドアチャイム撤去

ビス目隠し部分:鋼板プレート (50x150)貼

《玄関戸 塗替 枠共》

木製間仕切壁撤去

木製間仕切壁新設

片引きスチール戸 (H=1900)

15 15400

400

15

15
既

存
Ｈ

寸
法

15

※ ※

※
※

※※

【既存】 洗面・脱衣室廻り詳細図　　1/30

【既存】玄関上り框  断面図 (既存のまま)

 突付け貼　EP

壁仕上新設
石膏ボードt=9.5 

壁:塗替え

【改修】 洗面・脱衣室廻り詳細図　　1/30

【改修】浴室出入口 断面図

【既存】　玄関 出入口　断面詳細図 【既存】》浴室出入口 断面図

木間仕切り壁新設

木間仕切り壁撤去

補強板新設(90x30)

I型手摺新設
下地補強(合板t=25)

【既存・改修】トイレ・浴室出入口廻り 詳細図

2
5
1
5

5080

80

浴室

OP

3
02
5

30

1
0
5

5540 46

5540 46

4
0

3
0

901070

9045

1
2
0

5
5

4
0

90

5
0

5
0

4
5

1
0
0

便所

PS撤去

250

2
3
0

上部棚SOP塗替

石膏ボードt=9.5 
壁仕上撤去

洗面・脱衣室

壁:塗替え

壁:塗替え

建具扉のみ撤去・新設

(枠は既存再利用)

Ｎ

ユニットバス・浴槽・バランス釜撤去

H=2000
W= 700

W= 667
H=2005

60x60

１階木根太組 105x45 @450

１階木根太組 105x45 @450

木胴縁補修(45x45 @455)

60x35@455

２階ｱｼﾞｬｽﾀｰﾌﾛｱｰ

2
0
0

2
0
0

1,100

1
,
0
5
5

壁:既存塗膜除去(付着物除去程度)

壁:下地処理　EP

(EP仕上)

バランス釜撤去

《建具塗替 枠共》
片開スチールプレス戸 (H=1900)
ドアチャイム撤去:PL取付
ドアクローザー取替

図面記載寸法は 机上寸法とし 現場実測を行い施工すること

1：30（A3)
1：15（A1)洗面・脱衣室詳細図２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-16

162023-10

浴室 (1216)

浴 室

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



棚板t=15 W=200 塗替

玄関・廊下《既存》

玄関・廊下《改修》

洗面・脱衣室《既存》

18
0

2,
20

0

40
5

1,
76

5
30

5,500

1,500 1,400 2,600

2,
20

0

1,200

55 1,145

18
0

5,500

1,5001,4002,600

2,
20

0

1,200

18
0

2,
20

0

40
5

1,
76

5
30

2,
20

0

18
0

1,500 1,400 2,600 1,5001,4002,600

5,500 1,200 5,500

551,145

2,
20

0

1,200

スチール戸塗替
(枠共)

下足入

下足入
(既存のまま)

1700x1765

800x1900

1,14555 1,145 55

床仕上撤去

床仕上新設(床組は既存再利用)
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=45㎜新設

《カーテンレール(シングル)取付》

《カーテンレール(シングル)取付》 《カーテンレール(シングル)取付》 天井:既存のまま

壁:既存のまま

Ａ方向 Ｂ方向 Ｃ方向 Ｄ方向

玄関ホール・廊下 玄関ホール・廊下玄関ホール・廊下 玄関ホール・廊下

玄関ホール・廊下玄関ホール・廊下玄関ホール・廊下 玄関ホール・廊下
Ａ方向 Ｂ方向 Ｃ方向 Ｄ方向

洗面・脱衣室《改修》

巾木新設

巾木撤去

1,055

ＷＣ

1,055

ＷＣ

2,
10

0

棚板t=15 W=200 塗替

建具枠:既存再利用

建具枠:既存のまま

614x1750

建具扉撤去

建具扉新設
(枠は既存再利用)

Ｄ方向

Ｄ方向

80
0

洗面・脱衣室

1,855

1,910

55

1,
40

0
40
0

40
0

洗面・脱衣室

1,855

1,910

55

1,
40

0
40
0

30
0

20
0

1,
90

0
10
0

2,
20

0

木間仕切撤去

間仕切新設

建具枠:100x25 SOP

Ｄ方向

Ｄ方向

4,200

1,300 1,400 1,500

18
0

ＵＢＦＬ
▽

ユニットバス新設

洗面・脱衣室 浴室(UB)ＷＣ

4,200

1,300 1,400 1,500

12
0

1,
80

0
18
0

45
0

1,
75

0

洗面・脱衣室 浴室(UB)ＷＣ

35
0

1,
75

0

カーテンレール取付(シングル)

ユニットバス撤去

Ｃ方向

Ｃ方向

床仕上新設
１階 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=45㎜新設

壁:既存塗膜除去

既存塗膜除去 EP塗装

巾木撤去

巾木新設

4,200

2,
62

0
18

0

ＵＢＦＬ
▽

洗面台新設

ＷＣ洗面・脱衣室

ＷＣ洗面・脱衣室

2,
20

0

1,500 1,400 1,300

4,200

内倒し窓撤去
(枠:既存再利用)

洗濯パン撤去

洗面台撤去

内倒し窓撤去
(枠:既存再利用)

1,
75

0

ユニットバス撤去

2,
62

0
18
0

18
0

内倒し窓新設
(カバー工法)

内倒し窓新設
(カバー工法)

天井仕上新設(野縁組共新設) 天井仕上新設(野縁組共新設)

2,
10

0
木間仕切撤去

間仕切壁新設

200

Ａ方向

Ａ方向

20
1,
98

0

洗濯パン(設備工事)

床仕上新設 床仕上新設

PS撤去部 ボード貼新設

２階　アジャスタｰフロアー撤去
フリーフロアー新設

天井仕上撤去(野縁組共)天井仕上撤去(野縁組共)

PS撤去

PS壁・下地共撤去

棚板t=15 W=200 塗替

壁仕上撤去

１階部分:根太組補修
床仕上・下地共撤去 床仕上撤去

壁:既存壁仕上撤去

EP塗装

壁仕上げ新設

1,
75

0

1,500 1,400 1,300

１階　木根太組 補強 又は 補修

下地補強(合板t=25)
Ｉ型手摺新設L=600

ユニットバス新設

開口部閉塞

1,855

1,910

55

洗面・脱衣室

1,855

1,910

55

1,
40

0
40
0

40
0

洗面・脱衣室

30
0

1,
90

0

614x1750

20
0

1,
90

0

10
0

2,
10

0

1,
40

0
40
0

30
0

614x1750

建具扉撤去

建具扉新設
(枠は既存再利用)

Ｂ方向

Ｂ方向

壁仕上げ新設

巾木撤去

巾木新設

ＷＣ

巾木撤去

壁:既存壁仕上撤去
PS壁・下地共撤去

1,055

Ｂ方向

巾木新設

EP塗装

Ｂ方向 ＷＣ

1,055

１階 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=45㎜新設

※１階根太組部分:補強取付を基準とし腐食が著しい場合 撤去・新設とする

1：60（A3)
1：30（A1)既存・改修 展開図(1)２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-17

172023-10

浴室

浴室(UB 1216)

壁仕上撤去

間仕切り壁撤去

壁仕上新設

間仕切り壁新設

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事

壁:壁仕上新設 壁:壁仕上新設



ＤＫ

Ｂ方向

Ｄ方向

Ｂ方向

Ｄ方向

 ＤＫ　《改修》

 ＤＫ　《既存》

ＤＫ

1700x1765

袖パネル撤去

壁:プリントボード面既存のまま

天井:吸音板のみ撤去

2,900

50
0

1,
00

0
80
0

1,
76

5
53
5

ＤＫ廊下

物干し金物撤去

隔てパネル撤去

3300x1765

バルコニー手摺撤去

壁:既存塗膜除去　EP塗

2,
30

0
18
0

53
5

2,
30

0
1,

76
52,

20
0

4,500

1,055

1,110

55

1,
76

5
53
5

廊下

流し台セット撤去

(流し前仕上撤去(二方))

袖パネル撤去

740x1765 740x1765
巾木撤去

１階部分:根太組補修
床仕上撤去

壁:プリントボード面既存のまま

天井:吊戸棚前面 吸音板のみ撤去

53
5

2,
30

0
1,

76
5 2,
20

0

4,500

1,055

1,110

55

1,
76

52,
30

0
18
0

53
5

ＤＫ

ＤＫ

袖パネル新設

壁:プリントボード面既存のまま

天井:吸音板のみ新設

2,900

50
0

75
0

90
0

1,
76

5
53
5

ＤＫ廊下

物干し金物新設

隔てパネル新設

建具枠類:既存のまま

引き戸(既存のまま)

笠木付バルコニー手摺新設

壁:既存塗膜除去　EP塗替

3300x1765

2,
30

0
18

0

53
5

2,
30

0
1,

76
52,

20
0

4,500

1,055

1,110

55

1,
76

5
53
5

ＤＫ居間

1715x1530 1730x1530

内部建具撤去 内部建具撤去

既存のまま

壁:既存塗膜除去　EP塗

2,900 2,900

2,
30

0

Ｃ方向

居間 ＤＫ

見切り縁

ｷｯﾁﾝﾎﾞｰﾄﾞt=3貼

樹脂サッシ新設 樹脂サッシ新設

既存のまま

壁:既存塗膜除去　EP塗替

2,9002,900

233

流し台セット新設

袖パネル新設

廊下

キッチンボードt=３貼

床仕上新設(床組は既存再利用)

建具枠類:既存のまま

1階:ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=45㎜新設
1階流し台廻り木根太組補修

巾木新設

壁:プリントボード面既存のまま

天井:吊戸棚前面 吸音板のみ新設

2,
30

0

53
5

1,
76

5

4,500

1,055

1,110

55

1,
76

5 2,
20

0

1,
65

0

ＤＫ

Ａ方向

Ａ方向 Ｃ方向

1：60（A3)
1：30（A1)既存・改修 展開図(2)２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-18

182023-10

壁仕上撤去

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

便所
浴室

ホール 玄関

物置

階段ホール

玄関

脱衣室
洗面

棚

押入

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

便所
浴室

ホール玄関

物置

階段ホール

玄関

脱衣室
洗面

棚

押入

自転車駐車場 自転車駐車場

8,400 8,400

2,900 4,200 2,600 4,200 2,900

2,900 1,300 1,300 2,900

3,
60

0
1,

00
0

3,
90

0

2,
90

0
1,

00
0

3,
20

0

11
,7

00

8,
50

0

1,
51

0
1,

69
0

《物干金物新設》

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

便所
浴室

ホール 玄関

物置

玄関

脱衣室
洗面

押入

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

便所
浴室

ホール玄関

物置

玄関

脱衣室
洗面

押入

8,400 8,400

2,900 4,200 2,600 4,200 2,900

2,900 1,300 1,300 2,900

階段室

3,
60

0
1,

00
0

3,
90

0

2,
90

0
1,

00
0

3,
20

0

11
,7

00

8,
50

0

1,
51

0
1,

69
0

梁型梁型

梁型

１階天井伏図 ２階天井伏図

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

便所
浴室

ホール 玄関

物置

階段ホール

玄関

脱衣室
洗面

棚

押入

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

便所
浴室

ホール玄関

物置

階段ホール

玄関

脱衣室
洗面

棚

押入

自転車駐車場

《外壁塗替》

8,400 8,400

2,900 4,200 2,600 4,200 2,900

2,900 1,300 1,300 2,900
3,

60
0

1,
00

0
3,

90
0

2,
90

0
1,

00
0

3,
20

0

11
,7

00

8,
50

0

1,
51

0
1,

69
0

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

便所
浴室

ホール 玄関

物置

玄関

脱衣室
洗面

押入

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

便所
浴室

ホール玄関

物置

玄関

脱衣室
洗面

押入

《外壁塗替》

8,400 8,400

2,900 4,200 2,600 4,200 2,900

2,900 1,300 1,300 2,900

《軒天井塗替》

《天井塗替》

階段室

3,
60

0
1,

00
0

3,
90

0

2,
90

0
1,

00
0

3,
20

0

11
,7

00

8,
50

0

1,
51

0
1,

69
0

梁型梁型

梁型

《軒天換気孔新設φ150》

１階天井伏図 ２階天井伏図

《軒天井塗替》

梁型梁型

梁型梁型

《間仕切壁撤去》 《間仕切壁撤去》

《小庇:塗膜防水塗替》

《間仕切壁新設》 《間仕切壁新設》

《物干金物新設》 《物干金物新設》《物干金物新設》

《幕板塗替》

《幕板塗替》

《物干金物撤去》 《物干金物撤去》

《タテ樋塗替》《タテ樋塗替》

《タテ樋塗替》《タテ樋塗替》

《軒天換気孔撤去φ150》

《軒天換気孔撤去φ150》

《小庇:塗膜防水塗替》
《小庇:塗膜防水塗替》

《UB新設》 《UB新設》 《UB新設》 《UB新設》

《間仕切壁新設》 《間仕切壁新設》

自転車駐車場

《UB撤去》《UB撤去》

《軒天換気孔撤去φ150》 《軒天換気孔撤去φ150》

《物干金物撤去》 《物干金物撤去》

《軒天換気孔新設φ150》 《軒天換気孔新設φ150》

《小庇:塗膜防水塗替》《小庇:塗膜防水塗替》

《軒天換気孔撤去φ150》

900

900
梁型

1,
85

0

1,
85

0
1,

85
0

1,
85

0

DK900

DK900
流し部分のみ新設

《軒天換気孔新設φ150》

《軒天換気孔新設φ150》

《隔てパネル撤去》

《隔てパネル新設》 《隔てパネル新設》

※改修工事:各戸共通

1：200（A3)
1：100（A1)天井伏図

浴  室

階段ホール

(出入口)

階段ホール

(階 段)

玄  関

ホール

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

洗面・脱衣室

既 存

居 間

和室６帖(1)(2)

押  入

既 存

既 存

既 存

コンクリート打放し補修 アクリル系リシン吹付

改 修 既存塗膜除去(高圧洗浄)のうえ 下地処理

コンクリート打放し補修

段裏 モルタル塗金コテt=20 ＶＰ

アクリル系リシン吹付

改 修 既存塗膜除去(高圧洗浄)のうえ 下地処理

木野縁組下地 化粧石膏ボードt=9  (455x910)

改 修 既存のまま

木野縁組下地 化粧石膏ボードt=9  (455x910)

改 修 既存のまま

化粧石膏ボードt=9  (455x910)

改 修

木野縁組下地

改 修

木野縁組下地 杉柾化粧石膏ボードt=9.0

改 修 既存のまま

木野縁組下地 ラワン合板t=3.0(T-2)

改 修 既存のまま

ユニットバス撤去

改 修 ユニットバス新設

ＤＫ

既 存 木野縁組下地

改 修

便  所

既 存 石膏ボードt=9.0貼  VE

改 修

(CH 2.200)

(CH 2.200)

木野縁組下地撤去

木野縁組下地撤去

可とう型外装薄塗材Ｅ

可とう型外装薄塗材Ｅ

化粧石膏ボードt=9.5  (455x910) (CH 2.100)

化粧石膏ボードt=9.5  (455x910) (CH 2.100)

石膏ボードt=9.0捨貼
ロックウール吸音板t=9.0 

既存のまま

既存のまま

石膏ボードt=9.0捨貼

吊戸棚前 吸音板t=9.0のみ撤去

吸音板t=9.0貼

吸音板t=9.0貼

既存木野縁組撤去　木野縁新設下地　(吊り木受けは既存再利用)

既存木野縁組撤去　木野縁新設下地　(吊り木受けは既存再利用)

(階段裏面共)

改修天井伏図

既存天井伏図

《天井仕上撤去》

《天井仕上撤去》

野縁組共撤去

仕上ボード貼のみ撤去

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-19

192023-10

《天井仕上新設》

《天井仕上新設》

野縁組共新設

仕上ボード貼のみ新設

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



ポーチ

自転車置場自転車置場

UP

UP

ホール

浴室

ホールホール

浴室

押入

掲示板

棚

玄関

階段ホール

物置

玄関 ホール

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

押入

掲示板

棚

玄関

階段ホール

物置

玄関ホール

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

ＡＷ ＡＷ ＡＷ
３

ＡＤ

ＳＤ
２

ＳＤ
１

ＳＤ
３

２ ４

Ａ
３

ＷＤ
1

２
ＡＷ

１
ＡＷ

１
Ａ

２
ＡＡ

３

ＰＰ
００１００２００３

ＡＷ

００３
Ｐ

Ｐ

１

Ａ
４

硝　子

錠

その他

形式・仕上

丁番・金物

符号　(数)

硝　子

錠

その他

形式・仕上

丁番・金物

符号　(数)

硝　子

錠

形式・仕上

丁番・金物

Ａ-１ Ａ-２

引き違い戸

Ｆ２

敷居すべりテープ

引き手

旗丁番

握り玉錠  ハンドル式サムターン

片開きポリ合板フラッシュ戸

ＷＤ-１Ａ-３ Ａ-４

引き違い戸

Ｆ２

敷居すべりテープ

引き手

引き違い戸

Ｆ２

敷居すべりテープ

引き手

Ｆ２

敷居すべりテープ

引き手

アルミ室内建具 アルミ室内建具 アルミ室内建具 引き違い戸 アルミ室内建具

Ｆ２

符号　(数)

硝　子

形式・仕上

丁番・金物

錠

( ） ( ） ( ） ( ） ( ）

1,530

1,
76

5

1,730 1,530

1,
33

0

614

1,
75

0

1,
76

5

1,700

形　態

寸　法

形　態

寸　法

形　態

寸　法

形　態

寸　法

取外し・再取付け

( ）ＷＤ-００１

片開きフラッシュ戸(ポリ合板ﾌﾗｯｼｭ)

小窓　F4

レバーハンドル　非常開錠付表示錠

1,
75

0

(Ｐ-００３

複層硝子　FL3+A12+F4

クレセント

( ）Ｐ-００２

複層硝子　FL3+A12+F4

クレセント

( ）Ｐ-００１

複層硝子　FL3+A12+F4

クレセント

1,
33

0

1,
76

5

1,
76

5

プラストサッシ (中桟付) プラストサッシ (中桟付)  プラストサッシ(格子付)　

シリンダー面取錠

旗丁番

郵便受箱　ﾄﾞｱﾁｪｰﾝ ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ

額縁105x25 片引きスチール戸　(吊戸タイプ)

シリンダー錠 引き手 

鋼製ガラリ 150x300 埋込レール

片開きスチールプレス戸 片開きスチールプレス戸

シリンダー錠(ハンドル取外錠)

ドア PL-1.6  枠 PL-1.4

ＳＤ-1　 ( ） ( ）ＳＤ-２ ( ）ＳＤ-３

引き違いアルミ戸

ＦＬ３

Uステンレール 戸車

腰パネルt=2.0

引き違いアルミ戸

ＦＬ３

クレセント　ステンレス水切アングル

連窓用金物　換気エアブレス H=100

内倒し窓

ＦＬ４

水切アングル

内倒し窓

ＦＬ４

水切アングル

引き違いアルミ戸

ＦＬ３

クレセント　水切アングル

換気エアブレス H=100

400

40
0

引き違いアルミ戸

ＦＬ３

クレセント　水切アングル

1,200

90
0

( ）

内倒し窓

内倒し用錠

複層硝子 網入型板6.8+Ａ6+FL3

AW-4  カバー工法

新設(カバー工法)建具(洗面・脱衣室)

400

90
0

90
0

400
※ ※

※
※

400

40
0

※※

※
※

( ）

新設(カバー工法)建具 (浴室)

内倒し窓

内倒し用錠

複層硝子 網入型板6.8+Ａ6+FL3

AW-3  カバー工法

※寸法:カバー寸法はメーカー仕様とする ※寸法:カバー寸法はメーカー仕様とする

1,500

ＡＷ-００１ ＡＷ-００２

００１

1,700 160 1,500

1,
75

0

1,
90

0

1,800

(居間) (ＤＫ)  (和室)【既存撤去】 【既存撤去】 【既存撤去】 【既存撤去】 (便所) (開き戸のみ撤去)【既存のまま】

(居間) (ＤＫ)  (和室)

【改修】 【改修】

【改修・新設】 【改修・新設】 【改修・新設】 【改修・新設】 (便所)

※既存枠再利用

中桟付中桟付 格子(標準型)　

）

1,
30

0

70
0

3,
20

0

ポーチ

自転車置場 自転車置場掲示板 掲示板

UP

UP

押入

棚

洗面
脱衣室

玄関

階段ホール

物置

玄関ホール

浴室
便所

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

押入

棚

洗面
脱衣室

玄関

階段ホール

物置

玄関 ホール

浴室
便所

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

ＡＷ
５

ＡＷ ＡＷ ＡＷ
３

ＳＤ
２

ＳＤ
１

２ ４

Ａ
３

ＷＤ
1

ＡＷ

００３
Ｐ

Ａ
４

２
ＡＷ

１
ＡＷ

１
Ａ

２
ＡＡ

３

ＰＰ
００１００２００３

Ｐ

符号　(数) ( ） ( ）ＡＷ-１ＡＤ-１

既存のまま　(ＤＫ・居間)既存のまま （階段室）

( ） ( ）ＡＷ-４ＡＷ-３

既存のまま

( ）ＡＷ-５

建具撤去　(枠は再利用 カバー工法) 建具撤去　(枠は再利用 カバー工法)既存のまま

( ）ＡＷ-２

００１

【既存のまま】 【既存のまま】 【既存のまま】 【既存のまま】【改修・カバー工法】 【改修・カバー工法】

(甲種防火戸)

1,
90

0

55
0

800 700 500

ドアチャイム撤去

※片面塗装

アンダーカット

ドアチャイム撤去:目隠しプレート新設

既存塗膜除去のうえ 下地処理 耐候性塗装(DP)仕上 既存塗膜除去のうえ 下地処理 耐候性塗装(DP)仕上 既存塗膜除去のうえ 下地処理 耐候性塗装(DP)仕上

6001,5301,7301,530

鋼板プレート貼
(50x150)

ＡＷ
００２

ＷＤ
００１

ＡＷ
００２

ＷＤ
００１

符号

符号
000

0

新設建具を示す

１階建具平面図 1:200

２階建具平面図　1:200

既存建具塗替　(枠共) 既存建具塗替　(枠共) 既存建具塗替　(枠共)

1,
90

0

1,
76

5

ドアクローザ―取替

※改修工事:各戸共通

カバー工法(カバー寸法はメーカー仕様とする)

既存建具 (外部廻り) 周囲コーキング撤去・新設

1：100,200（A3)
1：50 ,100（A1)

縮尺
建具平面図・建具表

符号 既存建具を示す
0

既存撤去建具を示す

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-20

202023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事

１  ４ ８ ４ ４ １

４ ４

４ ４ ８ ４ ４

   ４    ４  １ ４ ４ ８ ４



既存スチール手摺撤去

既存:ボンデ鋼板t=1.6 撤去

モルタル塗のうえ
ウレタン塗膜防水仕上

笠木:ボンデ鋼板t=1.6
折曲げ加工　OP

既存鋼板笠木共撤去

既存スチール手摺撤去 PL40x200 H=900撤去

改 修 図

シールキャップ

1階:既存のまま

2階:塗替(外壁と同仕様)

手摺撤去部天端:モルタル塗補修

笠木付アルミ製手摺新設

《笠木塗替》

アルミ製てすりユニット/トップレール60BL

笠木付アルミ製手摺新設

バルコニー手摺 新設

【 既 存 図 】

【 改 修 図 】

内部:既存建具撤去のうえ

内窓プラスト(同等品)新設

下地処理

ウレタン塗膜防水塗替仕上

ウレタン塗膜防水塗替仕上

既存パネル部:石綿セメント板t=5.0

改修パネル部:ケイカル板t=5.0

既存笠木塗替

物干金物取替

エースアルミ隔板(ケイカル5㎜厚組込セット同等品

小庇:ウレタン塗膜防水塗替
既存:ボンデ鋼板t=1.6 折曲げ加工（O.P）

既存塗膜除去　下地処理

錆止め塗装のうえ 耐候性塗料DP塗

既存:ウレタンシーリング撤去

変成シリコン (ＭＳ-２)充填

バルコニー床

モルタル塗のうえ　ウレタン塗膜防水仕上

ウレタン塗膜防水仕上

バルコニー壁塗替:外壁に準ずる

1階:既存のまま

2階:塗替(外壁と同仕様)

中壁:高圧洗浄のうえ

手摺:φ34  ネオウッドスリム同等品

(エンドキャップ：硬質樹脂成形品)

階段巾木面:既存のまま
床仕上:既存のまま

手摺笠木:集成材130x30
既存塗膜除去(RB種) 

小庇詳細図　1:30 《塗膜防水塗替》

１階外壁塗装範囲

下地処理のうえ　複層塗材Ｅ
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１階バルコニー
塗替範囲

モルタル塗金コテ補修

外壁面と同仕上げ

通気パイプ(φ50)撤去

(外壁面(エルボ部分)でカット処理)

10
0

100

手摺塗替
丸鋼φ34x2.3

樹脂サッシ新設
既存障子撤去

手摺塗替
丸鋼φ24x2.3

手摺塗替
丸鋼φ34x2.3

手摺塗替
丸鋼φ34x2.3

1,
10

0

耐候性塗料(DP)塗

下地処理(錆止塗装共)

既存塗膜除去

スチール製窓手摺

バルコニー床

モルタル塗のうえ　ウレタン塗膜防水仕上

ウレタン塗膜防水仕上

株式会社三洋工業同等品

腰壁・壁:高圧洗浄(付着物除去)
下地処理のうえ　複層塗材Ｅ

8
0

既存ウレタン塗膜防水撤去 モルタル薄塗補修(不陸調整程度)

小庇:既存ウレタン塗膜防水撤去のうえ

ウレタン塗装

10
9

既存ウレタン塗膜防水撤去 モルタル薄塗補修(不陸調整程度)

(ノンスリップ工法 立上共)

(ノンスリップ工法 立上共)

23
5

1,000

150 90

90150

200 1,000

180

壁面取付金物

3
0

10
15
0

15
0

5
0 30

80
0

210

バルコニー隔てパネル　1:30　既存撤去・新設

バルコニー手摺笠木　1:20 《笠木塗替》-和室 窓手摺塗替-　1:30

-階段手摺新設-　1:30 -床下・天井裏換気口撤去・補修-　1:30

バルコニー手摺　1:30　撤去・新設

130

図面記載寸法は 机上寸法とし 現場実測を行い施工すること

1：20,30（A3)
1：10,15（A1)雑詳細図２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-21

212023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



【既存撤去】 既存　流し台廻り詳細図
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【新　設】 改修　流し台廻り詳細図 フリー コンロ ユニット(テーブルコンロタイプ  コンロ台L=750タイプ)

■ キッチンセット仕様凡例

品     名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

テーブルコンロタイプ用

テーブルコンロタイプ用

ラウンド５６シンク

Ｐ３４／シングルレバー水栓

ジャバラホース排水セット

Ａ５８／ＡＤＲシロッコファン

レンジフード用化粧パネル

吊戸棚Ｈ５０側底不燃・キャッチ

吊戸棚Ｈ５０・キャッチ

キッチンパネルＭＥ・メラミン

キッチンパネルＭＥ・メラミン

キッチンパネルＭＥ見切り材

キッチンパネルＭＥ接着剤セット

コーキング材セットＭＥ用

品     番

MWC3I075ABWB3AN

MWSG410JABWB3AR

J

SFWL420SYXNJG2N

HJHSET3NN

ADR735SIRN

MR075X043ASWB3/

MWWAR030AAWB3/R

MWWAJ075AAWB3/N

MDM181X022WB3/

KMPBWBF180M

KMPBWBF240M

KMS2BS2PW

KKSSE

KKSDW

数 備     考

1 コンロユニット

1 シンクユニット・ベーシック・底板点検口無

1 水栓穴あり・左勝手・まな板スタンドなし

1 ノルマーレＳ・エコハンドル・寒冷地用

1 可動円板（穴径１２０対応）付内面平滑仕様

1

1 Ｗ７５０・シルバー・右勝手・３芯

1 金具シルバー

1 開き扉

1 開き扉

2 扉カラー対応

1 【ＢＷ】フレッシュホワイト

1 【ＢＷ】フレッシュホワイト

1 サイド用２本入り・ホワイト

1 接着剤（２）・両面テープ（３）

1 ホワイト

補強板:ラワンt=25  H=100
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排気ダクト径150

1320 給湯・給水位置（水栓金具）

1480 排水位置（シンク）

80

590

7
下地補強(ラワン合板t=25)

下地補強(ラワン合板t=25)

下地補強(ラワン合板t=25)

キッチンパネルＭＥ・メラミン

既存キッチンセット撤去 W=1800

枠:既存のまま

化粧複合板t=12 撤去

ポリエチレンボードt=25　撤去

コンパネt=12　撤去

40×100

流し台サイドパネル撤去

(60x60 @450)
木胴縁組撤去

袖壁取合面撤去

(木製見切り縁撤去)
既存壁仕上撤去

90x30 OSC

プリント合板

55x30 OSC
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キッチンパネル

見切り縁

流し台袖パネル新設H=2.300

木胴縁組新設(90x45 @450)

既存プリント合板

既存枠

パネル取合い部:塩ビ製見切り縁

排水位置（シンク）

給湯・給水位置（水栓金具）

防水石膏ボードt=12.5貼下地
キッチンパネル貼(二方)
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D.K

40×100

化粧複合板t=12 新設

コンパネt=12　新設

ポリエチレンボードt=25　新設

流し台下:根太腐食部補強

枠:既存のまま

袖パネル新設H=2.300

調味料棚

吊り戸棚レンジフードカバー

《既存システムキッチン撤去》

システムキッチン L=1800

1,800 20
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00

0
80
0

750 1,050

2,
30

0

15
0

吊戸棚上部幕板　(天井フィラー)

ZZB090X240B 可変エンドパネル　(可変範囲 W900～451　H=1201～2400)エンドパネル・キッチン用

209 排水位置（シンク）

600

740740

キッチンパネル用見切り縁

1：30（A3)
1：15（A1)流し台廻り詳細図２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-22

222023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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 洗面器容量：6L

 排水器具：ゴム栓式排水栓(ヘアキャッチャー付)

 排水トラップ：床排水・壁排水兼用トラップ(直管・呼び径32mm)

化粧台本体

ミラーキャビネット

 扉カラー：VP1 ホワイト 材質：ウレタンコート紙

 洗面器カラー：W　ピュアホワイト(BW1)

■化粧台本体仕様

■ミラーキャビネット仕様

 照明(定格消費電力)：LED照明(6.9W)

 歯ブラシ立て1個付

 コンセント1個　コンセント許容電力1300W以下

 プラグ式電源仕様  電源コード長さ：2.1m 
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■ ユニットバス詳細図 ■ 洗面化粧台詳細図 オフト／扉タイプ／LED照明
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2020 額縁開口 660
 <ドア枠外法 666>

 水栓金具：シングルレバー混合水栓 (寒冷地仕様)

部位／項目 仕様（寸法単位：ｍｍ）

1280D×1680W×2494H据付必要寸法

1200D×1600W×2005H内寸法

FRP　模様付床

Lパネル(マット)壁

化粧鋼板複合パネル天井

折り戸：アルミアルマイト処理 (キレイドア)

面　材：型板調樹脂板

ドア

FRP(浴槽内寸法 1117W×580D×470H)

ゴム排水栓　風呂蓋(巻蓋)付

浴槽

シャワー：スプレーシャワー

水栓金具

部位／項目 仕様（寸法単位：ｍｍ）

樹脂製(ホワイト)　2個

スリム照明(防湿型) LEDランプ 1灯照明

アルミパイプ L400　ブラケット：樹脂製タオル掛

シャワーフック

フリーサイズ窓額縁キット

窓開口補強セット

窓

I型(ホワイト)L600 2本

L型(ホワイト)600×600 1本

握りバー

PJ1/2　おねじ止給湯管

耐火被覆塩ビ管　TVP50雑排水管

防湿型化粧鏡　306W×406H鏡

特注開口 位置サイズ未定換気口

ABS樹脂製 封水50mmトラップ

PJ1/2　おねじ止給水管
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以降別途工事
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ドア取合

BW-1216LBE

20 額縁開口 660<ドア枠外法 666>

2525 UB内寸法 1600

1515 UB床外寸法 1650

UB据付必要寸法min 1680
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補強木 9t

50 50換気設備用開口

換気設備用開口

UB壁仕上面

天井

ジョイントボックスへ

?
1
2
0

177.5

VVF-1.6×2C×1.5m

兼用：ツーハンドルデッキ水栓　(寒冷地仕様)

※スラブ面モルタル塗等の下地材がある場合

足金物周囲の下地材を除去し 足金物をスラブ面に固定すること

1：30（A3)
1：15（A1)ユニットバス・洗面化粧台　詳細図２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ａ-23

232023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事



電気設備工事特記仕様書２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 Ｅ-01

電動機出力(Kw）

Ｉ．工事概要

●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

章 項目

○ 風圧力

風速（Ｖｏ＝　　　　　　　　　　　　）

地表面粗度区分（　　　　　　　　　　）

○ 積雪荷重

建設省告示第１４５５号における区域　別表（　　　　　　　　　　　）

国土交通省東北地方整備局自家用電気工作物保安規程を適用する。● 電気工作物保安規定

〇 電気工事士 最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。

● 材料・機材の品質等 （１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の ① から ⑥ すべての事項を満たすものとし、

ただし、製造者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができ

①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

● 環境への配慮

〇 アスベスト含有製品 イ）撤去機器、器具等についてアスベスト含有製品調査を行い、監督職員に報告する。

調査範囲

調査方法 型番確認の上、製造者ヒアリング

ロ）下記のアスベスト含有製品の定性分析調査を行うものとし、採取部位及びサンプル数は監督職員

なお、調査にかかる費用は、〇 ○

● 埋戻し及び盛土 種別

● 完成時の提出図書 工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使

用権は、発注者に譲渡するものとする。

完成図等

調査 （○ ○
）（○ ○

）

）

と協議する。

別途　とする。本工事

び性能を有するものとする。

この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出

して監督職員の承諾を受ける。

る。

電気設備改修工事　特記仕様書

特記事項

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

〇

　　写真 〇　工事用、完成用ともカラーとし、監督員の指示による。

工
事
内
容

○

○

○

○

〇

○

○

○

○

〇

○

○

○

〇

〇

○

●

○

備　　　　　考

〇

○

○

○

○

電　灯　設　備

動　力　設　備

電波障害調査

構内通信線路

構内配電線路

建築工事○

　　　　工事○ 機械設備

工　　　　事　　　　種　　　　目

情報表示設備

テレビ共同受信設備

防犯・入退室管理設備

中央監視制御設備

監視カメラ設備

火災報知設備

駐車場管制設備

電　熱　設　備

受　変　電　設　備

電力貯蔵設備

雷　保　護　設　備

誘導支援設備

構内情報通信網設備

映像・音響設備

構内交換設備

発　電　設　備

拡　声　設　備

電気自動車用充電設備

２．工事場所

３．建物概要

建物名称
階数

地上 地下 塔屋
備考構造

４．工事種目（●印の付いたものを適用する。）

５.指定部分 ●なし

〇あり 範囲：

Ⅱ．工事仕様

１．共通仕様

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、●印が付いた

ものを適用する。

●公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）　（以下「標準仕様書」という。）

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）　（以下「改修標準仕様書」という。）

●公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）　（以下「標準図」という。）

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　／　　）図による。

２．特記仕様

○ 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

③　安定的な供給が可能であること。

④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

・分電盤

・高圧交流遮断器

・キュービクル式配電盤

・照明制御装置

・制御盤

・高圧スイッチギア（CW型）

・高圧スイッチギア（PW型）

（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

・高圧進相コンデンサ

・高圧限流ヒューズ

・高圧負荷開閉器

・中央監視制御装置

・可変速電動機用インバータ装置

・高圧変圧器（特定機器）

・交流無停電電源装置

・太陽光発電装置

・監視カメラ装置

・蛍光灯器具（防爆照明器具及び防災用照明器具を除く）

・ＬＥＤ照明器具（一般屋内用に限る）

機　材　名 製造業者等名

● 仮設工事

○材料、撤去材等の運搬方法（建築工事編２．２．１　表２．２．２による。）

種別 ○ ○ ○ ○ ○Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 Ｄ種 Ｅ種

○ 仮設間仕切り 種別 ○ ○ ○Ａ種 Ｂ種 Ｃ種

● 既設部分の養生 ● 行う （●ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　○　　　　　　　） ○ 行わない

（１）設計用水平地震力

機器の重量［ｋｇｆ］に、設計用水平震度を乗じたものとする。

なお、特記なき場合は、設計用標準水平震度は、次による。

設計用標準水平震度

　１．０

○

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階 　２．０ 　１．５ 　１．５

中間階

地階・１階

機器種別

機器

水槽類

屋上

及び塔屋

　０．６　１．５ 　１．０ 　１．０機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

　２．０

　２．０

　２．０

　１．５

　２．０

　１．５

　１．５

　１．０

　１．５

　１．５

　１．５

　１．０

　１．５

　１．０

　１．０

　０．６

　０．４　１．０ 　０．６ 　０．６

　１．０

　１．５

　１．０

　１．０

　１．０

　１．０

　０．６

　０．６

　　特定の施設 ○　　一般の施設

・上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合

は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

・重要機器は次のものを示す。

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

配電盤

交流無停電電源装置

中央監視装置

発電装置（防災用）

交換機

パワーコンディショナ

直流電源装置

自動火災報知受信機

防振支持の機器

③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

（１）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の推進に

関する基本方針（平成28年2月閣議決定）」による特定調達品目の場合は判断の基準等を満た

すものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次

の①から④を満たすものとする。

①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

する。

④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒ

ド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

ものとする。

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の

①又は②該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

①　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒ

②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

ド発散建築材料以外の材料

● 他工事との取合い 施工範囲　　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

〇 耐震措置 耐震措置の計算及び施工方法は、次に示す事項以外、すべて建築設備耐震設計・施工指針（独立行政

法人建築研究所　監修２０１４年版）による。

（２）設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

○ ○Ａ種 Ｂ種（ただし、コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）

● 根切り土

完成図等 〇　改修標準仕様書1.11.2～1.11.3による。　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　電子納品対象書類については、「岩手県電子納品ガイドライン」による。

　　その他書類 〇　監督員の指示による。　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

● 電源周波数 50Ｈｚ

● はつり はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告する。

○ 非破壊検査

ロ）範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。

イ）放射線透過検査等による埋設物の調査　　　

〇 あと施工アンカー イ）あと施工アンカー 接着系アンカー（　接着剤（有機系））

金属拡張系アンカー（　本体打込み式　）

ロ）試験 性能確認試験 ○ 行わない ○ 行う

施工後確認試験 ○ 行う ○ 行わない

撤去跡の補修

支持金物・固定金具●

施工に際し既存設備、施設等に損害を及ぼした場合は、原状に復旧する。既存施設等の復旧●

機器撤去後の天井、壁及び床等の補修は既存仕上げと同等の補修とする。〇

ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレス製（ＳＵＳ３０４）とし、

〇 再使用品の清掃等 再使用する機器類は現場内で清掃の上、絶縁抵抗を測定して取り付ける

〇 既存盤の改修 ○ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する。下記盤類の改修等は、製造者等による作業と

○ 分電盤 ○ 制御盤

〇 盤類の工事完了後に、単線結線図の更新を行う。

○ 盤類の改修完了後に下記資料を監督職員に提出する。

○ システム機能動作確認書 ○ 事前機能確認書 ○ 試験、調整確認書

○ 受変電盤 〇

● 総合調整 各機器の個別運転後に下記の総合調整を行い、機能確認報告書を監督職員に提出する。

○ 構内交換設備 ○ 構内情報通信網設備 ○

● 照明装置 ○ 受変電設備 ○ 発電設備

〇

● 合成樹脂製可とう管 合成樹脂製可とう管はＰＦ管（一重管）とし、温度による分類はタイプ－２５とする。

〇 電線本数、管路など 分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは、監督職員

スなどは保温、結露防止の処理を行う。

の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。

保温、結露防止 外部に面する壁、天井で建築工事でＰＦ板（スタイロホーム等）打ち込み箇所に取付ける位置ボック

● 電線・ケーブル 新設する電線類は、図面に「ＥМ-○○」の記載がなくとも、ＥМ電線、ＥМケーブルを使用する。

〇 厚銅電線管 屋外で使用する厚銅電線管のうち特記のないものは「内外面溶融亜鉛めっき（めっき付着量300ｇ/㎡

以上）」仕上とする。

● 電線本館、管路など 分電盤、制御盤、端子盤などの2時側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは、監督職員の

承諾を受けて変更しても差し支えない。

○ インサート 床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

○ 呼び線 長さ１ｍ以上の入線しない管路には、１．２ｍｍ以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

〇 フラッシプレート ○ 金属製（ステンレス、新金属も含む）

○ フロアプレート

〇 樹脂製

○ アルミ製

○ 発電機回路用コンセ 発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。

〇 接地極の種別及び位 図面に特記なき場合は、表１「接地極一覧表」による。

○下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

（○ ○ ○

● 機器取付高さ

ント

置表示

する。

○ 銅合金製 水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

○ 塗装 居室に設置する分電盤は指定色塗装を施す。○

居室 ）○

図面に特記なき場合は、表２「機器取付高さ」による。ただし、表によりがたい場合は監督員と協議

各
設
備

〇 タンブラスイッチ ネーム付とする

○ ОＡ－フロア用配線

器具の蓋
○ アルミ製 ○ 樹脂製

〇 ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ用 OAﾀｯﾌﾟ 特記の無いハーネスジョイント用ОＡタップは次の使用とする。

２Ｐ１５Ａ（接地極付き抜止型）×４　コード３ｍ（マグネット付き）通電表示灯付き

○ 人感センサー用プレート 照明の人感センサー制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

材質：アクリル板 文字：印刷文字

便　所注意プレート設置室：○ ○

その際は再度身体を動かしてください。」

参考文例：「人の動きを検知して点灯いたします。一定時間動きがなければ消灯しますので、

〇 ﾀｰﾐﾅﾙﾕﾆｯﾄ付きﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ

近傍とする。ただし、これによりがたい場合は監督職員と協議する。

● ＬＥＤ照明器具

天井内に取付けるターミナルユニット付きリモコンリレーの設置場所は、点滅系統内の第1照明器具

ＬＥＤ照明器具の制御装置記号が特記されていないものは「一般型（ＬＮ）」とする。

● 照度測定試験 一般照明の照度測定は、明るさセンサが設置される部屋がセンサ１個につき１ヶ所以上（明るさセン

サの設定値共）設置されない部屋は１ヶ所以上の測定を行う。

○

５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井まで立上げる。

〇

埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（ＰＦ２２）を１本、

分電盤の分岐回路に使用する配線用遮断器及び漏電遮断器は、ＪＩＳ協約形の１Ｐサイズ（

１００Ｖ２Ｐ１Ｅ、２００Ｖ２Ｐ２Ｅ）とする。

制御盤等で配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けない。動力設備○

分電盤〇

規約効率

三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の値以上とする。

規約効率(％）

電動機出力(Kw）

規約効率(％）

0.4

86.0

0.75

88.5

1.5

92.0

2.2

93.0

3.7

94.0

5.5

94.0

7.5

94.5

11.0

94.5

15.0

95.0

18.5

95.5

22.0

95.5

30.0

95.5

37.0

95.5

45.0

95.5

備考

（1）規約効率は、JEM－TR245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

（2）規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V,IP4X,6極50Hz

の電動機を駆動した時の値とする。

〇 受信調査

〇 インバータ装置の

〇標準仕様書の受信調査を行う。(チャンネル数　　　）

注）天井高さ３,０００ｍｍ以上の場合及び上記取付け高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員と協議する。

地上～窓中心

測　　　点

鏡上端～中心

床上～中心

壁掛形制御盤

力
開閉器箱

動

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ブラケット（一般）

ブラケット（踊場）

ブラケット（鏡上）

床上～中心

床上～中心

コンセント（和室）

コンセント（一般）

スイッチ（一般）

スイッチ（和室）

コンセント（台上）

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

機　　　　　器

取引用計器

コンセント（車椅子用） 床上～中心

スイッチ（車椅子用）

天井～上端 　　　２００機器収容箱

テレビ端子（一般）

テレビ端子（和室）

都市ガス用検知器（重質）

都市ガス用検知器（軽質）

液化石油ガス用検知器

　１，１００

　１，３００

　　　９００

　１，５００

発　信　機

機器収容箱

表　示　灯

警報ベル

受　信　機

副受信機

床上～上端

天井～上端

床上～上端

　　　１５０

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　２，３００

　２，１００

８００～１，５００

８００～１，５００

　　　３００

８００～１，５００

８００～１，５００

壁付アッテネータ

壁付形スピーカ

ベル，ブザー，チャイム

壁付押しボタン（一般）

壁付アウトレット（一般）

壁付インターホン（一般）

　　　１５０

壁付発信機

　１，３００

　１，２００

　　　３００

壁掛形親時計

壁付子時計

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　１，３００

　１，３００

　２，３００

　１，３００

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心 　１，３００

取付高（ｍｍ） 機　　　　　器 測　　　点 取付高（ｍｍ）

　１，５００床上～中心機器収容箱（ＥＰＳ）

　　　９００

テレビインターホン（親機） 床上～中心 　１，４００テレビインターホン（親機） 床上～中心

テレビインターホン（子機） 床上～中心 約１，３５０

身
　
障
　
者
　
用

火
　
災
　
報
　
知

テ
レ
ビ

イ
ン
ター

ホ
ン

表
示
等

電
　
　
　
　
　
　
灯

時
計
拡
声

電
　
　
　
　
話

共
　
　
　
通

表２「機器取付高さ」

１，８００～２，０００

分　電　盤 １,５００（上限１,９００以下）

コンセント（厨房）

コンセント（車庫）

コンセント（機械室）

コンセント（屋外） 地上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　１，３００

８００～１，０００

５００～１，０００

１,０００～１,３００

台上～中心

　　　１５０

　　　１５０～２００

２,１００～２,３００

２,０００～２,５００

制御用スイッチ

１,５００（上限１,９００以下）

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　１，３００

　１，１００

　１，３００

呼出しボタン
(多機能トイレ用）

廊下表示灯（復旧ボタン付）

壁付インターホン（親機）

床上～中心 ４００

壁付インターホン（玄関子機）

集合保安器箱 天井～上端

端子盤（ＥＰＳなど）

端子盤（廊下、室内） 床上～下端

床上～中心 　１，５００

　　　３００

　　　２００

壁付電話機

壁付アウトレット（一般） 床上～中心 　　　３００

床上～中心壁付アウトレット（和室）

床上～中心 １，３００

　　　１５０

１,５００（上端１,９００以下）
天井高×０,９

天井高×０,９

天井高×０,９情報表示盤

　１，３００

　　　１５０

　　　３００

　　　３００

記　　　号

Ｄ共　同　接　地

Ｄ　種　接　地

Ｃ　種　接　地

Ｂ　種　接　地

Ａ　種　接　地

雷保護用接地

雷保護用接地

Ｅ

Ｅ

Ｅ ｔ

Ａｔ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

接地の種別

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

ＬＡ

ＬＡ

Ｅ ＥＡ共　同　接　地

Ｅ ＥＡ

１００Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下

　　　Ω以下

接地抵抗値

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×　連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

接地極の規格、数量

　１０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組Ｅ Ｄ

１００Ω以下

　１０Ω以下

１００Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下

　　　Ω以下○

○

○

○

○

○

○

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ＬＨＥ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

ＬＨ

ＬＬ

Ｏ

Ｅ ＭＤ

　１０Ω以下

　１０Ω以下

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

１００Ω以下１００Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下

○

○

拡声増幅器

防犯装置用 Ｅ

Ｅ

Ｓ

１００Ω以下

　　　Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組　　　Ω以下

１００Ω以下

構内交換機（陽極用）

本配線盤の保安装置

電話引込口の保安器

漏電遮断器回路

Ｃ

E E Ｌ

１００Ω以下

５００Ω以下

Ｌｔ

　　　１０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

アンテナ保安器 Ｅ Ｌｔ １００Ω以下

Ｄｔ

表１「接地極一覧表」

接地極の種別は下記を標準とし、ＥＢの長さは１，５００ｍｍとする。ただし、Ｄ＝１０は１，０００ｍｍ、

Ｗ＝３０は１，２００ｍｍとする。又、装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

避雷器用（低圧用）

避雷器用（高圧用）

避雷器用（モデム用）

測定用補助設置極

ＥＰ×２

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

防護シート ○ ○設置する 設置しない

● 足場その他

● 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

〇 本工事で設置する。

○ 設けない。

○

監督職員事務所○

設ける。（規模及び仕上げの程度、設置する備品等の種類及び数量は工事補足説明事項書による。）

〇 (建築工事の部）特記仕様書による。

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に　

当たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」

における２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

○ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種

○ Ｇ種○ Ｆ種

内部足場 種別○

○ 種別 ○ ○ ○ ○ ○外部足場 Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 Ｄ種 Ｅ種

○ Ｆ種

１．工事名称

花巻市南諏訪町１１地内

●

●

市営諏訪アパートD棟

〇

〇

〇

※建築工事による

※建築工事による

※建築工事による

延面積 消防法施行令（別表１）

本工事の請負者は、工事期間中工事目的物及び工事資材に対して、下記により

組立保険に加入し、その保険証書の写しを監督員に提出する。

加入金額 請負金額の１００％

加入時期及び期間 資材搬入前から完成後３０日まで

● 保険

2023-00 24

市営諏訪アパートE棟 RC造 2F 578.160㎡

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事

市 営 諏訪 アパ ー トＥ 棟（ 103､104､203､204号 ） 改 修工 事

NON　SCALE
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ポーチ
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自転車置場
掲示板
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２．０
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３Ｗ

1：100（A3)
1：50 （A1)２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保 2023-13
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ポーチ
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玄関
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和室6帖（2）
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押入

押入

棚
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物置

玄関ホール

DK
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Ｎ

特記事項

１．記入なき配線は、下記による 保護管 摘要

ＩＶ１．６×２
１．６

（既設管内）（既設管）

２．不要な配線の撤去を本工事に含む

ＩＶ１．６×３
１．６

（既設管内）（既設管）

ＩＶ２．０×５
２．０

（既設管内）（既設管）

特記事項

１．記入なき配線は、下記による 保護管 摘要

ＥＭ－ＩＥ１．６×２
１．６

（既設管内）（既設管）

２．不要な配線の撤去を本工事に含む

ＥＭ－ＩＥ１．６×３
１．６

（既設管内）（既設管）

ＥＭ－ＩＥ２．０×５
２．０

（既設管内）（既設管）

記　号 器具仕様 ランプ仕様 器具重量（参考） ランプ重量（参考）

Ｅ 蛍光灯　露出型

蛍光灯　露出型 ＦＬ２０Ｗ×２

ＦＬ２０Ｗ×２

Ｆ

２．０ｋｇ

２．０ｋｇ

０．２ｋｇ

０．２ｋｇ

Ｇ 白熱灯　露出型 ＩＬ６０Ｗ×１ ２．０ｋｇ ０．１ｋｇ

掲示板 自転車置場

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

 特 記

担当建築士

種別-図面番号

通し番号

管理建築士

作成日

設計番号 工事名称

図面内容 縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

１．６
ポーチ

Ｇ ｘ

階段ホール

Ｅ ｘ

３Ｗ

２．０

３Ｗ－１

１．６

2023-10

ポーチ（撤去）

Ｇ ｘ

階段ホール（撤去）

Ｅ ｘ

ＥＭ－ＩＥ２．０×５（既設管内）新設 ＩＶ２．０×５（既設管内）撤去

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事 Ｅ-02

25

２

２

２

２

ＥＭ－ＩＥ１．６×１（既設管内）新設
ＥＭ－ＩＥ２．０×２（既設管内）新設 ＩＶ２．０×２（既設管内）撤去

ＩＶ１．６×１（既設管内）撤去

ＩＶ２．０×２（既設管内）撤去
ＩＶ１．６×１（既設管内）撤去

ＥＭ－ＩＥ２．０×２（既設管内）新設
ＥＭ－ＩＥ１．６×１（既設管内）新設

900 9002,600

電気設備　1階　電灯設備　配線図

70
0

3,
20

0

20
0

1,
90

0
11

0
1,

69
0



1：100（A3)
1：50 （A1)２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13

4,
60
0

3,
90
0

4,
60
0

8,
50

0
3,
20
0

x17x16x15x14x13x12x11x10x9x8x7x6x5x4x3x2x1

y4

y6

y11

y10

y9

y7

y1

y8

y5

y3

y2

1,3002,900 2,9001,300

2,900 2,900 1,300 1,300 2,9002,9001,3001,300 2,9004,2002,6004,2002,900

8,4008,400 8,4008,400

16,800 16,800

33,600
4,

60
0

8,
50
0

3,
20

0

3,
20
0

3,
60

0
1,
00
0

3,
90

0
1,

40
0

3,
20

0

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

ホール 玄関

物置

玄関

棚

押入

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

ホール玄関

物置

玄関

棚

押入

浴室

ホール ホール

浴室

ホール

階段室

脱衣室
洗面

脱衣室
洗面

2,6002,9002,9002,6002,9002,900

8,4008,4008,4008,400

Ｎ

階段室（撤去）

Ｅ ２ｘ

Ｆ ２ｘ

３Ｗ

１．６

１．６

2023-10

ＥＭ－ＩＥ２．０×５（既設管内）新設

階段室（撤去）

Ｅ ２ｘ

Ｆ ２ｘ

ＩＶ２．０×５（既設管内）撤去
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900 9002,600

和室6帖（1）

和室6帖（2）

物置

棚

物置

棚

階段室

自転車置場 自転車置場

70
0

3,
20
0

１．６

１．６

押入

居間

DK

便所

浴室

ホール玄関玄関

脱衣室

洗面

押入

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

便所

浴室

ホール 玄関 玄関

脱衣室

押入

洗面

３Ｗ



2023-13

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

 特 記

担当建築士

種別-図面番号

通し番号

管理建築士

作成日

設計番号 工事名称

図面内容 縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：30（A1)
1：60（A3)

ホール

棚

踊り場

階段ホール

2階踊り場　Ｓ=1/60

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

便所

玄関

物置

便所

掲示板

手摺

手摺

押入
押入

押入

洗面・脱衣室

梁
(
1
8
0
x
4
5
0
）

棚

踊り場

便所

階段ホール

2階踊り場　Ｓ=1/60

防水ﾊﾟﾝ

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

便所

玄関

物置

押入

押入

掲示板

手摺 手摺

手摺

手摺

洗面化粧台

洗面・脱衣室

x1 x2 x3 x4 x5 x6

y10

y9

y8

y11

y12

y13

y14

y9

DK

(W=800 H=1900)

(W=700 H=1900) (W=700 H=1900)

《自転車置場屋根場屋根》

ホール

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

展開方向

床下点検口

防水ﾊﾟﾝ
洗面化粧台

浴室

浴室

ＤＫ

90
90

3,
60

0
1,

00
0

4,
60

0

2,
90

0
1,
00

0

3,
90

0
1,
20

0

2,900

7001,500700

700 1,500 700

2,900

465 400
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200 400 800
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80 80 1,020

1,
20
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0

1,
00
0

90
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0
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0
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0

400400

6060 280
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0

1,
00

0
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0

80
0

1,
70

0

1,
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0
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00

0
1,
50

0
70
0
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90

3,
60

0
1,

00
0
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60

0

2,
90

0
1,
00

0

3,
90

0

2,900

7001,500700

700 1,500 700

2,900

465 400

1,500

635

200 400

2,900

1,7001,120 1,500

2,600

80 80 1,020

1,
20
0

4,
50

0

1,
00
0

80
0

90

20
0

900

80
0

1,800 1,300

1,300 400400

1,
70

0
70
0

1,
50

0

45

1,
20

0
1,

00
0

5,
70

0

60
0

2,600

3,
50

0

3,
20

0

8,
50
0

60
0

1,
20

0
700 1,200 700

1,
80

0
1,

20
0

60
0

3,
50

0

1,300

1,
80
0

700 1,200 700
1,300

1,800 1,800

45

玄関

《自転車置場屋根場屋根》

手摺

既存　平面詳細図 改修　平面詳細図

2,
10

0

1,900

自転車置場 自転車置場

15
0

15
0

手摺

800

90110

(
開

口
寸

法
)

Ｎ

特記事項

１．図中の実線の表記は撤去を示す。

３．不要な配管・配線の撤去を本工事に含む。

２．図中の破線の表記は既設を示す。

機械設備工事

３

３

２

ＣＬ

Ｅ

２

２

ＥＴ

２

２

ＣＬ

２

２ＥＴ

２

２ＷＰ

ＣＬ

Ｅ ＥＴ

２

２ＥＴ

２ＷＰ

３

３

ＨＬ

ＣＬ

２４
Ｗ

ＣＬ

ＣＬ

２

ＥＴ

２ＥＴ

ＤＬ

２ＥＴ

Ｅ

２

２

３ＷＰ

ＤＬ

２

２

ＣＬ

Ｅ

２

２

２

Ｅ

吊戸棚組込

浴室換気扇用
（天井内設置）

便所換気扇用
（天井内設置）

レンジフード換気扇用
（天井内設置）

Ｅ

既設給湯器
（機械設備工事）

防水コンセントｘ２

既設分電盤

（撤去）

既設プルボックス１００ｘ１００ｘ５４（ＶＥ）

壁貫通

ＰＦ管

B

C

B

浴室換気扇用（露出用）
（天井内取付）

レンジフード換気扇用
（天井内取付）

既設分電盤

A
C

M

C

AE

AE

Ｐ．ＢＯＸ　２００ｘ２００ｘ１００（ＶＥＷＰ）
ＥＭ－ＡＥ０．９－２ＣＸ２（ＶＥ２２）

既設配線

（JB）

ＰＦ管

ＰＦ管

D

ＷＰ

機械設備工事

機械設備工事

建築工事

ＰＦ管

ＶＣＴＦ０．７５－２ＣＸ２　（２Ｆ用）
ＶＣＴＦ０．７５－２Ｃ（１Ｆ用）

ＶＣＴ０．７５－２Ｃ（ＶＥ１６）

１Ｆ用

ＶＣＴＦ０．７５－２Ｃ（ＶＥ１６）

ＶＣＴＦ０．７５－２Ｃ　（２Ｆ用）

２Ｆ用

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｅ）（ＶＥ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｅ）

エアコン用（天井取付）

２ＥＴ

2023-10
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1：-（A3)
1：-（A1)２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸

木村設計Ａ･Ｔ会社
株式

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ
縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13

３

Ｅ

ＣＬ

２

ＥＴ

２ＥＴ

２ＷＰ

Ｅ

ＥＴ

Ｅ

ＨＬ

３

２ＥＴ

ＬＫＥ

３ＷＰ

２４

２

ＣＬ

ＤＬ

ＣＬ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

ＢＡ

Ｃ Ｄ

パナソニック　ＬＧＷ５１５１０ＬＥ１　　同等品

パナソニック　ＬＧＷ５１７１４ＷＣＦ１　　同等品 パナソニック　ＸＮＤ０６６９ＷＮＬＥ９　　同等品

パナソニック　ＬＧＢ５２０９５ＬＥ１　　同等品

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
昼光色（５０００Ｋ）、Ｒａ８５、拡散タイプ

反射板：（下部）鋼板（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
埋込穴　φ１５０

光源寿命　４００００時間
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

拡散タイプ、防湿型・防雨型
カバー：アクリル（乳白つや消し）

光源寿命　４００００時間
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
光源寿命　４００００時間
昼光色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

カバー：プラスチック（乳白）
プルスイッチ付

＜ 特 記 事 項 ＞

１．図中、記入なき配管・配線は下記による。

ＥＭ－ＡＥ０．９－２ＣＡＥ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ(１Ｅ)

（保護管）

（PF16）ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ　　　　　

（PF16）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ　　　　　 （PF16）

（PF16）

天井内

天井内

天井内

天井内

２．壁立上り・立下り及び貫通部分はPF管にて保護の事。

３．平面詳細図（撤去）の特記事項は下記による。

記　号 名　　称 備　　考

撤去１戸あたり

埋込コンセントＥＴ付２Ｐ１５ＡＸ１

埋込コンセントＥＴ付２Ｐ１５ＡＸ２

防水コンセント

フラッシュプレート（2個用）ブランク

埋込スイッチ１Ｐ１５AX2

埋込スイッチ１Ｐ１５AX２、ＰＬX1

埋込スイッチ３W１５AX1

直列ユニット

モジュラージャック（ＴＥＬ用）

　１個

　２個

　２個

　１個

　２個

　２個

　２個

　２個

　１個

埋込スイッチ１Ｐ１５AX1 　１個

　２F中間形、１F端末形

既設埋込コンセントＥ付２Ｐ１５ＡＸ1　

既設埋込コンセントＥ付２Ｐ１５ＡＸ1　 　レンジフード用

　２個

（モジュラージャックが光回線用の場合は、撤去無とする。）

直付型　棚下灯　（ＦＬ１０Ｗｘ１相当）

ワイド形埋込スイッチ１Ｐ１５Ａｘ１＋ワイド形埋込コンセントＥＴ付２Ｐ１５ＡＸ１

埋込コンセント２Ｐ１５ＡＸ２

直付型　蛍光灯　（ＦＣＬ２０Ｗｘ１相当）

白熱灯　直付型　（ＩＬ４０相当）

白熱灯　埋込型　（ＩＬ６０相当）

引掛ローゼット、丸型引掛シーリング（ミミ付） （吊下型　白熱灯含む） 　４台

　 2台

　 １台

　８個

　 2台

　１個　１個

　 １台

４．平面詳細図（改修）の特記事項は下記による。

記　号 名　　称 備　　考

チャイム（ＡＣ１００Ｖ）２打点式

チャイム用押釦（埋込）

給湯器メインリモコン（機械設備工事）

レンジフード用コンセント（抜け止め型）

防雨入線カバー

防雨型（屋根式）コンセント２P１５AX3＋ET付

24時間換気スイッチ（位置表示灯・動作確認灯付）

ワイド形埋込コンセント２Ｐ１５ＡＸ２

ワイド形埋込スイッチ１ＰH１５Ａｘ１＋ワイド形埋込コンセントET付２P１５AX1

ワイド型埋込コンセントＥ付２Ｐ１５ＡＸ１

ワイドハンドル形スイッチ１ＰH１５AX１

ワイドハンドル形スイッチ１ＰH１５AX１＋１PＨＬ１５ＡX1

ワイドハンドル形スイッチ３WH１５AX１

ワイド形直列ユニット

ワイド形モジュラージャック（ＴＥＬ用）

既設ジョイントボックス

ワイド形埋込コンセントＥＴ付２Ｐ１５ＡＸ２

「24時間換気」の表示取付

風呂リモコン（機械設備工事）

照明器具（天井直付）

照明器具（天井埋込）

照明器具（天井直付）

照明器具（棚下灯）

照明器具参考姿図参照

照明器具参考姿図参照

照明器具参考姿図参照

照明器具参考姿図参照

取付方向調整金具共引掛ローゼット、丸型引掛シーリング（ミミ付）

　２F中間形、１F端末形

スイッチボックス（1個用）VE

露出型コンセントＥ付２Ｐ１５ＡＸ1　（天井内設置）

既設埋込コンセントＥ付２Ｐ１５ＡＸ1　

VVF用ジョイントボックス（大）

　浴室換気扇用

　レンジフード用

スイッチボックス（2個用）VE

水抜き用リモコン（機械設備工事）

ＷＰ

ＥＴ

M

C

A

B

C

D

（JB）

　１個

E F

G

パナソニックＮＮＮ１２２００Ｂ　相当品

本体：プラスチック（オフブラックつや消し）
防雨型

グローブ：アクリル（乳白つや消し）

器具取付高さ

Y=1. 5m

Y=1. 0m階

段

配

置

パナソニック　ＸＬＦ２１３ＵＴＮＣＬＥ９　相当品
保守率：０．９２ １７７６０９

非常用ＬＥＤレンズ：ガラス、常用ライトバー：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命（階段灯専用ライトバー）４００００時間、点検スイッチ付

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－０１５
電圧：１００～２４２Ｖ対応、蓄電池：ニッケル水素電池
常時：階段灯専用ライトバー点灯、非常時：階段灯本体組込ＬＥＤ点灯

自己点検スイッチ付、充電モニタ（緑）付

単体配置

器具取付高さ

直線配置

四角配置

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－０２７
非常用ＬＥＤレンズ：ガラス、常用ライトバー：ボリカーポネート（乳白）

電圧：１００～２４２Ｖ対応、蓄電池：ニッケル水素電池
常時：非常用ライトバー点灯、非常時：非常灯本体組込ＬＥＤ（一般出力型）点灯
非常灯タイプ、１６００ｌｍ（ＦＬ２０形×２灯器具相当）

光源寿命（非常用照明器具専用ライトバー）４００００時間、点検スイッチ付

パナソニック　ＸＬＧ２１１ＤＧＮＫＬＥ９　相当品
保守率：０．９３ Ｋ０１７６５５８

自己点検スイッチ付、充電モニタ（緑）付

壁直付型・据置取付型
幅１００・高１００・出しろ１３７

Ｘ ＋

ｘ

Ｘ ＋

ｘ

2l x

1l x

2l x

1l x

A2

B2

A4

B4

A1

B1

B' 1 5. 1

7. 5

－

－

2. 1m 2. 4m 2. 6m 3. 0m 4. 0m 5. 0m 6. 0m

7. 2 8. 0 8. 7 9. 3

8. 9 10. 1 10. 9 11. 6

7. 1 7. 9 8. 6 9. 2

10. 0

12. 9

9. 8

10. 1

14. 0

10. 1

8. 9 10. 0 10. 8 11. 5 12. 9 13. 8

16. 6

16. 1

14. 7

14. 7

4. 0m

4. 5

5. 4

4. 7

3. 0m

6. 0

6. 2

5. 4

15. 1

14. 7

13. 0

13. 0

2. 6m

5. 8

6. 0

5. 2

14. 1

13. 7

12. 2

12. 1

2. 4m

5. 7

5. 8

5. 2

13. 6

13. 1

11. 8

11. 5

2. 1m

5. 4

5. 5

4. 9

12. 6

12. 1

11. 2

10. 6

Ｌ Ｅ Ｄ ユ ニ ッ ト 器 具 光 束 ７ ６ ０ l m　 ６ ． ４ W

Ｌ Ｅ Ｄ ユ ニ ッ ト 器 具 光 束 ５ ８ ０ l m　 ５ ． ９ W LEDユ ニ ッ ト 器 具 光 束 ９ ８ ０ l m　 １ ２ W

Ｌ Ｅ Ｄ ユ ニ ッ ト 　 器 具 光 束 ７ ７ ２ l m　 ７ ． ８ W Ｌ Ｅ Ｄ ユ ニ ッ ト 　 器 具 光 束 ６ ０ ０ l m　 ４ ． ６ W

Ｌ Ｅ Ｄ 非 常 灯 　 光 束 １ ６ ０ ０ l m LED階 段 通 路 誘 導 灯 　 器 具 光 束 １ ６ ０ ０ l m　 １ ５ ． ６ W
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市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事

電気設備　特記事項、照明器具参考姿図



改設

配管用炭素鋼鋼管（白）○既設

ポリエチレン外面被覆鋼管○改設

ポリエチレン外面被覆鋼管○既設（地中）

配管用炭素鋼鋼管（黒）○改設

配管用炭素鋼鋼管（黒）○既設ニ）油管、油用通気管（一般）

屋　　内 屋　　外

●

●

花巻市南諏訪町11地内

2

●

●

RC造

○

○配管用炭素鋼鋼管（白）

Ⅰ．工事概要

Ⅱ．工事仕様

●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

○ 適用区分

風速（Ｖｏ＝　　　　　ｍ／ｓ）

地表面粗度区分（　　　　　　　　　　　）

建設省告示第１４５５号における区域　別表（　　　　）

○ 風圧力

○ 積雪荷重

○工事期間中停止させない

機器

○ なし ○ 有り

○再使用品の特別な清掃等

○再使用品の状態及び

性能・機能確認

○

○

●材料・機材の品質等

一
般
共
通
事
項

章 項目 特記事項

一
般
共
通
事
項

● 耐震措置 耐震措置の計算及び施工方法は，次に示す事項以外，すべて建築設備耐震設計・施工指針（国土交通省

（１）機器の据付け及び取付け

設　　計　　用　　標　　準　　水　　平　　震　　度

設　置　場　所 特　定　の　施　設 一　般　の　施　設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階、屋上及び塔屋

　２．０ 　１．５ 　１．５ 　１．０

中間階

１階及び地下階

　２．０ 　２．０ 　２．０ 　１．５

　２．０ 　１．５ 　１．５ 　１．０

機　　器

防振支持の機器

機器種別

　１．５ 　１．０ 　１．０ 　０．６

　１．５ 　１．５ 　１．５ 　１．０

　１．５ 　１．０ 　１．０ 　０．６

機　　器

防振支持の機器

　１．０ 　０．６ 　０．６ 　０．４

　１．０ 　１．０ 　１．０ 　０．６

　１．５ 　１．０ 　１．０ 　０．６

機　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

水　　槽　　類

水　　槽　　類

○ 設計温湿度

％

％

外気条件

夏季

冬季

屋内（調整目標）

一般系統 　　系統 コンピューター室系統

温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ） 温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ） 温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ） 温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）

１９．０ ４０

５０２８．０ ２４．０

２４．０

４５

４５

℃ ％ ℃ ℃ ％

℃ ％ ℃ ℃ ％

ばい煙濃度計○ 取付箇所は図示による。

○ 煙突 ○ 別途

○ 本工事（鋼板厚 ｍｍ、高さ ｍ以上）

既存再使用

○ 煙道

○ ダクトの区分 既設 ○ 低圧ダクト

改設 ○ 低圧ダクト

空
気
調
和
設
備

空
気
調
和
設
備

一
般
共
通
事
項

○長方形ダクトの工法 既設

改設

○アングルフランジ工法

○コーナーボルト工法（共板又はスライド）

○ 風量測定口

○ 防煙ダンパー イ）復帰方式 ○

ロ）復帰動作 ○ 順送り

○ 配管材料 イ）冷温水管

ロ）冷却水管

ハ）蒸気管（給気管）

（還水管）

既設 ○配管用炭素鋼鋼管（白）

改設 ○配管用炭素鋼鋼管（白）

既設 ○配管用炭素鋼鋼管（白）

改設 ○配管用炭素鋼鋼管（白）

既設 ○配管用炭素鋼鋼管（黒）

改設 ○配管用炭素鋼鋼管（黒）

既設 ○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）（Ｓｃｈ４０）

改設 ○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）（Ｓｃｈ４０）

ヘ）空調用排水管 既設 ○配管用炭素鋼鋼管（白）

改設 ○

ト）冷媒管 既設 ○ 断熱材被覆銅管

改設 ○ 断熱材被覆銅管

配管用炭素鋼鋼管（白）

○ 弁類 ○ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ

○ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

○鋼管用伸縮管継手 ○ ベローズ形

○ スリーブ形

○ 温度計

○ イ）止水コック付とする。（瞬間流量計 ○ 着脱形 ○ 固定形）

○ １００Ａ用 ○ ２５０Ａ用

を付属する。

○ チャンバー イ）内貼チャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

○ 保温

○ 不要 ○要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

ニ）外気取り入れダクト及びチャンバーボックスの保温 ○ 要 ○ 不要

居室露出部 ○保温化粧ケース（樹脂製） ○

屋外 ○保温化粧ケース（樹脂製） ○保温化粧ケース（ＳＵＳ製）

○ 塗装 下記の部位に使用するダクトには塗装を行う。　　　　　　　　　

○

図示○

○ 準拠事項 ［ 空気調和設備の当該事項に準ずる。］

○ ダクトの区分 ○

○ チャンバー

長方形ダクトの工法

○ 塗装

○ 風量測定口 ○ 防煙ダンパー

○開放形湯沸器用排気 ○ 既設

○ 新設（ ○ ○

○厨房用排気ダクト アングルフランジ工法ダクトとする。

既設 ○ 亜鉛鉄板

○ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４）（板厚は衛生器具表空調１の厨房排気ダクトの板厚表による）

改設 ○ 亜鉛鉄板

○ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４）（板厚は衛生器具表空調１の厨房排気ダクトの板厚表による）

○厨房用排気フード 既設　材質（天幕とも） ○ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４）

○ 有 ○ 無

○

改設　材質（天幕とも） ○ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４） ○

○ 取り付ける ○ 取り付けない

改設　フードコック ○ 取り付ける ○ 取り付けない

●多湿箇所の排気ダクト

水抜き管 ○ ●

● 保温

換
気
設
備

フード 別途 本工事　）

要 不要

機械設備改修工事特記仕様書

１．共通仕様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書（

修標準仕様書に記載されていない事項は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）

２．特記仕様

建築基準法に基づき定まる風圧及び積雪荷重の算定は次の条件による。

号）による。

地域係数は、昭和５５年建設省告示第１７９３号（最終改正　昭和６２年建設省告示第１９１８

次に示す設計用標準水平震度と地域係数を乗じたものとする。

設計用水平地震力は，機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、 取付箇所は図示による。取付面は監督職員の指示による。

ホ）膨張管、空気抜き管、膨張タンクよりボイラー等への補給水管

ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

円形指示計とする。

ロ）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系統で消音内貼りし

たチャンバーには、点検口を設ける。なお、大きさは図示による。

ハ）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工
する。

イ）建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁までとし(空気抜き弁も含む)、仕様は冷温水管の項による。

ハ）還気ダクトの保温

ヘ）冷媒管の保温外装

ホ）排気ダクトは外壁開放部より１ｍ程度を保温する。（チャンバーボックスを含む）

遠隔式（電気式（定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下））

改設　フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）

既設　フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）

+Ｂシールとする。

厨房系統、浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統のダクトのシールは標準図のＮシール＋Ａシール

空気調和設備の当該事項による他、全熱交換器の給気ダクトの保温を行う。

１. 工事場所

２．建物概要

建　物　名　称 構　　造
階数

備　考
地上 地下 塔屋

延面積（㎡）
別表第１の区分

消防法施行令

３．工事種目（●印のついたものが対象工事）

工　　　　　　　　　事　　　　　　　　　種　　　　　　　　　別

工事種目

●

●

○

○

●

●

●

●

○

○

●

●

○

空気調和設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

厨房機器設備

ガス設備

建物別及び屋外

４.指定部分 〇無し

〇有り　　範囲：

５．設備概要　（●印の付いたものを適用する。）

方　　　　　式 設　　　備　　　概　　　要

空気調和方式

排水方式

給湯方式

消火設備方式

ガス設備方式

○ 中央方式

○ 個別方式

（１）

（２）

雑排水

汚水放流先

建物内の汚水と雑排水［既設］

［既設］

［既設］

自動制御方式

給水方式

〇 直接暖房

［既設］

［既設］

［既設］

○ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ・ﾀﾞｸﾄ併用方式 ［改設］

［改設］

［改設］

○ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ・ﾀﾞｸﾄ併用方式

〇温風暖房機 〇 〇

〇〇

［既設］

［既設］

［改設］○ 電気式 〇電子式○ 電気式 〇デジタル式〇

● 水道直結方式 〇 高置タンク方式 〇 加圧給水方式● 水道直結方式［改設］

局所方式

●分流式　　○合流式 ●分流式　　○合流式

［改設］

［改設］

［改設］

● 下水道直放流 ● 下水道直放流

● 下水道直放流 ● 下水道直放流
○ 浄化槽

○ 浄化槽

○ 浄化槽

○ 浄化槽

○ スプリンクラー設備

屋内消火栓設備○

［既設］

［既設］

［既設］

［改設］

［改設］

［改設］

〇湿式

〇湿式

〇湿式

〇湿式

〇

〇

○ 〇窒素連結送水管

都市ガス（種別 、高位発熱量 MJ/m3(N) 、低位発熱量 供給圧力MJ/m3(N) 、 Ｐａ ）

供給事業者名 ● 液化石油ガス

機械設備工事編）（令和4年版）」（以下，「改修標準仕様書」という。）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境

課監修「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（令和４年版）」（以下，「標準図」という。）による。ただし，改

（令和４年版）」（以下，「標準仕様書」という。）による。

電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

なお、電気設備工事の特記仕様は（　／　）図，建築工事の特記仕様は（　／　）図による。

（1）本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能を有するもの、又は同等のもの

とする。ただし、製造業者等が記載されている場合で同等品を使用する場合は、あらかじめ監督

職員の承諾を受ける。

（2）別表に示す材料・機材等を使用する場合の製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満たす

ものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す

書面を提出して監督職員の承諾を受ける。

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。（なお、システムとして機能するものに

５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

３）安定的な供給が可能であること。

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

あっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。）

別　表　（品質及び性能に該当する材料・機材等）

マンホールふた・弁桝ふた

電気集じん器

スプリンクラー消火システム

斜流送風機

厨房システム

全熱交換器（回転形、静止形）

軸流送風機

自動制御システム

ＦＲＰ製パネルタンク

横形遠心ポンプ

自動巻取形エアフィルター

遠心送風機（多翼形送風機）

消音ボックス付送風機

立形遠心ポンプ

衛生器具ユニット

泡消火システム

ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

風量ユニット（定風量・変風量）

エアフィルター（パネル形、折込み形、袋形）

水中モーターポンプ（汚水用、雑排水用、汚物用）

不活性ガス消火システム

密閉形隔膜式膨張タンク（空調用、給湯用） ステンレス鋼板製パネルタンク（溶接組立形、ボルト組立形）

真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

ファンコイルユニット及びカセット形ファンコイルユニット コンパクト形空気調和機

ユニット形空気調和機

鋼製小型ボイラー

小形吸収冷温水機ユニットチリングユニット

遠心冷凍機

鋼製ボイラー

鋳鉄製ボイラー

パッケージ形空気調和機

冷　　却　　塔

直だき吸収冷温水機

鋼製簡易ボイラー

● 機材の承諾図

● 環境への配慮

機械設備工事機材承諾図様式集（令和元年度版）によるほか、監督職員の指示による。

1）国等による環境物品等の推進等に関する法律に基づく特定調達物品等に関する判断の基準は、「環

境部物品等の調達の推進に関する基本方針（平成２８年２月閣議決定）」による。

２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の①

から④までを満たすものとする。

①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー

ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上

塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図

書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

ない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデデヒド、

③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有し

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

に該当する材料を指し、同区分｢第三種｣とは次の③又は④に該当する材料を指す。

②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

①　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

発散建築材料以外の材料

３）設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分において、｢規制対象外｣とは次の①又は②

● ● ○ ●

○

技能士の適用 配管施工（配管工事）

冷凍空気調和機器施工（チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付け及び整備）

建築板金施工（ダクト製作及び取付け） 熱絶縁施工（保温工事）

● 仮設工事

●

● 足場その他

○本工事で設置する。

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に　

当たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」

○

○

設けない

設ける（規模及び仕上げの程度、設置する備品等の種類及び数量は補足説明事項による）

〇 監督職員事務所

● (建築工事の部）特記仕様書による。

における２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

○ 種別 ○ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種

○

○ Ｆ種

Ｇ種

外部足場

防護シート ○ 設置する ○ 設置しない

○ 種別 ○ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種 ○ Ｆ種内部足場

○

○ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種

材料、撤去材等の運搬方法　（建築工事編２．２．１　表２．２．２による。）

種別

Ｃ種○Ｂ種○Ａ種○種別○ 仮設間仕切

○ 既設部分の養生 ○ 行う ○ 行わない

● 火気の使用 建築物内での火気の使用は原則として行わない。

○ 施工調査 公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）によるほか下記による。

事前調査 ○ 本工事 ○ 別途

調査項目 ○

調査範囲 ○ 図示 ○

調査方法 ○ 図示 ○

電動機○ 換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は製造者規格による標準

品としてもよい。

●完成時の提出図書

● 電源周波数 ５０Ｈｚとする。

工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使

用権は、発注者に譲渡するものとする。

完成図等

●

●　写真 ●　工事用、完成用ともカラーとし、監督員の指示による。

完成図等

○　電子納品対象書類については、「岩手県電子納品ガイドライン」による。

●　その他書類 ●　監督員の指示による。　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●　改修標準仕様書1.8.2～1.8.4による。　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

● 容量等の表示 イ）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

ロ）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。

● 埋戻し及び盛土 種別 ○ Ａ種 ●Ｂ種（ただし、コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）

ハ）下記の撤去資機材等については定性分析調査を行うものとし、採取部位及びサンプル数は監督職員

○と協議する。なお、調査にかかる費用は、 本工事○ 別途　とする。

○ 熱源機器

調査方法（○型番確認の上製造者ヒアリング ○ ）

ロ）下記の撤去資機材等についてはアスベスト含有製品調査を行い監督職員に報告する。

調査範囲（ ）○

〇配管接合材(石綿ジョイントシート） 〇ダクトパッキン(石綿テープ）

〇煙道用パッキン(煙道伸縮部：石綿ロープ）〇保温外装材(アスベストセメント）

〇煙道用パッキン(壁貫通部：アスベスト）〇保温外装材(特殊石綿板）

〇たわみ継手〇保温材(石綿入りけいそう土保温材1号）

○アスベスト含有製品

調査

イ）下記撤去部位は、石綿含有製品が使用されており、原則、調査不要とする。

国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修２０１４年版）による。

○溶接部の非破壊検査 対象配管系統 ○ 冷温水 ○ 冷却水 ○ 消火（水用） ○ 油 ○ ガス

● 支持及び固定 標準仕様書記載以外の天井吊形、カセット形、天井隠ぺい形の機器の支持は、吊り用ボルトで行い、

振れ止めを施したものとする。

●支持金物・固定金具 イ）ポンプ、屋外機器及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステンレス製（ＳＵＳ３０４）と

し、屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

ハ）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

● 地中埋設標等 ●地中埋設標（図示の位置） ● 埋設表示テープ

● はつり 既存コンクリート部の床・壁の配管貫通部等の穴開けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

○ 非破壊検査 イ）放射線透過検査等による埋設物の調査 ○ 行わない ○ 行う

ロ）範囲は監督職員の指示による。なお、検査費は別途とする。

●あと施工アンカー ○接着系アンカー（接着剤は有機系とする） ●金属拡張系アンカー（※本体打込式）

イ）性能確認試験

ロ）施工後確認試験

○ 行わない ○ 行う

●既設インサート他 既設インサート及びアンカーボルト ○ 使用しない ● 使用する

● 配管の試験 既設配管系統の試験 給　水

排　水

冷温水

冷却水

〇 行わない ● 行う

〇 行わない ● 行う

○ 行わない ○ 行う

○ 行わない ○ 行う

試験方法 給　水

排　水

冷温水

冷却水

●

●

○

○

ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

注1）上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合

は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

注2）中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

○ 一般の施設 ○特定の施設）とする。イ）本施設は（

ロ）１００ｋｇ以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものを除く）においても耐震を考慮し、

据付又は取付を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

ハ）重要機器は次のものを示す。

〇給水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇排水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　）

〇換気機器

〇空調機器

〇熱源機器

〇防災設備

〇監視制御設備

〇危険物貯蔵装置

〇火を使用する設備

〇避難経路上に設置する機器

○冷媒（フロン系）回収 冷凍機等の撤去に伴う冷媒回収方法は次による。

ただし、冷媒回収の費用は（○ 本工事 ○ 別途）とする。

〇電線類

〇 塗装

〇保温外装

○他工事との工事区分 工事区分表による

○絶縁継手取付箇所

○建物導入部配管の変位 図示の箇所に施工する。施工方法は下記による。

標準図 ○

○ ○

吸収 （ａ）　）

（ｂ） （ｃ）　）

● 弁等のサイズ 特記されていない弁等のサイズは機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。

● 総合調整 ○

○

○ 風量調整

○室内気流及びじんあいの測定

● 水量調整

○ 騒音の測定 ○飲料水の水質の測定

○室内外空気の温湿度の測定

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

各機器の個別運転調整後に下記の総合調整を行い、測定報告書を提出する。

工事対象部位の個別試運転調整を行い、下記の測定報告書を提出する。

施工４（

図示による。

施工５（

ただし、配管・ダクト・機器等の天井つり下げ用アンカーには、接着系アンカーを使用しない。

行わない ○ 行う○

〇屋内露出の保温外装は、合成樹脂カバー2とする。

〇保温を行わない居室・便所・湯沸室及び屋外の露出配管（鋼管）、ダクトには塗装を行う。

〇図示による

電線及びEМケーブルは標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。

（１）冷媒の回収の方法は、改修標準仕様書第3編2.4.3により、次の書類を監督職員に提出する。

イ）フロン回収工程管理表の写し

ロ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し

○

○ 図示による。

煙道径３００ｍｍ以下は鋼板厚３．２ｍｍ、３００ｍｍを超えるものは４．５ｍｍとする。

煙道径４００ｍｍを超えるものには、掃除口に蝶番を取り付ける）

○

ロ）着脱形の流量指示部（ ４０Ａ用○ 個、 個、 個）

ロ）屋外露出管（弁、フランジを含む）の保温は、標準仕様書第２編（表２．３．５　ｅ２・（ハ）

）とし、厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

制気口ボックス内面（居室・便所の見えがかり部）

市営諏訪アパートE棟

水圧試験

●

●

●

●●

（WC内既設露出管も含む）

●

●

局所方式〇 中央方式 中央方式〇

花巻ガス株式会社

578.16

本 工 事 の 請 負 者 は 、 工 事期 間 中 工 事 目 的 物 及 び 工 事 資 材 に 対 し て 、 下 記 に より

組 立 保 険 に 加 入 し 、 そ の保 険 証 書 の 写 し を 監 督 員 に 提 出 す る 。

加 　 入 　 金 　 額

加 入 時 期 及 び 期 間

請 　 負 　 金 　 額 　 の 　 １ ０ ０ 　 ％

資 材 搬 入 前 か ら 完成 後 ３ ０ 日 ま で

保　険●

撤去工事 ●●

通水試験

縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 NON　SCALE
機械設備改修工事　特記仕様書（１）

図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-01

2023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ）※ＴＳ継手仕様

ﾋﾞﾆﾙ管（ＶＰ）※ＴＳ継手仕様

ビニル管（ＶＰ）　※ﾋﾟｯﾄ内

ビニル管（ＶＰ） ●

耐火二層管（2階系統）●

● 屋外露出管は凍結防止ヒーター巻とする。（土中部分は凍結深度より巻くものとする）

樹脂管 保温20mm付(架橋ポリエチレン管又は同等品）※ヘッダー以降●

10010 0

10
0

10
0

10 0

約 100約100

ﾀﾞｸﾄ切断部

石綿含有ﾌﾗﾝｼﾞｶﾞｽｹｯﾄ

ダクトフランジ部撤去詳細図

アスベスト含有部材を撤去・取り外しを実施する場合の施工要領（参考）

フランジ・エルボ・チーズの前後を切断し、他のダクト・配管他は別に廃棄を行う。

撤去する長方形ダクトのフランジ部、配管のエルボ・チーズ部に含まれる石綿を処分するため、

以下に撤去方法（参考）を示すが、実施する撤去方法は、作業主任者の指示による事。

〇　本工事　　○別途（切断費、処分費（運搬費を含む））

ノズル式又は消泡剤式とする。

合成樹脂製パネル（厚さ５ｍｍ以上、文字は彫り込み）を取り付ける。

一定期間定常状態で使用後、放流水質等を記入した測定表を提出する。

〇敷き均し〇場外搬出チ）残土処分

消泡装置○

フローシート○

水質表示等の提出○

３０日分を納入する。消毒剤○

標準図施工７３（

標準図施工７２による

ロ）厨房機器据付け要領は、標準図施工７４による。

〇広範囲型２号消火栓

（保温の種別は標準仕様書第２編３．１．５表２．３．５のｈ・（イ）・Ⅸとする）

）とし、厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

イ）屋外露出管（弁、フランジを含む）の保温は、標準仕様書第２編（表２．３．５　ｅ２・（ハ）

貯湯式〇瞬間式○加熱方式は

建築設備定期検査業務基準書平成20年版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）の排煙風量の

検査方法に準ずる。

不要）要 ○○電気式（遠隔操作機能

無）○有○電気式（遠隔操作機能

○

○

０．６

工
事
内
容

２．保温材部両側約100mmの箇所において慎重に切断する。

２．フランジ部両側約100mmの箇所において慎重に切断する。

施
工
要
領

不要○別途）○本工事○要（○ト）水替え（自然水位　ＧＬ－　　　ｍ）

ホ）躯体（現場施工形の場合）

漏電、過負荷、満水警報等の一括故障表示用無電圧接点及び端子を設ける。）

流入用並びに放流用ポンプは各々２台設置し、自動交互異常時同時運転とする。

ロ）浄化槽本体への流入方式（必要な場合はポンプアップ方式とする）

ハ）送風機を２基設置する場合タイマーによる自動交互運転とする。

ｍ付属する。ロ）送風機にはケーブル（ビニルキャプタイヤケーブル）を約

イ）外部に設置する送風機はカバー付とし、コンクリート基礎上に固定する。

浄
化
槽
設
備

無）○ ○有外部出力端子（

イ）仕様・性能等は図示による。機器の寸法は概略寸法とする。

湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。

膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む。
給
湯
設
備

消
火
設
備

厨
房
機
器
設
備

ガ
ス
設
備ＨＩＶＰ）

排
水
設
備

給
水
設
備

衛
生
器
具
設
備

自
動
制
御
設
備

排
煙
設
備

接合方法

ステンレス管の

無有

ガス事業者の貸与品

ガス事業者の貸与品

電気ガス

電気ガス

した継手による接合

ビニル管（ＶＵ・ＶＰ）

継手による接合

ＶＰ

水道用亜鉛メッキ鋼管

改修　子メーター

改修　親メーター

買取り（隔側メーターパルス式 無）有直読式

無）有貸与品（隔側メーターパルス式直読式

買取り（隔側メーターパルス式 無）有直読式既設　子メーター

無）有貸与品（隔側メーターパルス式直読式既設　親メーター

小便器分離型）小便器一体型個別感知方式とする。（

小便器分離型）小便器一体型個別感知方式とする。（

洗浄弁方式（　　　　　　　）洗浄タンク方式

洗浄弁方式（　　　　　　　）洗浄タンク方式

Ｍｐａ

設けない。設ける

無し有り

無し既設）新設有り（

３．切断した保温付配管は、ビニール袋等に詰め、構外搬出適切処理とする。

を行う。

１．配管の切断に当たり飛散防止処置として、保温材部を飛散抑制剤の塗布又はテープ貼

配管エルボ・チーズ部撤去詳細図

石綿含有保温材

配管切断部

配管切断部

石綿含有保温材

配管切断部

配管切断部

配管切断部

保温材

保温材

４．切断したフランジ付ダクトは、ビニール袋等に詰め、構外搬出適切処理とする。

３．ダクト片側の切断終了後、フランジ部内部を外面同様、飛散防止処置として飛散抑制材の

塗布又はテープ貼を行い、もう片側の切断を行う。

を行う。

１．ダクトの切断に当たり飛散防止処置として、フランジ部を飛散抑制剤の塗布又はテープ貼

アスベスト含有部材撤去○

不要

不要○

○別途）

不要○別途）○本工事○要（

別途○

別途○

別途○

本工事）

○

○

本工事

別途

○

○

要（

要（

本工事

本工事

本工事

○

○

○

○

○

○

ヘ）山止め

ニ）埋戻し

ハ）根切り

ロ）基礎コンクリート

イ）基礎杭土工事○

耐荷重はマンホール安全荷重による。装置耐荷重○

ＭＨＤ）○ＭＨＡ○ＭＨＢ○標準図（機材1）（○

ＫＮ以上とする。）５０○１５○５○製造者標準品（安全荷重○マンホール○

○（

標準仕様書による○

製造者標準品○制御盤○

ポンプ○

構造上不要な場合は設けない。排気管及び排気かさ○

必要な場合はポンプアップ方式とする。ロ）浄化槽本体よりの放流方式

ｍ設計ＧＬ－イ）浄化槽本体よりの自然放流可能管底放流側○

ｍ設計ＧＬ－イ）流入管底流入側○

ばっ気槽用送風機○

ｋｗ×Ｖ×相総電気容量○

Ｗ×Ｌ約設置スペース

現場施工形○ユニット形（ＦＲＰ製）○主要構造○

合併処理（告示区分第２、第３、第６の処理方式）○

小規模合併処理（告示区分第１の処理方式）○処理方式○

ｍｇ／ＬＢＯＤ濃度ｍ3／日汚水量流入負荷○

％以上ＢＯＤ除去率ｍｇ／ＬＢＯＤ濃度人対象人員処理能力○

ｍ以上）ロ）敷地内車両道路（

ｍ以上）イ）一般敷地内（埋設深さ●

別途工事●

一体形）○分離形○本工事（図示の箇所に取り付ける）（○ガス漏れ警報器●

○○バルクタンク○

容器固定具をＧＬ＋３００に追加設置する。○

（ｂ））○（ａ）○○ロ）転倒防止等

本組○イ）集合装置

本）５０ｋｇ○貸与品（ガスボンベ○

●

●

改設

既設親メーター●

ポリエチレン被覆鋼管●ガス用ポリエチレン管〇

●ポリエチレン被覆鋼管配管用炭素鋼鋼管（白）〇

改設

既設ロ）地中埋設部

ガスフレキシブル管配管用炭素鋼鋼管（白） ●●改設

○●配管用炭素鋼鋼管（白）既設イ）一般配管材料○

厨房機器類○

○○○

○○○

改設

既設

既設

熱調理器の熱源○

ハ）屋外露出管については給水管に準ずる。

不要○要○改設

無○有○スプリンクラー

不要○要○改設

無○有○既設屋内消火栓

ロ）消火配管の保温

不要○要○改設

無○有○既設イ）充水タンクの保温保温○

ＪＩＳ２０Ｋ○ＪＩＳ１０Ｋ○屋内消火栓開閉弁○

２号消火栓○○易操作性１号消火栓改設

２号消火栓○易操作性１号消火栓○既設屋内消火栓種別○

○

圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）○配管用炭素鋼鋼管（白）○改設

圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）○配管用炭素鋼鋼管（白）○既設

○

外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０ ＶＳ）○外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）○改設

外面被覆鋼管（ＳＴＰＧ－３７０ ＶＳ）○外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）○既設

ロ）地中埋設部

イ）一般配管材料○

フランジ接合○

ハウジング形管継手による接合○溶接接合○　ロ）呼び径７５ＳＵ以上

ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足　イ）呼び径６０ＳＵ以下ステンレス管の接合方法〇

保温●

厚さ０．５ｍｍ以上のステンレス鋼板製とする。湯沸器の排気筒○

給水設備の当該事項による。弁類●

●

耐熱性塩ビライニング鋼管（ＨＴＬＰ）●ステンレス鋼管(SUS304)〇改設

○

ステンレス鋼管(SUS304)○耐熱性塩ビライニング鋼管●銅管○既設

配管材料●

○

排水用塩ビライニング鋼管（圧送ＭＤ）

○改設

○既設

○

排水用塩ビライニング鋼管（圧送ＭＤ）

○改設

○既設

ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）○ビニル管（ＶＰ）※既設管接続まで●改設

●コンクリート管○既設

ホ）ポンプアップ管（汚水系）

ヘ）ポンプアップ管（雑排水・湧水系）

台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。台所流し等の排水管●

図示の位置に取り付ける。満水試験継手○

ニ）屋外汚水、雑排水管

〇〇 耐火二層管改設

配管用炭素鋼鋼管（白）●既設ハ）通気管

●

排水用鉛管○配管用炭素鋼鋼管（白）○改設

○

鉛管○配管用炭素鋼鋼管（白）●既設ロ）屋内雑排水管

●

排水用鉛管○排水用塩ビライニング鋼管○改設

〇

鉛管●排水用塩ビライニング鋼管●既設イ）屋内汚水配管配管材料●

フランジ接合○

ハウジング形管継手による接合○溶接接合○ロ）呼び径７５ＳＵ以上

ＳＡＳ３２２（一般配管用ステンレス鋼管の管継手性能基準）を満足したイ）呼び径６０ＳＵ以下〇

保温●

ｍ以上）０．６ロ）敷地内車両道路（

ｍ以上）０．６イ）一般敷地内（埋設深さ●

ロ）湯沸室、台所、厨房用水栓は泡沫式とする。

耐寒水栓はＪＷＷＡの認証品とする。一般水栓）○耐寒水栓〇屋外（

耐寒水栓）●一般水栓○イ）屋内（給水栓●

合成樹脂製　）○アルミニウム合金製○化粧ケーシング（不凍水栓柱○

ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。〇

ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ○ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ〇ロ）その他の部分

ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ●イ）水道直結部分弁類●

ポリ紛体ライニング鋼管（ＳＧＰ-ＰＢ）

●

●

ポリ紛体ライニング鋼管（ＳＧＰ-ＰＢ）

●ポリエチレン管●

〇 ポリエチレン管

○●ビニル管（●塩ビライニング鋼管（ＶＤ）〇

●

●

改設

既設

改設

既設

改設

既設

ハ）土間配管用（厨房、浴室等のシンダー内含む）

ロ）屋外地中用

イ）一般配管配管材料●

水道事業者指定品○標準図○改設　子メーター用

標準図○水道事業者指定品（既設再使用）●改設　親メーター用

水道事業者指定品○標準図○既設　子メーター用

標準図〇水道事業者指定品●既設　親メーター用量水器桝●

○ ○○○○

○ ●○●○

○ ○○○○

○ ●○●○量水器●

不要○要●ワンハンドカット機能紙巻器●

温水洗浄便座〇

不要〇要○

自己給電○乾電池○ＡＣ１００Ｖ〇

手動スイッチ

電源供給自動水栓○

固定こま式（節水こま式）とする。器具付属水栓●

○〇改設

〇○既設小便器自動洗浄○

○●改設

○●既設大便器洗浄方式●

○弁耐圧○

○○開閉状態の遠方表示用接点を電動弁○

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による。計装用配線○

○○ロ）中央監視装置のソフト追加、変更及び機能変更

イ）中央監視制御装置の構成・機能は別紙による。

構成・機能

中央監視制御装置の○

○○○○中央監視制御装置○

排煙風量測定方法○

改設

既設排煙口の開放装置○

ダンパー形

ダンパー形

○

○

パネル形

パネル形

○

○

スリット形

スリット形

○

○

○

改設

既設排煙口の形式○

○改設 亜鉛鉄板 ○普通鋼板（厚１．６㎜以上）

普通鋼板（厚１．６㎜以上）○亜鉛鉄板既設ダクト○

ビニル管（ＶＰ）　

ポリ紛体ライニング鋼管（ＳＧＰ-ＰＢ）

ビニル管（ＶＰ）

ビニル管（ＶＰ）

耐火二層管（2階系統）

ポリ紛体ライニング鋼管（ＳＧＰ-ＰＢ）〇

ポリ紛体ライニング鋼管（ＳＧＰ-ＰＤ）

樹脂管 保温20mm付(架橋ポリエチレン管又は同等品）※ヘッダー以降

０．６

〇
ポリ紛体ライニング鋼管（ＳＧＰ-ＰＤ）

換気設備： 既設換気扇撤去、新規換気扇及び給気口取付

洋風大便器取替、洗濯機用水栓取替、洗濯機用パン新規取付衛生器具設備：

屋外、敷地内給水管更新（VPからPPへ、メーターBOXは再利用）給水設備：

屋内、既設給水管撤去、新規給水配管（ヘッダー配管方式）

屋内、既設排水管撤去、新規排水配管

屋外、最寄り排水桝までの既設排水管撤去及び新規排水配管（一部排水桝入替）排水設備：

給湯設備： 既設ガス給湯器撤去、新規ガス給湯器取付（20号屋外壁掛形、ｱｰﾙｺｰﾙﾀｲﾌﾟ、追焚付）

工事概要

（新規：1階硬質ポリ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）、2階耐火二層管）

（新規：硬質ポリ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP））

既設ガスメーター位置高さ変更による配管切り回しガス設備：

ガスメーター二次側　既設管撤去し新規配管

（屋外露出・埋設：ガス用ポリエチレン被覆鋼管）

（屋内：ガスフレキ管）

新規給湯配管（ヘッダー方式）

新規追焚配管

※屋外露出配管箇所は凍結防止ヒーター巻き

※屋外露出配管箇所は凍結防止ヒーター巻き

縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 NON　SCALE
機械設備改修工事　特記仕様書（２）

図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-02

2023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事

30



名  称
接続径

φｍｍ

風量

ｍ3/ｈ

静圧

Pa
付 属 品 及び 備　考

消 費 電 力

相-電圧 切替 Ｗ

重量

ｋｇ
台数 室  名

機器名称  (参考 三菱）

記号 名  称
接続径

φｍｍ

風量

ｍ3/ｈ

静圧

Pa
付 属 品 及び 備　考

消 費 電 力

相-電圧 切替 Ｗ

重量

ｋｇ
台数 室  名

記号

換気設備 機器仕様表 （ 改修後 ）

外形寸法 (幅.奥行.高）/ 埋込開口寸法

外形寸法 (幅.奥行.高）/ 埋込開口寸法

換気設備 機器仕様表 （ 撤  去 ）

機器名称

ＲＦ-1

ＣＦ-１ 天井埋込形換気扇 100 70 15 1-100 新設 便所

ＣＦ-２ 天井埋込形換気扇

レンジフード

100

150

30

300

5

50

1-100

1-100

ー

弱

強

49.0

90.0

12

新設

新設

浴室（ユニットバス）

ＤＫ

機 種 名

外形寸法

開口寸法

機 種 名

機 種 名

建築工事サニタニー用低騒音形、

薄型シロッコファン （建築工事）

150 新設 機 種 名

外形寸法

ＯＡ-1 － － －

和室（２）

和室（１）

(建築工事）

(本体建築工事）

(本体建築工事）

ステンレス製深形フード（ギャラリ）接続径100φ

ステンレス製深形フード（ギャラリ）接続径150φ（本工事）

ステンレス製深形フード（ギャラリ）接続径100φ（本工事）

フラットインテリアパネル、壁据付タイプ

ステンレス製深形フード（防虫網）接続径150φ

0.4

200ｘ200ｘ57+80ｄ

自然給気ユニット 居間

建築工事

VD-10Z137.2ー 1.9

180ｘ180

250ｘ250ｘ179+15h（２４時間換気） コントロールＳＷ、他付属品一式

サニタニー用低騒音形、２４時間換気運転に使用

ＣＦ-３

（撤去）

ＣＦ４

（撤去）

天井埋込形換気扇

100

150

37

516

1-100

1-100

ー 撤去

撤去

便所

浴室（撤去）

機 種 名

外形寸法

機 種 名

外形寸法

台所用金属製低騒音形、

（撤去）

ステンレス製丸形フード 接続径100φ

VD-20Z9-BL (三菱）相当

380ｘ380ｘ263h

0.55

ＤＫ

アルミ製ベンドキャップ 接続径150φ

6.80

2.1

28.0

58.0

弱

強

ー

ー

175ｘ175ｘ168h

FY-08PTU7D（パナ）相当パイプ用ファン 小口径パイプ用ファン

－ － AT-150QNU2 (ﾒﾙｺ）

ネットフィルター、風量調節機能付

工事名称

図面内容 縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 NON　SCALE
換気設備　機器仕様表（既存・改修）

設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-03

2023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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（４戸）
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（４戸）

８

４

１２

４

４

４



既存　平面詳細図 改修　平面詳細図

ホール

棚

階段ホール

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

玄関

物置

便所

掲示板

ＤＫ

手摺 手摺

手摺

手摺

壁コア斫り175φｘ200L

壁コア斫り175φｘ250L

押入
押入

押入

洗面

3,
60
0

1,
00

0

4,
60
0

2,
90
0

1,
00
0

3,
90
0

60
0

1,
20
0

2,900 2,900 2,600

1,
20
0

4,
50
0

7090

45

1,
20
0

5,
70
0

脱衣室

1,
80

0

棚

便所

階段ホール

浴室

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

便所

玄関

物置

押入

押入

掲示板

手摺 手摺

手摺

手摺

ホール

洗面・脱衣室

3,
60
0

1,
00

0

4,
60
0

2,
90
0

1,
00
0

3,
90
0

60
0

2,900

12
0

7090

800 200

45

5,
70
0

1,
80

0

80
0

DK

3,
20

0

8,
50

0
60
0

1,
20
0

250

100

自転車置場
自転車置場

掲示板 掲示板

浴室

(W=700 H=1900)(W=700 H=1900)

(W=1530 H=1330)

梁
(1

80
x4

50
）

梁
(1

80
x4
50

）

ポーチ

1
0
0

1
5
0

ＣＦＣＦ

ＣＦ

３ ３

４

(24H)

1
0
0

ＣＦ
１１ ２

ＯＡ

１
ＯＡ

１
ＲＦ

外壁より1.0ｍ 保温材ｸﾞﾗｽｳｰﾙ25mm巻き

(既設撤去孔再使用）

ＣＦ

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ100

1
0
0

１
ＯＡ

全て 保温材ﾛｯｸｳｰﾙ50mm巻き

鉄フレキ150φ 

壁コア斫り175φｘ250L

100

1
0
0

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ100

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

壁コア斫り175φｘ250L
（※既設穴の補修は建築工事）

2,6002,900

ポーチ

縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：30（A1)
1：60（A3)

換気設備　平面詳細図（既存・改修）
図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-04

2023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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住戸ｘ４戸 住戸ｘ４戸



室  名

室  概  要

床面積

ｍ2

天井高

ｍ

容積

ｍ3

換 気 量 計 算

換気分類

種 別
計算方法

回数･人員
必要換気

1人当占有
面積 m2/人

人数

人

判定 : 計算風量 ≦ 採用風量 は○

計算風量

m3/ｈ

風量比較

≦

採用風量

m3/ｈ   

送風機類の静圧計算表

機器

記号

接続径

φ

風量

m3/ｈ

摩擦損失

Pa/ｍ

長さ

ｍ

曲り ｒ/ｄ＝1

数 ｍ

ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

ｍ

屋外ﾌｰﾄﾞ

深型ｍ

相当長計

ｍ

静圧

P a

△ｐ(Pa）＝ζ* 1.2 /2 * ｖ＾2

風速

v(m/s)

曲り

ζ P a

吸込口

ζ P a

吐出口

ζ P a

全静圧

P a

決定圧

P a

24Ｈ：ホルムアルデヒドによる24時間換気を示す換気計算表１）

気回数 

判定 換

φ *15D

器  具  概  要

（ 火気を使用する場合の換気量 ）

換 気 量 計 算

機器・器具

数量 種 別

面風速

ｍ/ｓ

Ｖ(ｍ3/ｈ)＝定数 * Ｋ * Ｑ

定数

ﾌｰﾄﾞ有

理論廃ｶﾞｽ量

Ｋ (ｍ3/KWh) Q（KW）

判定 : 計算風量 ≦ 採用風量 は○

V(m3/ｈ)

風量比較

≦

採用風量

ｍ3/ｈ
判定

送風機類の静圧計算表

機器

記号

接続径

φ

風量

ｍ3/ｈ

摩擦損失

Pa/ｍ

長さ

ｍ

曲り ｒ/ｄ＝1

数 ｍ

ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

ｍ

屋外ﾌｰﾄﾞ

ｍ

相当長計

ｍ

静圧

P a

△ｐ(Pa）＝ζ* 1.2 /2 * ｖ＾2

風速

v(m/s)

ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

ζ P a

吹吸込口

ζ P a

吐出口

ζ P a

全静圧

P a

決静圧

Pa

換気計算表２）

φ *15D

計算風量発熱量換気分類

器 名
室  名

ＤＫ

和室(２）

和室(１）

洗面脱衣室

便所

11.700 

13.050 

10.440

2.597 

6.298 

1.372 

2.30 

2.30 

2.30 

2.30 

2.10 

2.10 

26.910 

30.015 

26.013 

24.012

5.454 

2.881 

3 24Ｈ 0.5 － - ≦ 70 0.54 ＣＦ-１ 100 70 1.2 3.1 1.5 2 3.0 6 12.1 14.5 2.5 14.5 15.0居間 65

ホール

11.310 

2.20 13.856

129.141計

1 3 30 L P G 0.93 9.88 276 ≦ 300 ○ ＲＦ-1 150 300 2.4 1.5 2.3 2 4.6 11.5 17.6 42.2 4.7 42.2 50ガスコンロＤＫ

工事名称

図面内容 縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 NON　SCALE
換気設備　換気計算書

設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-05

2023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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D

15
0

75

45L

10.280

75

N o

150

※番号に〇がついた桝を改修

200

ｍ

配管口径

90Y

種類

45YS

45L

45L

45YS

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)100

10.000

100

100

地盤高

既設45L桝を45YSに変更

66

65,65,20

65

既設45L桝を45YSに変更

65,65,30,20

以降別図参照

100

67

150

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

100

桝深さ

100

浸透桝HP300-1M､MHB300

68

100

以降別図参照

0.990

50 50

50

1.190

75

0.850

0.950

1.080

1.120

1.130

1.150

10.280

10042

10.280

10.280

150

10.280

10.280

10.280

15010.280

484951

10.280

10.280

10.280

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

0.990

1.280

1.33045YS

45L

10.280

10.280

1.200

0.810

形名 ｍ

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

ｍ

200

桝内段差

200

ｍｍ

10.280

保護鉄蓋（T-8）

75

15
0

41

10.230

既設配管

新設 給水配管

給水用　地中埋設杭

200

50

新設 排水配管

1.180

アスファルト解体復旧範囲

凡　例

10.2801.010

Ｆ棟 (８戸)
6,
00
0

備考

屋外灯

屋外灯

市道

市道

6,
00
0

1.370

10.280

90Y

75

ｍｍ

桝径

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

10.280

10.280

10.180

10.340

0.760

1.180

0.770

0.650

0.630

0.710

0.700

0.600

100

100

150

150

150

150

150

150

U T K

45L

D R

U T

U T

45L

U T

U T K

49 200

48

47

46

45

44

43

42

41

既設汚水桝 リスト表　

10.340

10.340

10.180

10.180

10.180

0.760200

200

200

200

200

200

200

200

ｍ

桝内段差

ｍ

桝深さ

100

ｍｍ

配管口径

ｍｍ

桝径

45L

形名

種類

鉄蓋

鉄蓋

鉄蓋

鉄蓋

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

備考

10.000

ｍ

地盤高
N o

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)200U T K 100 0.860

10.280

50

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)20045L 100 0.860 10.28051

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)20045L 100 0.950

10.280

52

0.390

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

N o
地盤高

ｍ

10.000

備考

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

種類

形名

桝径

ｍｍ

配管口径

ｍｍ

桝深さ

ｍ

桝内段差

ｍ

200

200

200

200

200

200

200

200

※塩ビ桝45ＹＳ（段差付）で配管勾配が確保できない場合は、45Ｙ（段差無し）でも良いものとする。

200

100

150

150

150

150

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

53

54

55

56

57

58

59

60

61

200 塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

90Y 200 塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

45L 200

62

63

64

U T K

U T K

45L

45L

45Y

50

75

50

縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：100（A1)
1：200（A3)

衛生設備　配置図（改修）
図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-06

2023-10

【改修建物】
Ｅ棟 (４戸)D

D

7575

■

30

30

100

150

10
0

30

■

150 150

15
0

50

7575

50 50 50

40

10
0

10
0

通路（舗装）

10
0

150

浸透桝HP300-1M､MHB300

10
0 30

10
0

150

30

40

15
0 100100

150
50 ■ 50■
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※配管接続は本工事

1

記 号

1

名　　　称 参　考　型　番

1

吸気弁付止水栓

吸気弁付止水栓

ヒューズコック

MX-D

LIXIL

WHG

洗濯機用パン

浴室 便所

1

※配管接続は本工事

循環金具

3口用

レンジフードファン

（1）

電熱産業 DSR-D3C

量　　水　　器 既設再使用

（1）

CS670B、SS671BNCL,TCF116,YH117

（　本体建築工事　）

１戸計

1

（1）

2

1

2

屋外

5

2

1

1

（　本体建築工事　）

※ダクト接続（ﾛｯｸｳｰﾙ50mm巻）・ＳＵＳ製深型フード(防鳥網)150φは本工事

手洗付ﾀﾝｸ・暖房便座・紙巻器

（1）

和室６帖

TW11RF

量水器ボックス

竹村製作所

竹村製作所

LF-WJ50KQA-U

ストレート形２０Ａ

ストレート形１３Ａ

２０Ａ×０.８Ｈ

2

新設　機器・器具表

山清電気

ＤＫ

メインリモコン,風呂リモコン,リモコンコード,配管カバー（４５０Ｌ）

洗面

1

1

GTW

２０Ａ×０.８Ｈ

LD-3

BC-110STU､DT-5800NBL､CF-18ASJ､CF-32H

湯水抜栓（1階分）

洋風大便器

洗面化粧台

電動水抜駆動部

洗濯機用ﾎｰﾑ水栓

ガス給湯機 ２０号　屋外壁掛形（排気アールコープタイプ）　追焚付

ユニットバス （　本体建築工事　） （1）

PWP740N2W、PJ2009NW

※ダクト接続・ＳＵＳ製深型フード(防虫網)100φは本工事

メーターユニット 20A　中部水道企業団仕様　 1

合計

（1）

（1）

（　　）は建築工事又は既設再使用を示す。

EVMA

既設再使用

光合金製作所

光合金製作所

森永 MDP-32 VVD-32Y未来工業

TOTO LIXIL

仕　　　様

脱衣

システムキッチン

９.５φＬＢ二口ヒューズコック

NRZ-D1-MT

1

BH-D湯抜栓　（2階分） 竹村製作所

ミニドルゴ 洗面ﾄﾗｯﾌﾟ用32

凍結防止ﾋｰﾀｰ用節電ｻｰﾓ

RUF-A2005SAA(B)リンナイSRT-C2061SAWX-L-2BLノーリツ

1

GT光合金製作所MT

PF-7464AC、TP-51TOTO

1２０Ａ光合金製作所

1水抜栓　（2階分）

追炊き配管 PE管Φ10×2　保温付（5mm程度)

竹村製作所

ES700-3

1

1

（　本体建築工事　）

TOTO LIXIL

水抜栓用

竹村製作所 EVMC光合金製作所NRZ-D1-BH電動水抜駆動部 12階分　階上水抜栓用

1NRZ-C1 光合金製作所 EV1 1階分　竹村製作所電動水抜操作盤

1NRZ-C2D 光合金製作所 EV2R 2階分　竹村製作所電動水抜操作盤

1 1

V-TU-13吸気弁（配管用）

吸気弁付継手

光合金製作所 JLK竹村製作所 S-VL

光合金製作所 JLK竹村製作所 S-VL

光合金製作所 LKWH竹村製作所 V-JT(S)・V-FⅡ

竹村製作所

１３Ａ（洗濯機系統）

2 2１３Ａ（浴室系統）

1

1

1

1

1

1

1

（1）

（1）

1

1

1

1

1

1

1

1

凍結防止ヒーター 2ｍ （1　ｶﾞｽ給湯器給水） 1 1

凍結防止ヒーター 5ｍ （2階系統給水　立管からガス給湯器まで） 11

1 1凍結防止ヒーター 5ｍ （1階　追焚配管）

凍結防止ヒーター 116ｍ （1階　給湯　ガス給湯器からﾍｯﾀﾞｰまで）

1 18ｍ （2階　給湯　ガス給湯器からﾍｯﾀﾞｰまで）

11（2階　追焚配管）8ｍ

凍結防止ヒーター

凍結防止ヒーター

740×640，排水トラップ共

2口用電熱産業 DSR-D2C山清電気 ES700-2凍結防止ﾋｰﾀｰ用節電ｻｰﾓ 22（2階-1戸に２個）

（1階）

LKSV光合金製作所

緊急止水弁付、寒冷地用

11（2階系統給水　ﾍｯﾀﾞｰからガス給湯器まで）凍結防止ヒーター 5ｍ

縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 NON　SCALE
衛生設備　機器・器具表（改修）

図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-07

2023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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（1階：2戸）

（2階：2戸）

4

4

4

4

（4）

（4）

（4）

（4）

4

4

4

2

2

2

2

2

2

2

4

（4）

（4）

4

8

20

4

8

2

2

2

4

2

2

2

4

4



D

D

G

G

G

G

8,400

50
40 50

65

40

65

6575

CO65

75

75

65

75

65

CO65

2,
10
0

39
0

13
0

2階電動湯抜栓18
0

CO75

65

75

65

75

給水ﾍｯﾀﾞｰ5P

2,
10
0

13
0

4050

洗面

洗濯 浴室

流し

給湯ﾍｯﾀﾞｰ3P

8,400

2,9002,9002,600

給水ﾍｯﾀﾞｰ5P

2,
80
0

給湯ﾍｯﾀﾞｰ3P

2階天井▼

１FL▼

２FL▼

RFL▼

ガス設備　系統図給水・給湯設備　系統図排水設備　系統図

2,
62
0

RFL▼

２FL▼

GL▼

１FL▼

浴室 流し

洗面

15

20

39
0

65

RFL▼

２FL▼

１FL▼

GL▼

2,
62
0

2,
80
0

2階天井▼

1階天井▼ 1階天井▼

CO75

50

50

1,
15
0

1階電動湯水抜栓

屋外排水桝へ接続

屋外排水桝へ接続

2,
62
0

2,
80
0

2階天井▼

1階天井▼

1,
15
0

39
0

13
0

2,
10
0

18
0

13
0

39
0

2,
10
0

5050

50

50

浸透桝へ

量水器より

洗面

洗濯 浴室 流し

8,400

2,9002,9002,600

GL▼

50

20
20

※ヘッダー以降は架橋ポリエチレン管φ13

20

20

20

15
φ

15

ガスメーターより

50

20

20

20

20

凍結防止ヒーター布設範囲

洗濯

洗面

流し浴室 洗濯

流し

浴室洗濯

洗面

流し浴室洗濯

洗面

2階電動水抜栓

排　水　管

凡　例

ガ　ス　管

追　焚　管

給　湯　管

給　水　管

吸気弁（洗濯機、浴室）を取付のこと。

※ヘッダー以降の各系統に吸気弁付止水栓（トイレ、洗面、流し）及び

2,
10
0

1,
15
0

WHG

WHG

WHG

WHG

1階天井▼

2階天井▼

39
0

13
0

18
0

13
0

39
0

2,
10
0

15

COA80 COA65

7575

65

75

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 NON　SCALE
衛生・ガス設備　系統図（改修）

縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-08

2023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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×2セット ×2セット ×2セット



ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：50（A1)
1：100（A3)

衛生設備　1階　平面図（改修）
縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-09

2023-10

65

別紙詳細図参照

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

ホール玄関

物置

玄関

棚

押入

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

ホール 玄関

物置

階段ホール

玄関

棚

押入

自転車置場自転車置場

ポーチ

8,4008,400

30

8,
50

0
3,

20
0

4,
60

0

4,
60

0
3,

90
0

4,
60
0

8,
50

0
3,

20
0

16,800 16,800

8,400 8,4008,4008,400

y2

y3

y5

y8

y1

y7

y9

y10

y11

y6

y4

x1 x2 x3 x4 x5 x6 x7 x8 x9 x10 x11 x12 x13 x14 x15 x16 x17

UP

150

75

75

50

既設45L桝を45YSに変更 既設45L桝を45YSに変更

65,65

以降別図参照 以降別図参照

50 50

■

50

75

100

100
42

10
0

4849

100

10
0

51

150

50

43

15
0

41

30

50

■40

75

20

通路（舗装）

50

50

75

20

65

30

また、浸透桝は既存位置で差支えない場合は既存再利用とする。

浴室

脱衣室
洗面

洗面
脱衣室

浴室

20

75

20
30

UP

凡　例

アスファルト解体復旧範囲

新設 排水配管

給水用　地中埋設杭

新設 給水配管

既設配管

※既存ガス管の位置を試掘にて確認し、改修配管ルート及び、

　浸透桝の位置を調整のこと。

WHＧWHＧ
D

浸透桝浸透桝
D

8,4008,400

10
0

10
0

30

■ 30

150

10
0

15
0

30

■

150 150

15
0

50

7575

50

50 50

40

10
0

150

30

37

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事

2020

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

ホール玄関

物置

玄関

棚

押入

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

ホール 玄関

物置

階段ホール

玄関

棚

押入

自転車置場自転車置場

ポーチ

UP

UP

洗面
脱衣室

浴室

75
75

75

75

30

20

30
20

洗面
脱衣室

浴室

D
浸透桝浸透桝 WHＧ WHＧ

D



洗面
脱衣室

洗面
脱衣室

DN

ホール

浴室

ホールホール

浴室

押入

玄関

物置

玄関 ホール

DK

居間

押入

玄関

物置

玄関ホール

DK

居間

WHＧ WHＧ

y2

y3

y5

y8

y1

y7

y9

y10

y11

y6

y4

x1 x2 x3 x4 x5 x6 x7 x8 x9 x10 x11 x12 x13 x14 x15 x16 x17

階段室

棚

物置

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

棚

物置

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

8,400 8,400 8,400 8,400

16,80016,800

33,600

3,
20

0
8,

50
0

4,
60

0

3,
90

0
4,

60
0

4,
60

0
3,

20
0

8,
50

0

3,
20

0
3,

90
0

1,
00

0
3,

60
0

3,
20

0
1,

40
0

8,400 8,400 8,400 8,400

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：50（A1)
1：100（A3)

衛生設備　2階　平面図（改修）
縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-10

2023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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WHＧ WHＧ

居間

DK

ホール 玄関

物置

玄関

押入

居間

DK

ホール玄関

物置

玄関

押入

浴室

ホール ホール

浴室

ホール

DN

脱衣室
洗面

脱衣室
洗面

階段室

棚

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

棚

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入



給水・給湯設備改修

 特 記

?

?

D

D

給湯風呂リモコン

給湯ﾒｲﾝリモコン

ｺｱ抜きφ125×230L

CO75

追焚配管

循環口

50

20

以降別図参照

65

75

20

ｺｱ抜きφ125×100L

ｺｱ抜きφ100×100L

75 75

65

65

75

75

40

CO65

CO75

65

ｺｱ抜きφ100×230L

給水ヘッダー5P
給湯ﾍｯﾀﾞｰ3P
※系統表示札を取付

ｺｱ抜きφ75×230L　×2

既存穴使用

以降別図参照

50

※ﾍｯﾀﾞｰ以降保温付架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管Φ13

電動湯水抜栓　
ＭＸ-Ｄ　20Ａ×0.8Ｈ

電動水抜栓　
ＭT　20Ａ×0.8Ｈ

20

20

20

20 20

以降別図参照

15

CO75

75

75

以降別図参照

ｺｱ抜きφ100×230L 既存穴使用

20

量水器20(貸与品)、
量水器BOX（既設再使用）
ﾒｰﾀｰﾕﾆｯﾄ20 ×２

ｺｱ抜き75φ×L100

65

CO65

50

50

ｺｱ抜きφ100×230L

20

CO75

電動水抜ﾘﾓｺﾝ

50

※ヘッダー以降の各系統に吸気弁付止水栓（トイレ、洗面、流し）及び
吸気弁（洗濯機、浴室）を取付のこと。

ｺｱ抜きφ125×230L

20

ホール

棚

階段ホール

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

便所

玄関

便所

手摺

(既存のまま)

押入

手摺

梁
(
18
0
x
4
50
）

自転車置場

3,
60
0

1,
00

0

4,
60

0

2,
90
0

1,
00

0

3,
90
0

2,900

2,900 1,500 1,400

2,900 2,600

90
11

0

20
0

1,
90

0

900

1,800 1,300

1,300 4001,800400

20
0

1,
00

0

1,
70

0
1,

50
0

70
0

1,300

浴室

《自転車置場屋根場屋根》

玄関

手摺

洗面・脱衣室

ＤＫ

押入

(既存のまま)
押入

物置

250250

物置

押入

押入

ＤＫ

洗面・脱衣室

手摺

玄関

《自転車置場屋根場屋根》

浴室

1,300

70
0

1,
50

0
1,
70

0

1,
00

0
20

0

400 1,800 4001,300

1,3001,800

900

1,
90

0
20
0

11
0

90

2,6002,900

1,4001,5002,900

2,900

3,
90
0

1,
00

0
2,

90
0

4,
60

0

1,
00

0
3,

60
0

自転車置場

手摺

押入

手摺

便所

玄関

便所

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

階段ホール

棚

ホール

2
0

既存穴使用

65,75

65

75

65

20

M-112023-13

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

担当建築士

種別-図面番号

通し番号

管理建築士

作成日

設計番号 工事名称

図面内容 縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：30（A1)
1：60（A3)

衛生設備　1階　平面詳細図（改修）2023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事

39

 ・新規機械はつり箇所は施工前に機会探査を行うこと。

排水設備改修

１階配管詳細図　×２戸 １階配管詳細図　×２戸



65給湯風呂リモコン

排水は1階天井内配管

電動湯抜栓
ＢＨ-Ｄ　20 20

以降浸透桝へ

電動水抜ﾘﾓｺﾝ

50

40

50

※ﾍｯﾀﾞｰ以降保温付架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管Φ13

循環口 追焚配管

75

20
給水ヘッダー5P
給湯ﾍｯﾀﾞｰ3P
※系統表示札取付

20

ｺｱ抜き75φ×L100

ｺｱ抜き75φ×L200

ｺｱ抜き75φ×L200

20

ｺｱ抜き75φ×L130

ｺｱ抜き75φ×L200

ｺｱ抜き100φ×L130

ｺｱ抜き100φ×L130

ｺｱ抜き125φ×L130

ｺｱ抜き125φ×L130

ｺｱ抜き100φ×L130

ｺｱ抜きφ125×100L

ｺｱ抜きφ100×100L

※ヘッダー以降の各系統に吸気弁付止水栓（トイレ、洗面、流し）及び

吸気弁（洗濯、浴室）を取付のこと。 50

2,6002,9002,900

3,
90

0
4,
60

0

既存穴使用

20

ｺｱ抜き75φ×L130

COA75

COA65

65,75

給湯ﾒｲﾝリモコン

便所

2,900 2,900 2,600

管理建築士

作成日

設計番号 工事名称

図面内容 縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：30（A1)
1：60（A3)

衛生設備　2階　平面詳細図（改修）
通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-12

階段室

DN DN

階段室

250

物置

押入

押入

ＤＫ

・脱衣室
洗面

手摺

玄関

浴室

1,
00

0
20

0

11
0

90

1,4001,5002,900

3,
90

0

1,
00

0
2,

90
0

4,
60

0

1,
00
0

3,
60

0

手摺

押入

手摺

玄関

便所

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

棚

ホールホール

棚

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

便所

玄関

便所

手摺

押入

手摺

3,
60

0
1,

00
0

2,
90
0

1,
00

0

2,900 1,500 1,400

90
11

0

20
0

1,
00

0

浴室

玄関

手摺

・脱衣室
洗面

ＤＫ

押入

押入

物置

250

20
D

2023-10
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給水・給湯設備改修 排水設備改修

２階配管詳細図　×２戸 ２階配管詳細図　×２戸



通し番号

G

G

G

GG

25

50

20

15

1
5

ｺｱ抜きφ50×230L

以
降
屋
内
Gフ
レ
キ
管

以
降
屋
内
Gフ
レ
キ
管

WHＧ

ｺｱ抜きφ50×230L

WHＧ

2
5

25 25

20

2
0

20

20
20

2
0

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：50（A1)
1：100（A3)

ガス設備　1階　平面図（改修）
縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士 種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-13

G

G G

G

15 15

G 既設ガス配管

新設ガス配管

※既設埋設ガス配管の位置は試掘にて確認のこと。

ガス用　地中埋設杭を示す

コンクリート解体復旧範囲を示す

凡　例

G

8,4008,4008,4008,400

y8

UP

浴室

脱衣室
洗面 洗面

脱衣室

浴室

UP

x17x16x15x14x13x12x11x10x9x8x7x6x5x4x3x2x1

y4

y6

y11

y10

y9

y7

y1

y5

y3

y2

8,400 8,400 8,4008,400

16,80016,800

4,
60
0

3,
90

0
4,
60

0

4,
60

0
3,

20
0

8,
50

0

ポーチ

自転車置場 自転車置場

押入

棚

玄関

階段ホール

物置

玄関ホール

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

押入

棚

玄関

物置

玄関 ホール

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

3,
20

0
8,

50
0

2023-10

G2
5

G

G

G

G

20

20

2
0 2
0

G

G

G

G

G
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20 2
0

G

G

25

WHＧ WHＧ

20

G

G20

20

20

20

G

G

G

G

15

1
5

15

2
02
0

15

2
0

浴室

脱衣室
洗面

浴室

脱衣室
洗面

UP

UP

ポーチ

自転車置場 自転車置場

押入

棚

玄関

階段ホール

物置

玄関ホール

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

押入

棚

玄関

物置

玄関 ホール

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入



G

ｺｱ抜きφ50×180L（壁）

ｺｱ抜きφ50×180L（壁）

以
降

Gフ
レ

キ
管

以
降

Gフ
レ

キ
管

20 20

洗面
脱衣室

洗面
脱衣室

DN

ホール

浴室

ホールホール

浴室

押入

玄関

物置

玄関 ホール

DK

居間

押入

玄関

物置

玄関ホール

DK

居間

凡　例

既設ガス配管

新設ガス配管

WHＧ WHＧ

y2

y3

y5

y8

y1

y7

y9

y10

y11

y6

y4

x1 x2 x3 x4 x5 x6 x7 x8 x9 x10 x11 x12 x13 x14 x15 x16 x17

階段室

棚

物置

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

棚

物置

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

8,400 8,400 8,400 8,400

16,80016,800

33,600

3,
20

0
8,

50
0

4,
60

0

3,
90

0
4,

60
0

4,
60

0
3,

20
0

8,
50

0

3,
20

0
3,

90
0

1,
00

0
3,

60
0

3,
20

0
1,

40
0

8,400 8,400 8,400 8,400

既存穴使用既存穴使用

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：50（A1)
1：100（A3)

ガス設備　2階　平面図（改修）
縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-14

G

G G

G

G

G

G

G

G

G

G

1515

1515

2023-10
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WHＧ

20 20

居間

DK

ホール 玄関

物置

玄関

押入

居間

DK

ホール玄関

物置

玄関

押入

浴室

ホール ホール

浴室

ホール

DN

脱衣室
洗面

脱衣室
洗面

WHＧ

階段室

棚

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

棚

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

G G

G

G

G

G

G

G

G

G

15 15

1515



G

D

G

2,
65

0
1
8
0

?

G

2,
65

0

G

1
8
0

G

G

G

G

G

D

G

20

20

ｺｱ抜き75mm×200L　×2箇所

25

ﾌﾞﾚｰﾄﾞﾌﾚｷ20×200L

ﾌﾞﾚｰﾄﾞﾌﾚｷ20×200LGC15A

GC15A

SV20A

ガス用ﾌﾚｷ管15A×200L
WGH

WGH

西側面　詳細図

自転車置場

吸気弁付止水栓20A

ﾌﾞﾚｰﾄﾞﾌﾚｷ20×200L

吸気弁付止水栓20A

ガス用ﾌﾚｷ管15A×200L

GL▼

湯水抜栓へ

吸気弁付止水栓20A

以降別図参照

20

20

吸気弁付止水栓20A

ガス用ﾌﾚｷ管15A×200L

20

2SL
以降別図参照

吸気弁付止水栓20A

以降別図参照

ｺｱ抜き50φ×240L

ｺｱ抜き75φ×240L

ｺｱ抜き50φ×240L

ｺｱ抜き50φ×240L

ｺｱ抜き50φ×240L

20

20

2FL

2SL

ｺｱ抜き75φ×240L

20

吸気弁付止水栓20A

1,
15
0

2FL

GL▼

2,
83
0

2,
83
0

電動湯抜栓　BH-D20A

以降各戸へ

1FL

吸気弁付止水栓20A

ｺｱ抜き50φ×240L

20

小型ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ　×２
（追焚管湯抜用、首長ﾊﾝﾄﾞﾙ付）

ｺｱ抜き50φ×240L

20

以降別図参照

東側面　詳細図

1,
15
0

以降別図参照

ガス用ﾌﾚｷ管15A×200L

以降別図参照

WGH

WGH

ﾌﾞﾚｰﾄﾞﾌﾚｷ20×200L

20

GC15A

GC15A

ﾌﾞﾚｰﾄﾞﾌﾚｷ20×200L

ﾌﾞﾚｰﾄﾞﾌﾚｷ20×200L

ｺｱ抜き75mm×200L　×2箇所

吸気弁付止水栓20A

ガスメーターより給　水　管

給　湯　管

追　焚　管

ガ　ス　管

排　水　管

既設ガス管

凡　例

電動湯抜栓　BH-D20A

15

SV20A

ドレン管露出部は錆止め＋塗装仕上げ

ドレン管露出部は錆止め＋塗装仕上げ

ﾌﾞﾚｰﾄﾞﾌﾚｷ20×200L

ﾌﾞﾚｰﾄﾞﾌﾚｷ20×200L

SV20A

SV20A

小型ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ13　×２
（追焚管湯抜用、首長ﾊﾝﾄﾞﾙ付）

BAV15　×２
（追焚管湯抜用）

BAV15　×２
（追焚管湯抜用）

20

20

20

20

20

20

20

※追焚配管の保温の仕上げは、給水・給湯管同様ステンレスラッキング仕上げとする。

BAV25A(ガス用）

ドレン管地中部分は、防食措置のこと

ドレン管地中部分は、防食措置のこと

湯水抜栓へ

15

縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：10（A1)
1：20（A3)ｶﾞｽ給湯器及びｶﾞｽﾒｰﾀｰ廻り詳細図（改修）

図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-15

2023-10

G

G

G

G G

1,
20

0

25

自転車置場

25 25
25

25

25

20

2020

20

20

ｷｬｯﾌﾟ止め

SC25A SC25A

SC25ASC25A

BAV25A(ガス用）

G

G

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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50

RRφ
100

通路（舗装）

浸透桝

65

浸透桝

45Y

45L

45L

U T K

U T K

64

63

62

20045L

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)20090Y

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)200

61

60

59

58

57

56

55

54

53

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

150

150

150

150

100

200

200

200

200

200

200

200

200

200

ｍ

桝内段差

ｍ

桝深さ

ｍｍ

配管口径

ｍｍ

桝径

形名

種類

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

備考

10.000

ｍ

地盤高
N o

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

0.390

52

10.280

0.95010045L 200 塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

51 10.2800.86010045L 200 塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

50

10.280

0.860100U T K 200 塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

N o
地盤高

ｍ

10.000

備考

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

鉄蓋

鉄蓋

鉄蓋

鉄蓋

種類

形名

45L

桝径

ｍｍ

配管口径

ｍｍ

100

桝深さ

ｍ

桝内段差

ｍ

200

200

200

200

200

200

200

200 0.760

10.180

10.180

10.180

10.340

10.340

既設汚水桝 リスト表　

41

42

43

44

45

46

47

48

20049

U T K

U T

45L

U T

U T

D R

45L

U T K

150

150

150

150

150

150

100

100

0.600

0.700

0.710

0.630

0.650

0.770

1.180

0.760

10.340

10.180

10.280

10.280

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

90Y

45YS

45L

45L

45YS

100

100

100

100

100

100

100

0.990

1.190

1.200

0.810

0.850

0.950

0.990

10.2801.010

1.080

1.120

1.130

1.150

10.280

10.280

10.280

10.280

10.280

10.280

10.280

10.280

10.280

10.280

10.280

10.280

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)10.340

10.360

10.360

10.360

100

150

100

100

100

150

45L

45L

45YS

45L

20045L

保護鉄蓋（T-8）200

鉄蓋

200 鉄蓋

鉄蓋

150

150

100

150

200

200

200

200

200

200

200

200

200

ｍ

桝内段差

ｍ

桝深さ

ｍｍ

配管口径

ｍｍ

桝径

形名

種類

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

備考

10.000

ｍ

地盤高
N o

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

90Y

U T K

U T

45L

U T

U T

D R

150

150

1.180

1.280

1.330

1.370

0.720

0.840

0.850

0.930

0.980

1.160

1.760

0.690

10.280

10.280

10.280

10.230

10.230

10.230

10.360

10.360

保護鉄蓋（T-8）

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

塩ビ製蓋(ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ開閉式)

0.560

15
0

10
0

10
0

VP
25

VP
50

100

65
65

※舗装下になる既設給水管は、改修時の舗装解体範囲以外は撤去せず残置とする。

撤去を示す

塩ビ桝撤去

仕切弁50

塩ビ桝撤去

10042

15
0

10
0

4849

100

10
0

51

41

Ｆ棟 (８戸)

6,
00
0

6,
00
0

屋外灯

屋外灯

市道

市道

縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：100（A1)
1：200（A3)

衛生設備　配置図（既存）
図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-16

2023-10

【改修建物】
Ｅ棟 (４戸)

150

10
0

通路（舗装）

44

10
0

10
0

54

浸透桝

15
0

10
0

100

VP
25

VP25

VP
25

45

9

100

150

浸透桝

55

67 66 65

10
0

64

63
61

5253

62

47 150 150

15
0

46

65,65

5658

150

VP40

VP
25

VP50

VP4
0

575960

150

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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水道凍結防止器

C730P,S731BF,TS731ZLS,TS731FW,TC262N,YTC90N,T53DS､YH50

腰掛式便器　（１階）

T200BSW13

T4BN

SV15

自在水栓

水抜栓

１７ 吸気弁

T30ARW　13

13*9.5

T136SW　13

T4AW

13*9.5

13*9.5　一口用

MT-20　床開閉器

別途

２階系統　給水管物置内立ち上がり管に4ｍ×60W

別途（建築工事）

別途（建築工事）

各系統に１カ所、※便器用はロータンク用を取付

BH20×1.0　遠隔ﾊﾝﾄﾞﾙ付、壁開閉器

記 号

１

撤去機器・器具表

名　　称

２

３

５

９

１０

１１

C730,S731BF,TS731ZLS,TS731FW,TC262N,T53WN75,T53DS､YH50

台所 浴室 便所 物置 合　　計洗面・脱衣

７

８ ヒューズコック

止水栓

ヒューズホースコック

１６ 洗濯機パン

１３

１４

１５

１６

１２

洗面キャビネット

瞬間湯沸器

立形　自在水栓

万能ﾎｰﾑ水栓

腰掛式便器　（２階）

止水栓

ヒューズコック

ストップ弁

水抜栓

６

４

１８ ガス給湯器 20号追焚付

外部

※取外しは供給業者工事

工事名称

図面内容 縮尺ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 NON　SCALE
衛生設備　機器・器具表（既存）

設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-17

2023-10

（1階２戸,２階２戸　計４戸）

4

4

4

4

2

（4）

4

4

4

（4）

（4）

8

4

4

4

4

2

2

4

10

6

（4）

2

2

10

4

4

4

4

4

4

4

4

4

2

（4）

6

（4）

（4）

20

（4）

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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D

G

G

G

ピット1300*800*700

100

10
0

100

10
0

2,
10
0

39
0

13
0

18
0

2,
10
0

13
0

20

65

50

65

20

50

COA100

VCS65

VCS50

COA65 COA65
COA50

65

65

50

量水器より

洗面

洗濯 浴室 流し

50

20

65

65

65

65 50 5050

50

65

ドレンヘッダー

COA65

20

RM

水抜栓　MT　を示す

100

20

2,
80
0

2階天井▼

20

18
0

2,
10
0

１FL▼
39

0

２FL▼

RFL▼

2,
10
0

ガス設備　系統図

13
0

給水・給湯設備　系統図

13
0

排水設備　系統図

2,
62
0

屋外給湯器(ﾘｰｽ品)

RFL▼

20

39
0

1,
15
0

20
２FL▼

GL▼

１FL▼

浴室 流し

洗面

水栓

水栓

浴室

20

水抜栓　BH-S　を示す

20

屋外給湯器(ﾘｰｽ品)

39
0

浴室

RFL▼

２FL▼

１FL▼

GL▼

20

COA50

屋外給湯器(ﾘｰｽ品）屋外給湯器(ﾘｰｽ品）

RM

20

RM

2,
62
0

2,
80
0

2階天井▼

1階天井▼

20

20

UM

1階天井▼

10
0

1,
15
0

屋外排水桝へ接続

屋外排水桝へ接続

RM

20

RM

2,
62
0

2,
80
0

2階天井▼

1階天井▼

1,
15
0

39
0

13
0

2,
10
0

18
0

13
0

39
0

2,
10
0

浸透桝へ

量水器より

洗面

洗濯 浴室 流し

20

20

GL▼

65

ガスメーターより

洗濯

洗面

流し浴室 洗濯 流し

浴室

洗濯

洗面

流し浴室洗濯

洗面

50

6
5

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 NON　SCALE
衛生・ガス設備　系統図（既存）

縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士 種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-18

通し番号

4

2,600 2,900 2,900

8,400

3 2 14

2,600 2,900 2,900

8,400

3 2 14

8,400

3 2 1

2023-10

×2セット ×2セット ×2セット

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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G

G

G

G

GD DG

浸透桝

10
0

2020

20

42 41100

20

20

20

塩ビ桝撤去
塩ビ桝撤去

VP
50

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

便所

浴室

ホール玄関

物置

玄関

脱衣室

洗面

棚

押入

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

便所

浴室

ホール 玄関

物置

階段ホール

玄関

脱衣室

洗面

棚

押入

UP

UP

自転車置場自転車置場

ポーチ

8,4008,4008,4008,400

8,
50

0
3,

20
0

4,
60

0

止水栓20 ×2

4,
60

0
3,

90
0

4,
60

0
8,

50
0

3,
20

0

16,800 16,800

8,400 8,4008,4008,400

y2

y3

y5

y8

y1

y7

y9

y10

y11

y6

y4

x1 x2 x3 x4 x5 x6 x7 x8 x9 x10 x11 x12 x13 x14 x15 x16 x17

65
65

通路（舗装）

100

VP
25

20

65

20

50

10
0

10
0

10
0

VP
25

浸透桝

15
0

4849

100

51

15
0

VP20

V
P
2
0

VP
2
0

VP20

撤去を示す

※量水器ボックスは撤去後再使用

※浸透桝（HPφ300-1M　MHB）は撤去

※階段ホール及び物置の土間配管（ガス）は撤去せず残置とする

止水栓20 ×2

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：50（A1)
1：100（A3)

衛生・ガス設備　1階平面図（既存）
縮尺図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-19

2023-10

150
10

0

VP
25

VP
25

10
0

10
0

10
0

VP25

150 150

VP50

VP4
0

15
0

150 150

VP40 VP50

150

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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DD

G
G

G

G

G

G

20

20 2020

20

20100

20

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

便所

浴室

ホール玄関

物置

玄関

脱衣室

洗面

棚

押入

押入

和室6帖（1）

和室6帖（2）

居間

DK

便所

浴室

ホール 玄関

物置

階段ホール

玄関

脱衣室

洗面

棚

押入

UP

UP

自転車置場自転車置場

ポーチ

100

20

65

浸透桝浸透桝

VP20

V
P
20 V
P
2
0 VP20



縮尺

自転車置場自転車置場

3,
20

0
8,

50
0

4,
60

0
33,600

16,80016,800

8,400 8,4008,400 8,400

y2

y3

y5

y8

y1

y7

y9

y10

y11

押入

棚

洗面

脱衣室

玄関

物置

玄関ホール

浴室

便所

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

押入

棚

洗面

脱衣室

玄関

物置

玄関 ホール

浴室

便所

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

3,
20

0
8,
50

0
4,

60
0

8,400 8,400 8,400 8,400

別紙詳細図参照

y6

y4

x1 x2 x3 x4 x5 x6 x7 x8 x9 x10 x11 x12 x13 x14 x15 x16 x17

DN

階段室

ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：50（A1)
1：100（A3)

衛生・ガス設備　2階平面図（既存）
図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13

2023-00

M-20

自転車置場自転車置場

玄関 ホール

浴室

便所

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

DN

階段室

押入

棚

洗面

脱衣室

玄関

物置

玄関ホール

浴室

便所

DK

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

押入

棚

洗面

脱衣室

玄関

物置

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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G

G

D

D

G

G20

20

以降別図参照

20

20

水抜栓BH-S　20A×1.0Hを示す（RM付）

水抜きドレン

給水　1階系統

給水　2階系統

棚

物置

洗面

65

20

20

20

20

20

20

ﾄﾞﾚﾝﾍｯﾀﾞｰ

65202020

１階物置廻り配管詳細図　1/20

点検口

※既設配管撤去後の梁貫通穴はモルタル処理のこと。

50
50

（1階各所物置　通気管50A　1か所、ｶﾞｽ管20A　2か所）

梁

（
2階

ｽﾗ
ﾌﾞ
下
 露

出
配
管
）

（
2階

ｽﾗ
ﾌﾞ
下
 露

出
配

管
）

2階系統

1階系統

以降1階系統床下配管

20

20

（
2階

ｽﾗ
ﾌﾞ
下
 露

出
配
管
）

以降別図参照

以降別図参照

G

G

G

G

G

G

以降各戸へ

以降各戸へ

絶縁継手

被覆鋼管

配管用炭素鋼鋼管(白）

20

20

20

20

25

20

2
5

20

2
0

2
0

2
0

ガスメーター廻り詳細図　1/30

支持材(形鋼50*50*3)

支持材(形鋼50*50*3)

自転車置き場

SC25A

SC25A

SC25A SC25A

SC25A

G

G

G

G

G

G

D
18

10
0

COA50A

水抜栓20×600床開閉式

土中配管

50

10
0

100

20

20

20

20

20

量水器20
量水器BOX

COA100A

吸気弁

2

9

10

11

7
8

6

4

5

12

13

瞬間湯沸器（別途）

COA65A

別図参照

40

50

65

65
65

65

50

50

10
0

100

65
65

65

20 20

20

20

20

2020

20

量水器20
量水器BOX

20

20
20

20
20

※既存屋内配管は全て撤去とする。
　但し、物置等のｺﾝｸﾘｰﾄ下の土間配管部分は残置とする。

１階配管詳細図　1/60

以降別図参照

2,900

1,400

浴室

1,
80
0

100

1,
20
0

60
0

8,
50
0

3,
20

0

3,
50
0

5,
70
0

1,
00
0

1,
20
0

1,
50
0

70
0

1,
70
0

80
0

11
0

9
0

80
0

1,
00

0

4,
50
0

1,
20

0

2,6002,900

1,5002,900

60
0

3,
90
0

1,
00
0

2,
90
0

4,
60
0

1,
00

0
3,

60
0

ホール

《自転車置場屋根場屋根》

自転車置場

DK

手摺

手摺

手摺手摺

押入

押入

物置

玄関

便所

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

階段ホール

便所

棚

COA65A

50

50

50

以降別図参照

50浸透桝
MHB300

20

20

100502065

工事名称

図面内容 縮尺
ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：30（A1)
1：60（A3)衛生・ガス設備　１階　平面詳細図（既存）

設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-21

2023-10

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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G

G

G

G

COA50A

50

5050

20

20

50

50

20

VCS50

COA50A

吸気弁

2

9

10

11

7

8

6

4

5

12

50
瞬間湯沸器（別途）

65 100

A

A

20

65

20

18

20

20

2020

40

65

COA65A

COA65A
50

20

20

20

20

65

65

20

65

65

50

50
65

65

50

2,900

1,400

浴室

1,
80
0

100

1,
20
0

60
0

8,
50
0

3,
20
0

3,
50
0

5,
70
0

1,
00

0
1,
20

0
1,
50
0

7
00

1,
70
0

80
0

1,
90
0

20
0

11
0

9
0

80
0

1,
00

0

4,
50

0
1,
20

0

2,6002,900

1,5002,900

60
0

3,
90
0

1,
00
0

2,
90

0

4,
60
0

1,
00
0

3,
60
0

ホール

《自転車置場屋根場屋根》

自転車置場

DK

洗面・脱衣室

手摺

手摺手摺

押入

押入

物置

玄関

便所

居間

和室6帖（2）

和室6帖（1）

押入

便所

踊り場

棚

20

20,20, 20

20

20

縮尺
ＫＩＭＵＲＡＳＥＫＫＥＩ　ＡＲＴ　＆　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ

ＴＥＬ(0198)23-3818・ＦＡＸ(0198)23-3291

株式
会社 木村設計Ａ･Ｔ

２級建築士 登録第 8763 号 三浦信幸 1：30（A1)
1：60（A3)

衛生・ガス設備　２階平面詳細図（既存）
図面内容

工事名称設計番号

作成日

管理建築士

通し番号

種別-図面番号

担当建築士

 特 記

１級建築士 登録第199482号 佐々木忠保

１級建築士事務所　登録第 か（2406）875号（岩手県）

〒025-0075　岩手県花巻市花城町3番3号

2023-13 M-22

※既設配管撤去後の梁貫通穴はモルタル処理のこと。

2階配管詳細図　１/60

（2階各所物置　通気管65A　1か所）

※２階既存屋内配管は全て撤去

2023-10

×2戸

市営諏訪アパートＥ棟（103､104､203､204号）改修工事
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